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　ロサイス王の国は王と豪族との協議で国の方針が決まる。

　というのも、ロサイス王の国という国家は『ロサイス氏族』という豪族を中核として『アス氏族』、『ディベル氏族』、そしてその他中小豪族の連合で形成されているからである。

　王の権力は絶対ではなく、国家の大方針を決める際には必ずその他豪族、特に『アス氏族』と『ディベル氏族』の二派閥の同意が必要になる。

　そして『フェルム戦争』が終結してから五日後の今日この日、旧フェルム王領の処しよ遇ぐうについての豪族会議が行われていた。

「ライモンド殿。あのような『どこの馬の骨』か分からない者にアス家の領地を任せてよいのですか！」

　ロサイス王の国で一番大きな勢力を持つ大豪族、ディベル氏族長、リガル・ディベルは声こわ高だかに叫んだ。

　旧フェルム王領はアス家に婿むこ養よう子しとして入る、アルムスが支配する、という決定に異を唱えたのである。この決定はロサイス氏族・アス氏族の両方の勢力伸長を意味し、ディベル氏族からすると面白くないものであった。

「『どこの馬の骨』とは失礼な話ですね。私の可愛い息子ですよ。彼は戦争で見事にフェルム王を討ち取った。どこかの誰かのように、自分の領地に閉じこもって震えていた臆おく病びよう者とは違う」

　ライモンドはリガルに向かって反論する。

　なお、この会議ではロサイス王は欠席していた。まだ目を覚ましていないからだ。

　ライモンドとしては、ロサイス王が目覚める前に決定してしまいたいところである。

「私は『養子』になる前の身分のことを言っている。平民、それも親のいない小汚い餓ガ鬼キだったと聞いておりますが？」

「それにはご心配なく。彼はグリフォン様の息子ですよ」

　ライモンドは飄ひよう々ひようと答える。すでにそういう設定はできあがっている。

「我々からすれば『馬の骨』も同然。他に相応しい者がいたのでは？」

「ふむ、分かりかねますな。他に相応しい者？　もしかして貴公はこの戦争に参加したすべての将兵に土地を分け与えろと言っているのですかな？」

「まさか……私が懸念しているのは彼に領地が運営できるか、その一点。……豪族の生まれではない彼には難しいでしょう。ここは次期国王である……」

「ご安心を。彼には軍事補佐としてバルトロ・ポンペイウス、内政補佐としてボロス・アス・ペルムを付けました。二人の補佐があれば無難に統とう治ちできるでしょう。……少なくとも、どこかの誰かよりは」

　リガル・ディベルが領地経営に失敗し、重税で民に恨まれているというのはロサイス王の国では有名な話であった。

「この戦いくさに参加したのはアルムス殿、バルトロ殿、そしてボロス殿の三名。戦に参加した者同士で事を決めて何が悪い」

　その言葉にディベル氏族系の豪族たちは顔を逸らす。

　皆、フェルム王を恐れて軍を出さなかったのだ。

「ですがあの領地はドモルガル王の侵攻に備える必要があります。あのような……」

「フェルム王が怖くて引きこもっていたような者よりも、勇ゆう敢かんに立ち向かった『馬の骨』の方が信用できる、と思いませんか？」

　そう言って睨にらみつけるライモンドの視線に押され、リガルは思わずたじろいだ。

　なお、リガル・ディベルは昔、フェルム王に攻め込まれた時に怯えて脱だつ糞ぷんしたことがあり、以来フェルム王を心底恐れ、そして脱糞した事実は禁句となっている。……庶しよ民みんの間でも知れ渡っているが。

「では、そろそろ決を採りましょう。アルムス・ロサイスの領地相続に賛成の者!!」

　ロサイス系豪族、アス系豪族たちが静かに手を上げる。手の数は過半数を超えた。

「では、これで決定としましょう」

　ライモンドの言葉にリガルは異議を唱えられなかった。

「おのれ……王の弟だからといっていい気になりおって……」

「まあまあ、リガル様。落ち着いて。王はもう二年も持ちませんよ。そうすればライモンド・ロサイスは失しつ脚きやく。晴れて王位はあなたのモノです」

　リガルの腹心、ベルメットは言った。

　ベルメットは六十歳。

　妻を娶めとらず、子も作らず、一生をディベル家のために使ってきた男だ。

　故にリガルにも重用されている。

　リガルは基本的に家か臣しんを全て親族で固めている。一部には親族でない者もいるが、彼らはすべてベルメットの推すい薦せんだ。

　要するにベルメットはリガルの知恵袋的存在である。

「まあユリア姫の婚約者は俺で決まりだろうからな」

　リガルはニヤニヤと笑みを浮かべる。

　あの美しく、そしてしなやかな肢体、加えて王位まで転がり込んでくる。

　リガルとしては実に愉快なことであった。

「リガル様。油断はよくありませんぞ」

　ベルメットはリガルに注意する。

「お前はどっちなのだ？」

　リガルは呆れ顔で腹心に聞いた。

「リガル様は豪族の中でもっとも力のあるお方。ほぼ間違いなくあなたが次の王でしょう。あの病びよう床しようの王にそれは止められない。王弟ライモンドも同様です。ですが例の小こ僧ぞう。あの男がもし今後多くの豪族の支持を得るようになれば……」

「ふん。あの小僧の勝利は偶然だろう。俺でもできた。それはあり得んよ。あんなまともな後ろ盾一つない餓鬼など相手ではない。最悪攻め滅ぼしてしまえばいい」

　リガルは胸を張って言った。

「それは最後の手段です！　あなた様は油断する癖がある。お気を付けなされよ。仮にも王になるというのだから……」

　ベルメットはぶつぶつと説教を始める。

　リガルはこの初老の腹心の説教を聞き流しながら、ロサイス王の宮殿を出た。

「俺は妖精に選ばれた男だ。王になるのは俺だ」

　リガルは呟つぶやいた。





　　　　　※






　アルムスとテトラの結婚式が執とり行われた三日後のこと。

　宮殿では二人の兄弟が言い争いをしていた。

「早くユリア様とアルムス君を結婚させてしまいましょう。……あなたも分かっているはずだ。リガル・ディベルではこの国を治めることができない」

「だが内乱は避けられない。……アス・ロサイスとディベルの全面戦争が起こるぞ？　……リガルが王になり、アルムスが大人しくしていれば少なくとも内乱は起こらない」

　内乱を避けたいロサイス王と内乱を起こしてでもアルムスを王位に就けたいライモンド。二人の意見はどこまでも平行線だった。

「ユリア様が御可哀想だ。……あなたはリガル・ディベルがユリア様を大切に扱うと思っているのですか？　あの男の悪あく癖へきは知っているはずです。妻を殺した、親族を招いて乱交させた、犬と交わらせた……他にもいろいろありますが、お聞きしますか？」

「…………」

　ロサイス王は押し黙る。ロサイス王の本音としては、リガル・ディベルという男性として、人間として信頼できない人間よりも、娘の初恋相手でもあるアルムスにユリアを託したい。

　だがロサイス王は政治から私情を排することのできる男だった。

　リガル・ディベル以外を王にすれば必ず内乱が発生するだろう。

　内乱が起これば周辺諸国も介入してくるはずだ。

　勝利できるかも怪しいし、勝利できても混乱に乗じた諸外国に攻められて領土を失うかもしれない。

「……では条件を出そう」

「条件ですか？」

　ロサイス王は頷うなずく。

「アルムスが心の底から王位を望んでいるのならば。ユリアが欲しいのならば。内乱を起こし、豪族を粛しゆく清せいし、その手を血で染めてまで王位が欲しい。それだけの野心と覚悟を示すのであれば、私はアルムスに王位を譲ろう。……野心があるのであれば、リガル・ディベルを王位に就けてもアルムスが内乱を起こすだろうしな。それに野心のない、欲のない者は王になれん、目標のない国家運営は国を亡ぼす」

　ロサイス王の言葉に、ライモンドはなるほどと頷いた。

「分かりました。アルムス君にはそう伝えましょう。……ユリア様にお伝えしても？」

「……勝手にしろ」

　ロサイス王は溜ため息いきをついた。




　その後、すぐにライモンドはユリアの部屋を訪れた。

　アルムスとテトラが結婚して以来、ユリアはずっと部屋で塞ぎ込んでいたのだ。

「ユリア様、入りますよ」

「……どうぞ」

　ライモンドが部屋に入って最初に目にしたのは、部屋の隅すみで蹲うずくまっているユリアだった。

　ライモンドは静かにユリアに近づく。

「泣いておられるのですか？」

「……別に、泣いてなんてないもん」

　ライモンドはグスグスとすすり泣くユリアを抱きしめた。

「正直な気持ちをお聞かせください」

「……嫌だ。リガル・ディベルなんかと結婚したくない。……アルムスがいい。リガル・ディベルの子供なんて産みたくない……怖いよぉ……」

「そうですか……ところで、アルムス君と結婚できると言ったらどうします？」

　するとユリアはパッと顔を上げた。

　真っ赤に泣きはらした顔でユリアはライモンドを見つめる。

「……どういうこと？」

「まあ、話すと長くなりますが……」

　ライモンドは自分の計画と、そしてロサイス王から出された条件をユリアに語る。

　するとユリアは顔を輝かせた。

「ライモンド!!　ありがとう!!　大好き！　お父様もありがとう!!」

　ユリアは嬉し涙を流しながら、ライモンドに抱き付く。

　ライモンドは苦笑いを浮かべた。

「……まだ決まったわけではありません。アルムス君が王位とあなたを望まなければ、意味がありませんから。……私の言いたい事は分かりますか？」

「つまりアルムスを色仕掛けで落とせということでしょ？」

　ニヤリと笑みを浮かべるユリアに対して、ライモンドは頷いた。

「まあ、端的に言えばそういう事です。あなたにはアルムス君に発はつ破ぱをかけてもらいたい。……豪族の支持は私が取りつけます。できますね？」

「任せておいて！！！」





　　　　　※






「イアル。本当に残らなくて良かったのか？」

「はい。私はあなたに一生恩を返すと決めましたから」

　イアルはニコリと笑った。

　旧フェルム領はすべてアス領となった。そして俺が元々いた村も俺の領地だ。

　せっかく、何年もかけて開拓した土地を潰すのはもったいない。

　とはいえ俺一人で領地経営なんて無理だ。

　そこで村人全員に残るか俺についてくるか聞いた。

　村人の大部分──俺が最初に助けた子供たちは俺についてきてくれた。

　そして一年前から来た難民のほとんどは村に残ることを望んだ。

　俺はてっきり故郷に帰りたがると思っていたが……。

　あそこで生活した方が楽なんだそうだ。

「さて、メンバーは揃そろったか」

　ここにいるのはテトラ、ソヨン、ルル、ロン、ロズワード、グラム、イアル、それにボロスとバルトロが加わる。

　特にボロスとバルトロは初めて領地を経営する俺にとって、大切な家臣……ということになるのだろう。……まだ家臣というものには慣れない。

「さて、まずは……領主というのが何をすればいいのかさっぱり分からないから、教えてください、いや……教えてくれ」

　家臣に対して、敬語を使ってはいけない。というボロスとバルトロの忠告を思い出し、言い直しながら俺は尋ねた。

「別に大したことはありません。基本的なことは治安維持、呪じゆ術じゆつ防ぼう衛えい、領土防衛、ロサイス王への貢みつぎ物もの、そして裁判。必要な費用は税金で。このくらいですね」

　ボロスの説明を聞く限りだと、大したことありそうだが……特に裁判。

　俺の気持ちを感じ取ったのか、バルトロが笑いながら言う。

「いや、楽なわけじゃないですがね。アルムス様が想像しているほど難しくはないと思いますよ。裁判は今までの慣習通りの判決を下すだけでいいですし、そもそもあなたが全てをやる必要はないわけですしね」

　とりあえず治安維持はバルトロが、裁判事務はボロスがある程度やってくれることになった。ひとまず安心かな……。

「呪術防衛は呪術師に一任すればいいと思いますよ。アルムス様のところは腕のいい呪術師が何人もいるようですし」

　バルトロはソヨンたちを横目でチラリと見ながら言う。

「ただし、魂たま乗のせができる呪術師はある程度、温存して頂く必要がありますが」

　ボロスが付け加えた。

　つまりテトラとソヨンとルルは結界の構築には参加させちゃいけないと。

　狭い範囲ならできるかもしれないけど、うちの領土を全部覆い尽くすだけの結界なんて無理だぞ？

　それに十年くらい前からどこの国が黒幕か分からないけど、呪術攻撃をしてきている国があるんだろ？

「そう言えばフェルム王に仕えてた呪術師。牢ろう屋やに閉じ込めてあるけど……あれは俺の裁量で登用しても？」

「裁判は領主の仕事ですから」

　ボロスが答える。つまり、オッケーということだ。

　人材は貴重だからな。

「それより復興でしょうな。フェルム王の搾さく取しゆで荒れ果てたこの領地の復興、それが課題かと」

　ボロスが肩を竦すくめる。

　新米領主の俺にはあまりにも重すぎる任務の気がするが……まあ、貰った以上は仕方がない。それにこの手でフェルム王を討ち取ったのは俺だ。責任は取らなくてはいけない。

「問題は税金だと思うんだよね。復興には資金が必要。でもそれを確保するには税金しかない。でも税金を上げれば、復興は遠のく」

　俺の言葉にボロスとバルトロは静かに頷いた。

　さて……ここでふと疑問に思うのだが、果たしてフェルム王領の税金はちゃんと国に納められていたのだろうか？

　というのも……この国は、というより世界はあまり徴税システムが整っていないように見える。

　他の豪族の領地の納税方法を調べると、臨時増税がかなり多いし、その上税金の計算もかなりの丼どんぶり勘かん定じようだ。

　特にフェルム王領はそれが顕著だった。

　フェルム王領は、フェルム王がやはり優秀だったのか、かなり官僚システムが整っていて、徴税官によって税金が徴収されてはいたが……。

　正直、この徴税官に中抜きされていたのではないか、と思わずにはいられない。

　というのも、戦後に接収されたフェルム王領の徴税官の私財が、徴税官の給金とは不釣り合いなほど多かったからである。

　だから……。

「とりあえず人口調査から始めようと思う。正確に税金を集めるために」

「具体的に何するの？」

　ロンの問いに俺は答える。

「領内全体の人間の性別、年齢、財産。全部を紙に記載したい」

　アデルニア語には文字がないため、記載のための文字は必然的にキリシア語になるが、肝心のキリシア語を書ける人間はアデルニア人には少ない。

　必然的に戸籍のようなものは存在しない。

　だから領主は実際にどれくらいの税金が取れるのか分からず、丼勘定になり、脱税や横おう領りようが横行するというわけだ。

「でもキリシア語を自由に書けるのってリーダーとテトラと……十人もいないよね？　それだけじゃ無理だと思うけど……」

「それについては安心しろ。あらかじめ表を作る。お前たちはそこに数字を書き込んでくれるだけでいい」

　そっちの方が計算するのも楽だしな。

「表は手書き？　もの凄く面倒だと思うけど」

「それについても考えがある。そんなに難しくはないから大丈夫だよ」

　版画、つまり木もく版はん印いん刷さつで量産は可能だ。

「さて問題は税率……今までフェルム王の治ち世せいのせいでアス領は荒れ果てている。だから税は安くしようと思う」

　復興のための資金を集める方法は税金以外にもある。まずは領民の生活の安定と、俺の人気取りに徹した方が良い。

「どれくらいの税率にしますか？」

　ボロスの問いに、俺はしばらく考えてから答える。

「地税として収穫の十分の一。あとは労ろう役えきと兵へい役えき。人じん頭とう税ぜいは廃止しよう」

　人頭税は富める者からも貧しい者からも平等に税を取る。だから財政は安定するが、領民の負担は大きい。

　その点、地税は大土地所有者からたくさん取ることができる。労役と兵役は……まあ、仕方がない。

　できるだけ領民には農業に従事してもらいたいと俺は考えている。

「税収はどうするつもりですか、アルムス様」

　バルトロの問いに俺は少し考えてから、答える。

「紙を作って売ろう。それで外貨を稼ぐんだ」

　個人的に労働力として期待しているのは、戦争で夫や息子を失くした未亡人たちだ。俺は千せん歯ば扱こき含む農業器具を領地で広めるつもりだが……脱だつ穀こく作さ業ぎようは未亡人救済のための仕事、という側面がある。

　俺は紙の製造を、千歯扱きで失われる仕事の代替にするつもりだ。

　輪りん裁さい式しき農のう法ほうの普及については……時間をかけるしかないだろう。

「あとは蒸じよう留りゆう酒しゆを生産しようと思うんだ」

「蒸留酒？」

「酒？　旨いんですか、そいつは」

　ボロスが首を傾げ、バルトロが身を乗り出した。

「ロズワード、昔作ったのがいくつかあったよな。こっちにも持ってきて蔵に入れておいたはずだ。ここに持ってきてくれ」

「分かりました!!」

　しばらくすると、ロズワードは小さな樽を持ってきてくれた。

　俺はロズワードが持ってきたコップ二つに、樽の中の酒を注いで二人に飲ませる。

「どうだ？」

「これはまた……随ずい分ぶんと強い酒ですね」

「こいつは旨い!!　売れますよ。で、どうやって作るんですか？」

　俺は身を乗り出すバルトロを落ち着かせながら、簡単に説明する。

　この世界の酒のアルコール度数は非常に低い。

　葡ぶ萄どう酒しゆと言ったら基本的にちょっとアルコールの入った葡萄ジュースみたいなのが基本だ。

　酔うためというよりも、水分補給、そしてアデルニア半島の硬水を飲みやすくするための物として扱われる。

　おそらく高くて三パーセント。

　そして凄く度数が強くて五パーセントほど。超凄くて十パーセント程度だろう。

　蒸留酒は度数四十パーセントくらいだからウケるのは間違いなし。

　それにロサイス王の国では、小麦、オリーブと同じくらい葡萄の生産が盛んなので、蒸留酒は適していると思う。

　問題は作り方だが、さほど難しくはない。

　原理的には誰もが中学校のころにやったであろう、水とエタノールの混合液を蒸留する実験と同じだからだ。

　ただ問題が一つ。

「特別な器具が必要なんだよな……俺たちは昔、鍛か冶じ師しに作らせたのを一つだけ持ってるけど、数が必要だ。だから鍛冶師に頼んで量産してもらう必要がある」

「我が国に鉄を扱える鍛冶師はあまりいませんが、青銅器でも可能ですか？」

「それはもちろん」

　俺は大きく頷いた。

　まあ、問題は紙と蒸留酒の買い手、そして初期投資だけどそれに関しては当てがある。財政はこれで良いだろう。

　さて、問題は軍事だ。領主になった以上、領内の盗賊や夜や盗とう、そして侵攻してくる外国の軍隊を撃退しなければならない。無防備では攻められてしまう。

「兵士はどうすん……どうするんですか？」

「ロン……別に不慣れな敬語は使わなくていいぞ。というか少し寂しい」

「いやさ、だってリーダーはもう豪族だし。やっぱりケジメってのは大事だと思うんですよ。俺たちが敬語使わなかったせいでリーダーが周りから舐められるっていうのは我慢できないし」

「……お前がそんなことを考えるようになるとは……」

　人って成長するんだな……少し感動だ。

　まあバルトロたちが敬語を使っているのに、ロンたちが使わないというのも確かにおかしな話ではある。

「それでさっきの質問の答えは？」

「ああ、すまん。少し感動してた。ええと、兵士だよな。とりあえず今の兵士の数を確認しよう」

　と言っても、現状俺の私兵は村出身の戦える男たち三十人程度なんだけどね。……少ないな。

「ドモルガル王の総兵力ってどれくらいだ？　バルトロ」

　ドモルガル王の国は大国でロサイス王の国の隣国、俺の領地と隣接している。

　俺にはドモルガル王の国からロサイス王の国を守る役割が期待されているのだ。

「五万程度ですかね。ただ、ドモルガル王の国は領土が広い分敵が多い。五万を全て我が国に……というのは無理だ。まあ、一万から二万程度でしょうかね？」

　二万……前にフェルム王に対してロサイス王の国が動員できたのは三千程度だったけど、大丈夫なのだろうか？

「まあ、兵力に関しては心配する必要はないと思いますけどね。戦時に徴ちよう兵へいで集めればいい。幸い、この領地の民は戦争には慣れている……訓練は俺がやっておきますから、ご心配をなさらないでください」

「でも、少しは常備軍があった方がいいんじゃないか？　フェルム王は三百前後抱えてたよな？」

「ならば、旧フェルム軍の兵士を採用されると宜よろしいかと。彼らも失業して行く当てがありませんから」

　ボロスがそう提案する。俺は一応前の主人の仇かたきになるのだが……大丈夫だろうか？

　でも、忠誠心に厚い奴ならすでに反乱の一つや二つ起こしてるだろうし……それに冷遇する方が反乱に繋がるかもしれないな。よし、それで行くか。

「あと黒こく色しよく火か薬やくは量産しておかないと」

　足りない兵力は兵器で補うしかない。

　黒色火薬は簡単には作れないし、時間もかかる。

　なにか起こってから作っても仕方がない。

　黒色火薬の材料は大量にある。

　硫い黄おうは火山からいくらでも手に入るし、木炭も量産可能。

　硝しよう石せきも確実な量産方法がある。

　だが『発火』の魔術陣はたくさん用意できない。

　あれには質の良い魔石という物質が必要なのだ。

　魔石というのは呪石の中でも魔術に適した石のことを指す。

　この魔石は安価だが、数が少ない。ゴミだから誰も掘ろうと思わないからだ。

　それに魔術陣を書けるのはテトラ含めて、数人しかいないから生産にも時間がかかる。起爆できなければ黒色火薬は何の意味もないから、この魔術陣は必要不可欠。少しずつ生産する必要がある。

　導火線で着火すれば？　と思うかもしれないがそれだと確実に爆発しない可能性がある。

「とりあえず、こういう方針で行く。みんな、異議はあるか？」

「「異議なし!!」」

　よし、これで決まりだな。





　　　　　※






　その夜、俺はテトラと一緒に葡萄酒を飲みながら月を見ていた。

　飲んでいる葡萄酒は、蒸留した酒をアルコール度数の少ない酒で薄めたモノである。

「ねえ、アルムス……」

　テトラが頭を俺の肩に預けてきた。俺は優しくテトラの頭を撫でる。

「どうした？」

「……私たち、夫婦だね」

「どうした？　急に……」

　俺がそう尋ねると、テトラは微笑ほほえんだ。

「幸せすぎて実感が湧かない」

「はは……俺もお前とこうなるとは思わなかったよ」

　昔はロリコンにはならないと、心に決めていたのだが……。

　まあ、テトラは成長したし、別にロリコンにはならないけれど。

　と、そこまで考えて気付く。

　テトラが俺の腕に胸を押し付けるようにして、体を絡めてきていることに。












　テトラは決して胸が大きいわけでもないが、それでも並み以上はある。どうしても、彼女の女性的な体を意識してしまう。

「ねえ……」

　テトラは俺に向かって顔を上げる。潤うるんだ美しい瞳と目が合う。

　俺はテトラを抱き寄せて、その唇に自分の唇を押し付けた。

　軽くテトラの唇を舐めると、テトラの唇が若干開く。

　俺は小さな唇の隙間から舌を入れて、テトラの口内を蹂じゆう躙りんした。

　最初はされるがままだったテトラも、次第に積極的に舌を絡めてくる。

　ゆっくりと唇を離すと、二人の混合した唾だ液えきの橋が架かった。

「ねえ、アルムス……夫婦だよね？」

「ああ、そうだ」

「……領主にとって、一番大切なお仕事してないよね？」

「ああ……今からしよう」

　俺はテトラの肩を摑み、押し倒した。





　　　　　※






「ふふ、アルムスと二人っきり……」

「あまりくっつくな。恥ずかしいから」

「……二人とも街中だから、あまりイチャイチャするのは……」

「おい、ロン。邪魔をするなって」

　俺とテトラ、そして護衛のロンとロズワードはロサイス王の国から遙か南、キリシア人の都市国家、クラリスの植民都市レザドに来ていた。

　目的は二つ。

　一つは紙と蒸留酒の買い手の確保。もう一つは復興資金を得るためである。

　日本もそうだが、基本的に国や会社は借金を多く抱えている。

　これはお金がないから、というよりも手っ取り早く資金を得られるからである。

　少しずつお金を貯めて、そのお金を投資するよりも、最初から借金をしてでも資金を用意してそのお金で大きな事業をした方が儲かる。

　借金がなくてもお金がなければ破産するが、多額の借金があっても借り続け、返し続けることができれば破産はしない。

　さて、疑問に思うのはなぜキリシア人の植民都市レザドなのか？　ということである。

　その理由は簡単。ロサイス王の国は貨幣経済がまだ浸透していないからだ。

　まだ自給自足的経済の域を出ていないため、紙や蒸留酒の市場にもならず、ましてや金を貸すことができる人間もいない。

　だがキリシア人は海上貿易に従事している民族で本国であるキリシア半島、俺たちのいるアデルニア半島、そして世界中に植民都市を築き、大きな貿易ネットワークを持っている。つまり市場が大きいというわけだ。

　俺たちはロサイス王の国と交流があるという、キリシア人の有力者に商談をするために、ロサイス王から受け取った紹介状を手にレザドにやってきた、というわけである。

　レザドはロサイス王の国の首都よりも、ずっと大きな都市で、その上活気があった。

　道行く人の人種も様々で、アデルニア人、キリシア人、そして黒人の姿もチラチラ確認できる。

　道の両脇にはたくさんの店が並び、物珍しい商品が売られていた。

　できれば胡こ椒しようなどの香こう辛しん料りよう、味噌や醬しよう油ゆなどの懐かしの調味料を探したいところだが、今は仕事中だ。集中、集中。




　しばらく歩いていると、俺たちは港に到着した。たくさんの船が停泊している。

「これが海……」

「うわあ……湖よりも大きいね」

「ショッパイ匂いがする……海が全部塩水って本当なんだ」

　海を見るのが初めての三人は感嘆の声を上げる。俺もこの世界では、海は初めてだ。

　潮の香は同じだが、日本の海とはなんとなく違う気がする。

「結構大きな船があるな」

　港にはいくつも船が停まっており、十メートルの小さな船から四十メートル前後の大きな船がある。確か日本の遣けん唐とう使し船せんが三十メートル前後だったから、それを考慮すると、この世界の技術水準的にはかなりの大きさだ。

　その港から少し離れたところに、ロサイス王の国と交流のある商人……エインズの商館があった。

「さて、ここがエインズさんの拠点か」

　目の前にはなかなか立派な建物が建っている。

　……俺の館より立派じゃないか？　大きさは勝ってるけど……。

　下手な領主よりも金を持っている、と聞いたがその話は噓ではなさそうだ。

　俺は謎の敗北感を抱きながら、商館に入り、召めし使つかいにロサイス王からの紹介状を渡した。

　すると、召使は館の奥に消えていき……。

　しばらくすると、二十代後半ほどの青年が姿を現した。少し日に焼けている。

「これはこれは。よくぞ、御出で下さりました。お話はロサイス王様からお伺いしております。あ、申し遅れました。私がエインズです。以後お見知りおきを」

　エインズは流りゆう暢ちようなアデルニア語で挨あい拶さつした。

「私も名乗らせて頂きます。アルムス・アスです。こちらの女性は妻のテトラ、後ろに控えているのは家臣のロン、ロズワードです」

　俺は一歩前に進み、キリシア語で挨拶する。テトラたちも同様にエインズに自分の名前を名乗った。

　エインズは驚いたように、目を見開く。

「お上手なキリシア語ですね」

「ええ、まあ」

　俺の使ったキリシア語が好印象だったのか、ファーストコンタクトは上手くいった。

　その後、俺たちは応接間に案内される。

　俺たちは向かい合い、軽い雑談から始めた。

「アルムス殿はどこでキリシア語を？」

「テトラからです。彼女の母はキリシア人ですから」

「へえ……母君が」

　エインズさんの言葉にテトラは頷く。

「ヘレナという名前です。アス領を旅していた時に父に見初められたそうです」

「ヘレナ様ですか……」

　エインズさんはヘレナ、ヘレナと呟く。

　しばらく雑談した後に、ついに俺たちは本題について話す。

「さて……お売りしたい商品がある、とのことですが……さっそく見せてもらっても？」

　俺はまず紙をエインズに見せる。

「木もつ簡かんや羊皮紙、パピルスに代わる新しい情報媒体です。……どれくらいの値段をつけられますか？」

「……そうですね。少し書いたり、破いたりしても構いませんか？」

　俺が頷くと、エインズは召使に筆記具を持ってこさせる。そして文字を書いたり、破いてみたり、匂いをかいだり、光を透かしてみたりしてから……。

「そうですね……これくらいですね」

　エインズは紙に値段を書いて見せる。

「この価格はパピルスの仕入れ価格よりも、二割ほど高い値段です。それだけの価値はあります。ただ、確実に儲けを出すのであれば薄はく利り多た売ばい……価格を二割下げたほうがいい。……その価格で大量生産することはできますか？」

「ええ、できますよ」

「では、商談成立ということで」

　次に蒸留酒を見せる。

「こちらもご参考として、差し上げます。……どうぞ、飲んでみてください」

　エインズは召使にコップを持ってこさせて、蒸留酒をコップに注ぐ。

　そして匂いを嗅ぎ、驚いた表情を浮かべてから、コップに口をつけた。

「これはずいぶんと強い酒ですね。これほどの酒は初めてです。……そうですね、これなら……」

　エインズは紙に価格を書き込んだ。それは普通の葡萄酒の二十倍の価格だった。

「どうですか？」

「うーん……少し安くないですか？」

　俺は試しに三十倍の価格を紙に書く。するとエインズはニヤリと笑う。

「分かりました、その価格で取引しましょう」

　……今の笑みは何だ？

　もしかして本当はもっと高かった？　もしそうなら、してやられたことになるが……。

　とはいえ、商人を相手に勝てるわけがないので、引き下がるしかない。

「それと資金の融資についてなのですが……」

　俺はエインズに金を貸してくれるように頼む。すでにロサイス王経由で俺が金を借りたがっている話は伝わっているはずなので、話はスムーズだ。

　問題はいくら、どれだけの利息で借りられるか、ということだ。

「おいくらお望みで？」

　俺は紙に領地収入の三倍の金額を書いた。

　紙・蒸留酒の生産、軍備、畑の開発などを考えるとそれだけの金額は必要だった。

「……難しい、と言いたいところですが」

　エインズは意地悪そうに笑みを浮かべる。

「借金を返済し終わるまで、一定量の紙を私に他の商人たちより安く卸してくれると約束して下されば、用意しましょう」

　なるほどね……。紙である程度の利益が得られれば、たとえ俺が返せなくなっても十分にエインズは儲けられるということか。

「分かりました、それでいきましょう」

　俺たちは握手を結んだ。

　商談、成立だ。





　　　　　※






　新しい領主様は話が分かる人だ。

　それがアス領の住民の新しい領主への評価だ。

　驚くほど税は安く、さらに農耕馬や鉄製農具、農業器具まで貸してくれる。

　農業器具などで効率化した分、あまった時間には特別に仕事……紙作りをさせてくれる。この紙作りは誰にでもできるため、良い副業になった。

　その上、臨時増税をしないとまで宣言している。

　フェルム王は頻ひん繁ぱんに物資を徴発し、ラゴウ・アスは臨時の税を頻繁にかけていた。

　領民たちはアルムスに強い期待を抱いていた。

　だが同時に変なことをする人だという評価もあった。

　というのも、領地全土で人口と土地の所有者、広さなどを測り始めたのである。

　意味が分からない。

　六月になり、実際に税金を集める時になって初めて彼らは領主の意図を理解した。

「おい。税が足りないぞ。本当にこれですべてか？」

　ロンは目の前の村長を睨みながら聞く。村長はヘコヘコしながら答える。

「はい、本当ですよ。足りないという証拠があるので？」

「ああ。予想収穫量とここに集まった税の量がかけ離れている。今回、不作だという話は聞いていない」

　予想収穫量というのは、フェルム王時代の僅わずかな資料と、村の住民から聞いた普段の実りの量と、土地の広さ、そして今年の天候から導き出した収穫量のことだ。

　多少の違いはあっても、よっぽどの天てん変ぺん地ち異いがない限り予想収穫量と実際の収穫量がかけ離れるということはない。

　つまり村長の横おう領りようが疑われる。

「おい。調べるぞ」

　そう言ってロンとソヨンの二人は村長の制止を振り切り、村長の家に入りこむ。

　二人は注意深く村長の家を観察する。

「ん？」

　ロンが違和感に気付き、床を剣の柄で突く。

　そこだけ何故か音が違う。

　二人は顔を見合わせた。村長が顔を青くする。

　ロンは剣を振り上げて床に叩きつけて、剣を突き刺す。

　できた割れ目に手を入れ、二人がかりで引っ張り上げた。

　メキメキと音を立て、床が捲まくりあがる。

　床の下には広い空間。そしてそこには大量の小麦が隠されていた。

「これは何だ？」

「えっと……これはですね……」

　言いよどむ村長に対して、ロンは冷ややかな目で小麦を見つめながら言う。

「横領だな。横領は重罪だ。確か……鞭打ち五十回だったかな？」

　ロンの言葉を聞いて村長は膝ひざを折った。

「お願いです。どうか領主様には……この小麦の三分の一を……いえ、三分の二を差し上げます。だから……」

「ふざけるな!!」

　ロンは剣を引き抜き、振るう。

「賄わい賂ろ。これは確か鞭打ち七十回だったな」

「どうか御慈悲を……」

「それは領主様に言え」

　ロンとソヨンは村人を呼んで小麦を馬車に運び込み、その場を後にした。




「これで十二軒目だよ……賄賂と横領。酷すぎない？」

「村長が税を横領するのはよくあることですよ。だから重税をかけてもなかなか集まらない現象が起こるんです」

　途中から合流したイアルが言う。彼も税を集め終わり、アルムスの元に行く途中だ。

「でもロン君、カッコよかったよ？」

「やっぱり？　練習したんだよね。ほら、リーダーが優しい分、俺たちが厳しくしようと思ってさ」

　イチャつきバカップル。それを半笑いで眺めるイアル。

「これを蔵に移したら今度は北の方の村か……遠いから泊りがけかな。はあ……」

「まあ、もう少ししたら暇になりますし。それまで頑張りましょう」





　　　　　※






「地税を一割しか取ってないことを考慮するとこれはかなりの税収じゃないか？」

　七月頃、俺は初めての税収の総額を見て少しだけ驚きの声を上げる。

　フェルム王時代の税収に関する資料は一部残っていて、すでに閲覧済みだが……それに比べると随分と下がったが……大幅に減税した割には下がっていない。

　どれほど、税金の横領があったのかがよく分かる。

「なるほど……少し税金の取り方を変え、手間をかけるだけで随分と変わるものですな」

　ボロスもまた、驚きの声を上げている。

　俺がやったのは住民表を作り、土地の広さを測るだけだが……。

　おかげで、正確に税金を集めることができたのである。

「農耕馬、鉄製農具、新型農業器具の普及はどんな感じだ？」

「順調に進んでおりますよ」

　俺はボロスに農耕馬、鉄製農具、新型農業器具の普及を頼んでいた。

　本当は輪栽式農業を普及させたいが、今までのやり方を変えさせるのは難しい。

　だが道具ならば比較的簡単に普及させられる。

　そういうわけで、エインズからの借金を利用して購入した農耕馬や鉄製農具、そして千歯扱きや唐とう箕みなどを貸したり、渡したりしているわけだ。

　これで荒れ果てた農地も回復し、農業収入も増加するはずだ。

　ちなみに農耕馬は有事には掻き集めて、駄だ馬ばや軍馬として利用するつもりだ。

「……ところで、そろそろ収穫祭がありますが……」

「分かっているさ」

　収穫祭。

　それは一週間後に開かれるロサイス王の国全土の王族、豪族が集まって行う大きな宴会、パーティーだ。

　当然、リガル・ディベルも来るだろう。

「……できれば戦いたくないんだけどな」

　というのが俺の本音だが……。上手く、立ち回るしかない。
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　ある日のこと、ロズワードはとある村にやってきて村人たちを集めさせた。

「えー、ごほん、ごほん。これから募ぼ兵へいを開始する」

　ロズワードは村人を集めて言った。村人たちは顔を見合わせる。

「募兵？」

「戦争でもあるのか？」

「うーん……今は畑を耕していたいなあ」

　ざわめきたつ村人たち。ロズワードは大きく咳払いをして、それを鎮しずめる。

「募兵と言った。強制的に兵を取ることはない。条件を言うぞ。リア、見せてくれ」

　ロズワードはリアから受け取った紙を読み上げる。

「えっと……対象は十五歳から三十歳の成人男性。給料は小麦で支払う。武器はアス家が貸し与えるので、持参せずともよい。採用されたら館周辺で生活して、毎日訓練を受けて兵士となる。主な仕事は領主様の護衛や盗賊退治。一度採用されたら四し肢しの欠けつ損そんや病などの理由で除隊されるまでは解雇されることはない。また老いや怪我、病などで辞めなくてはならない場合は退職金が出る。願い出る者は二週間以内に村長に言うこと。定員は三百とする。定員を超えた場合は試験をする。以上」

　ロズワードの言葉を聞き、村人たちは再び騒めき立つ。

「つまり強制じゃないってことか？」

「なら、畑を手放してまで兵士になる意味はないなあ……」

　多くの平民たちは乗り気ではない。無論、戦争になれば『血けつ税ぜい』を支払うつもりではあるが、畑を手放してまで兵士になろうという者は少なかった。

　だが中には……。

「……俺は元々フェルム王の近衛このえ兵へいだったのですが、よろしいですか？」

　顔に傷がある一人の男が手を上げる。彼は元々近衛兵だったが、フェルム王が打ち倒されたことで失業したのである。

　近衛兵はそこそこ収入が良かったが、蓄えには限界がある。それにフェルム王側の人間だったということもあり、肩身の狭い思いをしていた。

「無論、実力とやる気と忠誠があれば」

　ロズワードは答えた。

　この募兵は主に、フェルム王が打ち倒されたことで失業した兵士たちを再雇用し、同時にアス領の軍事力を強化することを目的としている。こうすることで、生活に困った元兵士が盗賊等になるのを防ぐ狙いもあった。

「元の職業、身分は問わない。やる気があれば受け入れる」

　ロズワードはそう宣言した。
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　アス領にあるとある山の中にそいつはいた。

　通常の矢では通らないほどの分厚い毛皮、鋭い牙と爪、犬以上の嗅覚、木すらも薙なぎ倒す腕力。

　そいつ……クマは蜂蜜を漁っていた。

　ミツバチたちは果か敢かんにヒグマに針を突き刺すが、効果はない。

　蜂蜜を食べ終え、巣穴に戻ろうとヒグマが顔を上げた途端……。

　その顔に矢が刺さった。

　矢はヒグマの目に突き刺さり、頭を貫通した。

　大きな音を立ててヒグマは倒れた。

「ありがとうございます、グラム様」

「いえいえ、人の味を覚えたクマは殺さないと危険ですからね。当然のことをしたまでですよ」

　ニコニコと笑いながらグラムは答える。

　今回、兵を集める触れを出すためにグラムはこの村に立ち寄った。

　そこで人の味を覚えたヒグマがいるから退治してくれと頼まれたのだ。

　一応仕事中ということで一度アルムスに許可をもらった後、すぐに戻ってきてヒグマを射い殺ころしたというわけだ。

「お礼は……」

「ヒグマの毛皮を下さい。それ以外は結構です」

　グラムがそう答えると、村人たちは驚きの声を上げる。

　そもそもヒグマの毛皮はヒグマを殺したグラムの物だ。

　だからそれを受け取るのは当然のこと。そして普通はお礼として穀物か酒か女を要求するものだ。

「そうですか……ところでグラム様の屋敷には下働きが何人いますか？」

「え？　いや、いないけど……」

　グラムが困惑しながら答えると、村長はニヤリと笑った。

「それはよくない！　ではうちの四女を下働きとして雇ってくださいませんか？」

「え？　えっと……」

　グラムが返答に困っていると、そこにルルが割り込んだ。

「結構です」

「え？　いや、私はグラム様に……」

「何か不満が？」

「いえ、何でもありません」

　ルルの気迫に村長が後ずさる。

　ルルはその隙にグラムの耳を引っ張ってその場から退散した。

「いい？　あれは下働きとして潜り込ませて、あわよくばあなたの子供を孕はらんで妻にさせようという村長の策略！　絶対に受けちゃだめ！」

「でも……実際下働き欲しいなって感じてて……ほら、最近もらったばっかだし……」

「じゃあ私が住み込みで家事をしてあげる。私たち呪術師は平時は暇だしね！　これでいいでしょう？」

「え……でも……」

　グラムが言いよどむと、ルルは目を吊り上げた。

「文句があるの？」

「いえ、ありません……」

　そんなやり取りをしていると、十人くらいの子供たちがグラムのところに走ってきた。

「あの！　僕たちも兵士になりたいんです！」

「いやいや、君たちはどう見ても十五歳以上じゃないでしょう」

　グラムは苦笑する。全員どう見ても十歳前後、しかも中には女の子もいた。

「でも……」

「今はちゃんとご飯を食べて、体を大きくしなさい。十五歳になったらぜひ来てくれ」

　そう言ってグラムは子供たちの頭を撫でた。

　子供たちが立ち去るのを見てから、グラムは呟く。

「ああいう子がどんどん増えて、軍隊が強大になれば……アルムスさんの役に立つね」

「うん。でも軍隊だけじゃなくて呪術師も大切だよ？」

　二人は顔を見合わせて笑った。
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「うーん、思ったより兵士が集まったな」

　俺は募兵に応じてくれた兵士たちを眺める。

　現在はテスト中だ。

　なんと定員三百人の枠に六百人も集まったのだ。

　正直驚いている。

　フェルム王の元で何年も戦争していたから戦争には嫌気がさしていると思っていたのだが、どうやら違うらしい。

　長い間徴兵されて、軍という環境に慣れ切ってしまっていたら主人であるフェルム王が死んだ。

　そしたら故郷に帰れと言われて、帰ってみれば自分の畑は奪われてしまった後。

　どうしようかと考えていたらこの応募……。

　というパターンが多いようだ。

　二番目は純粋に農業なんかやってらんねえ、給料貰えるなら俺は軍に行く!!

　三番目は出しゆつ世せして偉くなってやる!!

　という感じだ。

　軍隊にしか居場所がない人間、というのも一定数存在するらしい。良い勉強になった。

　……こいつら、下手すれば盗賊や反乱軍になる可能性もあったんだよなあ……。

　と考えると、本当に募兵して良かったと思っている。

　しかし問題は盗賊予備軍が、残り三百人いるということだ。……財政的に余裕が生まれたら、彼らも雇ってしまうのが治安的にも良いだろう。

「ねえ、リーダー。三百人も兵士を常に雇い続ける余裕ってあるんですか？　フェルム王は重税してようやくだったと聞いてますよ？　しかも徴兵じゃなくて雇うんですよね。財政とか大丈夫？」

　ロンが俺に尋ねる。財政の心配をするとは……お前も成長したな。お兄さん嬉しいよ。

「余裕とは言い難いが、税政的に苦しくはないぞ？」

「どうして？」

「ロン、フェルム王が大変だった理由は分かるか？」

「えっと……アス領が貧しかったからとか？　でもそれだとリーダーとあまり変わらないような……」

「フェルム王は収入の多くを農業生産物に頼っていた。一方、現在のアス領の収入は紙と蒸留酒、そして商業税なんだよ。この紙をキリシア商人が買いに来るだろ？　で、俺はキリシア商人から外国の金きん細ざい工くや、陶器、香辛料を購入する。それをアデルニア人商人に卸す。普通はキリシア諸都市まで行かなくては仕入れられない高級品を、このアス領で気軽に仕入れられるというわけさ。そしてその分、人も集まる。他の商業も発展する。それに税金をかければ、さらに儲かる」

「なるほど……」

　専売や商業税で稼ぐ、というのは何だか当たり前な気がするが……どうやらこの世界ではあまり一般的ではない。というより、汚い事として認識されているようだ。

　儲かるからといって、仮にも士族階級が商業に手を出すなんて……という感じらしい。仮に日本の政治家が、税収確保のために『国営の売春施設』や『売春税』を導入しようと言えば、大概の日本人は眉まゆを顰ひそめるだろう。

　この世界での商業は、そんな扱いを受けている。価値観の違いというやつだ。

　まあ、俺は別に商業は蔑視していないし、むしろ積極的に進めるべきだと思っている。

　さて、ロンも納得してくれたようだしロズワードのところに行こう。

　今日の本題だ。




「ロズワード」

「何ですか？」

「実は数日後、エインズから軍馬百頭とゲルマニス人の戦闘奴隷五十人が届く予定だ」

　というのも、俺は騎兵隊を組織しようと考えていたからだ。

　馬は基本的に高価で、また馬に乗るのも高等技術だ。しかも俺が鐙あぶみをこの世界に持ち込むまで、この世界には鐙がなかった（少なくとも俺が認識する限りでは）。

　それゆえに、基本的にロサイス王の国の騎兵というのは『金持ちが馬に乗っただけ』程度のお粗そ末まつなモノで、せいぜい偵察程度にしか使われず、あまり重要視されていない。

　しかし俺は騎兵の機動力が、戦争でいかに重要であるかを元の世界の歴史で知っている。これからの戦争には騎兵は絶対に必要だ。

　そこで馬に乗れる、ロズワードを中心とする元村の子供たち三十人と、馬に乗れるゲルマニス人の戦闘奴隷五十人で八十人規模の騎兵隊を組織しようと考えた。

　これを中核に、少しずつ規模を拡大していくのだ。

　なお、残りの軍馬二十頭は予備だ。

「それが？」

「お前に騎兵の指揮を任せたいんだよ。つまり戦闘奴隷五十人、面倒を見てやって欲しい」

「どうして俺に？　ボロスさんの方が経験は豊富じゃないですか？」

　俺はロズワードの質問に答える。

「まず、ボロスには騎兵を指揮した経験がない。だからお前とスタートは同じだ。そして俺の知ってる中で一番馬に乗るのが上手いのがお前。それにお前はリアと仲がいいだろ？」

　俺がそう言うとロズワードは顔を赤らめた。ロズワードはリアとの仲を指摘すると、すぐに照れる。

「だからゲルマニス人の奴隷にもウケがいいと思ってね。せっかくだから結婚してくれればなお嬉しいね。あと、お前がゲルマニス語を片言でも話せるという点も大きい」

　言語の加か護ごはグリフォン様に返しちゃったからな。

　コミュニケーションはリアとロズワード頼りになる。

　ちなみに、ロンには歩兵隊、グラムには弓兵隊の指揮を頼むつもりなので二人は騎兵隊には参加できない。

「分かりました。頑張ってみます！」

　ロズワードは大きく頷いた。
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　エインズが馬と奴隷を連れてきたのはそれから数日後のことだった。

「お確かめください。馬、百頭です」

「ありがとうございます。一つ聞いてもいいですか？　馬はどこから仕入れているのですか？」

「元々三十頭の在庫がありましてね。それにちょうど他のキリシア人商人が馬を持ち込んでいたので、そこから五十。あとの二十頭はアデルニア半島内の遊牧を営んでいる小国家から少しずつ買い入れました」

　へえ……アデルニア半島には遊牧民の国家もあるのか。

　できれば、そこから直接仕入れたいな。その方が安く済むし。

「で、彼らが戦闘奴隷です。できるだけ質が良さそうなのを選んできましたよ」

　そういうエインズの口調は完全に物を売るようだった。

　実際、そういう感覚なんだろう。

　俺は目の前の奴隷を見る。

　まず目につくのが身長。アデルニア人の平均よりもかなり大きい。

　黒髪と栗毛が大部分を占めるが、中には金髪青目もいる。

「俺がアルムス。お前らの主人だ。よろしく」

　俺が奴隷に向かって言い、それをリアがゲルマニス語に訳す。

　奴隷は俺に向かって何かを言った。

「とりあえず腹が減ったから飯をくれ……と言ってます」

　リアが不安そうな顔で俺を見上げて言った。

　これ、訳して良かったのかな……という表情だ。

　俺は奴隷たちを見る。

　腹減ったと言ったのは、金髪に筋肉質の体でいくつか傷跡がある三十代後半のゲルマニス人。

　俺を見てニヤニヤと笑っている。

　とはいえ、全員がこいつのように不遜な態度というわけではない。

　むしろ、何言ってくれてんだよこいつみたいな表情で金髪男を睨んでいるゲルマニス人奴隷が多い。

「いいぞ。飯を用意してやれ。ついでに風呂も特別に沸わかしてやるから汚れを落とせ……と伝えてくれ」

　俺はリアに言い、リアはそれを奴隷に伝えた。




　食事が終わり、風呂に入って小綺麗な服に着替えた奴隷たちに向かってロズワードは言った。

「俺はロズワードだ。領主様からお前たちの管理を任された。お前たちの仕事は騎兵として戦うことだ。功績を上げれば奴隷から解放してやる。小こ遣づかいもやろう」

　ロズワードはつっかえつっかえながらも、ゲルマニス語でそう言った。

　ゲルマニス人たちにはロズワードに言われたことが衝撃らしく、顔を見合わせた。

「本当か？　ちゃんと働いたら奴隷から解放なんてよくある文句じゃないか。絶対噓だろ」

　へらへらと笑いながら金髪男が言う。

　ロズワードは少しだけムッとなりながらも、聞く。

「お前の名前は？」

「ヴィルガルだ。ゴシュジン様。物に名前を聞くなんて酔すい興きようだねえ」

　またしてもへらへらと笑う。

「お前はどうしたら信じる？」

「うーん、そうだねえ。実際に解放された人間を見てみないと……」

「私ですよ」

　リアがヴィルガルの言葉を遮る。

「私は解放して貰いました」

　その言葉を聞き、ヴィルガルは思わず押し黙る。

　彼はリアのことを通訳用の奴隷だと思っていたのだ。

　言われてみれば奴隷にしては清潔な服を着ているし、首輪もつけていない。

　解放奴隷であるのは明らかだ。

　もっともリアが解放されたのは功績ではなく、ロズワードの恋こい路じを応援する目的のアルムスのお節せつ介かいが主な理由だが、細かいことは気にしてはいけない。

「で、従う気になったか？」

　ロズワードの言葉にヴィルガルは首を横に振る。

「俺はさ、自分よりも弱い奴に従うのは嫌いなのよ。だから御免だね」

「じゃあ俺がお前より強いことを証明すればお前は俺に従うか？」

　ロズワードがそう言うと、ヴィルガルはニヤリと笑う。

「そりゃもちろん。馬上勝負をしようぜ、ゴシュジン様。でも俺が勝った場合のメリットがないよな……じゃあ勝ったら俺を解放してくれよ。当然受けてくれるよな？　まさか負けるのが怖いからなんてことはないよな？」

「ああ。いいよ。お前が勝ったら解放してやるよ。その代わり負けたら服従しろ」

　こうして馬上勝負が行われることになった。




「なあ、エインズ。ふと思ったんだがゲルマニス人って遊牧民族なのか？」

　俺は決闘の準備を始めるロズワードと金髪男を眺めながら聞く。

　もしそうならさすがのロズワードも厳しい戦いになるだろう。

「いえ、ゲルマニス人全体としては農耕と狩猟で生計を立てている者が多いです。ただ彼らの生活領域は遊牧民族の領域と接しているので、騎馬技術を習うことが多いんですよ。それにゲルマニス地方は広い平原もあります。良馬が育つんです」

　なるほどね。つまり生きつ粋すいの騎兵じゃないってことか。

　ならば心配する必要はないな。

「何だこれは？」

　ヴィルガルは馬に取りつけられた鐙を見て何か言った。

　それをすかさずリアが訳す。

「鐙という道具で、それに足をかけることで馬の上で安定しやすくなる。俺が使ってるのにお前が使わないのは公平じゃないだろ？」

　ロズワードがそう言うと、ヴィルガルは鼻で笑った。

「そりゃどうも、ゴシュジン様。だけど取り外させてもらう。使ったことのない慣れない道具なんて使えねえ」

　リアがすかさず訳してくれる。

　まあ悪い判断じゃない。鐙があった方が安定するのは事実だが、使い慣れない補助具を使って失敗したら目も当てられないから。

　両者とも馬に跨またがり、準備が整う。

　二人とも鎧よろいを身に纏まとっている。実戦形式だ。

　だが死なれたら困るので、二人とも木の棒の先端に布を何重にも巻いた安全武器を使用してもらう。

　まあこれでも当たり所が悪ければ死ぬんだけどな。

「じゃあルール確認。まず頭は禁止。それ以外はどこを殴っても良し。降参するか落馬した方が敗北。では……始め!!」

　俺が手を叩いて号令をかけると、二頭の馬が走りだした。

　二人の棒が交錯する。

　勝負は一瞬でついた。

　ロズワードが馬の上からヴィルガルを弾き落としたのだ。

　まあロズワードって槍があればクマとバトルできる男だし、鐙ありなら当然の結果と言える。

　ヴィルガルは悔しそうな顔でロズワードを見上げた。

　ロズワードは馬から降りて、ヴィルガルに手を差し伸べる。

「ほら、起きろ」

「……ありがとうございます」

　ヴィルガルはロズワードの助けを借りて起きあがった。

「で、俺を認めるか？」

「……分かりました。認めましょう。ゴシュ……いえ、ご主人様」

　ヴィルガルは悔しそうに顔を歪めながらそう言った。

　とりあえず解決したようだ。良かった良かった。

「ところでそのご主人様はやめろ。お前のご主人様は領主様だからな。俺のことは……そうだな、隊長でいい」

「分かりました。隊長。これからよろしくお願いします」

　ヴィルガルはロズワードに頭を下げた。

「後で俺の家の掃除な」

「え？　いや、俺戦せん奴どだし……」

「だって服従するって言ったじゃん。男に二言はないよな？」

　ロズワードの言葉に金髪男は深い溜息をついた。

　さて、これでめでたく騎兵もそろったし、軍隊は大丈夫かな。
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　ある日のこと、俺の元に二人の男女が面会を求めてきた。仮にも俺は領主であり、暗殺の危険性を考慮に入れると、ちゃんとした紹介状を持たない人に気軽に会ってはいけない。だが……。

　今回に限っては、俺はその二人の人物に興味を持ち、会うことにした。

「こんにちは。アルムス・アス様。私はイスメアと申します」

「私は陽よう青せい明めいです」

　二人の男女は頭を下げて俺に挨拶をした。

　イスメアと名乗る女はキリシア人。

　陽青明と名乗る男は……どこの人か分からないが、顔つきや肌の色から考えると、モンゴロイド系のように見える。

　二人は俺に雇って欲しい、と頼み込んできたのである。

　曰いわく、イスメアはキリシア人の建築家で家は無論、神殿や城じよう壁へき、城の設計もできる。

　一方、陽青明は旅人で何と大陸を横断したらしい。

　イスメアという女の、建築家としての技量が優れているのであれば俺としては、ぜひとも雇いたい。

　陽青明の方は、純粋に話を聞いてみたいと思い、面会を許可したというわけだ。

　まずイスメアが一歩前に進み出た。

「領主様、私はどんなモノでも設計できます。建物が専門ですが、道路や橋、弩砲バリスタや投石機などの兵器の設計も可能です。必ずお役に立てるかと」

　そう言ってからイスメアは実際に見た方が早い、と言わんばかりに羊皮紙を差し出してきた。

　そこには様々な建築物の設計図と完成図が書かれている。

　俺はそれをペラペラと捲って、流し見る。

　建築関係は正直、専門外だが……パッと見た感じではちゃんと設計できているように見える。もし、イスメアが本人が言う通りの人物ならばかなり優秀だ。雇う価値はある。……が、俺としては一つ気になることがあった。それを明らかにしなければ、俺は彼女を雇えない。

「これだけの技術力があるのにどうして俺のところに来た？　他にも候補はあるだろう。ロサイス王とかドモルガル王とか」

　進んだキリシア人の技術力はどんな国でも重宝される。これだけ優秀ならば、引く手数多なはずだ。もし、選び放題だったら普通は大国を選ぶ。その方が給料もたくさんもらえるだろうし、自分の力を発揮できる。

　なのに、なぜか王でもない、成り上がったばかりの領主である俺に仕し官かんを申し出る。

　不可解だ。まあ、スパイにしてはあからさまだからその可能性はないと思うけど。

　一応、聞いておかなければならない。

「いえ、グリフォン様の息子で英雄であるあなた様なら私の建築物を使いこなしてくれると思い……」

「噓つけ」

　俺がそう言うと、イスメアがビクリと体を震わせる。

「ほら、やっぱり本当のことを言った方がいいよ？」

　青明に言われて、イスメアは涙目で本当のことを語った。

「実は……」




　彼女の話をまとめると……俺以外すべて断られたらしい。

　理由は女だから。それに建築家はもう間に合ってるから。そしてキリシア語で何言ってるのか理解できないから。

　そりゃあ有力な王様のところにはすでに建築家はいるよな。

　わざわざ女で何言ってるのか分からん女を雇う必要性はない、という王様の考えも分からんでもない。

　でも意外だな。ロサイス王なら喜んで迎え入れると思うんだけど。

　あの人はキリシア語が分かるし、身分や性差、民族にはさほど拘らない人のはずだ。

　俺がそう尋ねると、イスメアは答えた。

「ロサイス王様は御病気だと聞いています。ロサイス王様に雇って頂いても、ロサイス王様が崩ほう御ぎよすれば、私は解雇されてしまいます。ならば、若くて勢いがあり、ライバルがいなそうなアルムス様に雇って頂こうかな、と考えまして」

　なるほど……そういうことなら分からないでもない。

　それに俺のところで成果を上げれば、他のもっと良い条件のところに転職できるかもしれないしな。

　鶏けい口こう牛ぎゆう後ごとも言うし。

「なるほど、よく分かった。だがすぐに雇う、というわけにはいかない。実力を見せてもらわないと」

「というと？」

「……そうだな。君には国境の砦とりでの修築をしてもらおう。それで腕が確か、と判断できたら住まいを用意し、正式に雇おう」

「ありがとうございます!!　あの時、雇って良かった、とアルムス様に言わせて見せましょう」

　イスメアは嬉しそうに笑みを浮かべた。

　さて……次は陽青明の番か。

「君も仕官したい、とのことだが……まずは来歴とかを聞かせてもらえないか」

　俺としては、陽青明の能力よりも話に興味がある。

「はい、私は緋ひ帝てい国こくと呼ばれる、ここから遙か東の国……皆さんの言う『絹きぬの国』の出身です」

　絹の国とは、この世界において最果ての地にあると言われる国だ。

　まあ、多分俺の元の世界の中国みたいな国なんじゃないか、と勝手に想像を膨ふくらませている。

「私は最果ての海を目指していて、つい一か月前目的を果たしたんです。それで自分が見聞きしたことを本にしようと思ったんです。しかし、羊皮紙やパピルスは高い。どうしようかと迷っていた時に、アルムス様がお作りになられたという紙に出会いました。これが欲しい、というのが私の本音です。しかしタダでいただく、というわけにはいかないと思うので、アルムス様に仕官して給料代わりに紙を。……決して転売はしません。神に誓います」

「なるほどね……」

　もし、陽青明の書いた本が数千年後に残れば……絶対に文化史に載るな。

　三大陸周遊記や東とう方ほう見けん聞ぶん録ろくのように。

　そしてそれを支援した俺の名前も載るわけだ。……よし、決めた！

「じゃあ、君には……君が旅先で経験したことを記述する仕事を与える。衣食住は保証するし、紙とインクも無償で提供しよう。その代わり、俺を最初の読者にしてくれ」

　俺がそう言うと……陽青明は一瞬、唖あ然ぜんとした表情を浮かべたがすぐに目を輝かせた。

「はい!!　頑張らせて頂きます!!」




　後にイスメアは『建築の母』、陽青明は『歴史学・地理学の父』と呼ばれ、アルムスはそんな二人を庇護した存在としても、名前を残すのだが……三人はまだそれを知らない。
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　そうして俺は収穫祭に参加するために王都にやってきていた。

　テトラも同伴だ。

「アルムス君、よく来たね。テトラ君も」

「お久しぶりです、義父上。これは祝いの酒です」

　俺はライモンドに頭を下げて挨拶してから、馬車に積んである樽三杯分の酒を指さす。

　護衛として付いてきたロンとロズワード、グラムが下働きに指示を出して運び出させる。

「それが例の？」

　俺はライモンドの問いに頷く。

　蒸留酒をロサイス王の国の豪族たちに宣伝しよう、というわけだ。

「あまり飲み過ぎないでください。かなり強い酒ですから」

　一応忠告はしておく。

　普段飲んでいる葡萄酒と同じ感覚で飲むと大変なことになりますよ、と。

「はは……まあ、一応気をつけるようには言おう」

　ライモンドは苦笑いを浮かべた。




「ねえアルムス。最初はやっぱり男の子がいい？」

「どっちでもいいぞ。女の子でも養子を迎えればいいし」

　俺はテトラと子供についての話をしていた。

　というのも……豪族の中には小さな子供を連れてきている者もちらほら見られたからである。それを見て、テトラが触発されてしまったというわけだ。

　……まだ子供を考えるには早いと思うのだが。

「でも男の子の方がいろいろと揉め事も起こらないし……そっちがいい？」

「まあ面倒事は嫌だしな。そうだな最初は男の子、次は女の子かな？」

　どっちかに偏かたよるのは嫌だな。男ばっかとか女ばっかとか。

　そう言えば胎たい児じの性別って男の方に要因があるんだっけ？

　まあ今はいいか。妊娠の兆候はないわけだし。

「まずは宴会だな」

「今日の目的分かってる？」

「分かってるよ。できるだけ仲の良い人を増やす。そうだろ？　前回の結婚式で俺に好印象を持ってそうな人の名前はあらかた覚えておいたし。大丈夫だ」

　ちなみに全員反ディベル親ライモンド派だった。

　どうしても俺はディベル家と争うことになりそうだ。

　争い事は面倒だな……。

「できるだけリガル・ディベルとは敵対しないようにしよう。お隣さんだしな」

「それがいい。別にこちらには争う理由はないし」

　さて、とりあえず……。

「食べて飲むか？」




　宴会が始まった。

　抱いた感想を一つ挙げるとするならば……マナーってないんだな。

　豪族という身分の高い方々が酒をがぶ飲みし、服で手を拭き、大声で騒ぎ、口に物を入れたまま喋る。

　まあスプーンとかフォークとかそういう食器もないし、手摑みが基本の世界なんだから当たり前と言えば当たり前か。

「でも結婚式の時はここまで酷くなかったよな？」

「同じ祝い事でも、方向性が違うから……」

　結婚式では騒ぎ過ぎるのはマナー違反になるが、収穫祭では騒がない方がマナー違反だそうだ。

「リーダーは気にしすぎだと思う」

「うん。うん」

　ロンとロズワードはまあ……気にならないならいいよ。

　他の連中も同じようなものだしね。

「アルムス殿!!　フェルム王を討った時のお話を聞かせてもらえませんか？」

「ええ、構いませんよ」

　これで実に五度目だ。ロサイス王の国の豪族は相当フェルム王に手痛くやられていたようで、みんなフェルム王の死に際を聞きたがる。

　フェルム王の話をしていると、彼の最後の遺言が思い浮かぶ。その言葉は俺の耳の奥に残っていた。

『王になってアデルニア半島を統一しろ』『そして自分の名前を暴君として刻んでくれ』『ついでにテトラを幸せにしろ』

　最後のはともかく。上二つは俺には荷が重い。俺はしょせん、地球の知識を持った一般人だ。

　まあ、それはともかくとして……。

「アルムス殿。実はうちの娘があなたのお話を聞きたいと。どうか聞かせてやっては下さいませんか」

「アルムス様!!　手を握ってくださいませんか！」

　どうやら俺にはモテ期が来ているらしい。

　理由として考えられるのは三つ。

　一つ目はテトラ以外妻がいないこと。

　二つ目はテトラが跡継ぎの男の子をまだ産んでいないこと。

　そして三つ目、俺には豪族の血の繋がった親しん戚せきが一人もいないこと。

　だから今、俺と親戚になることができれば大きなリターンになる。

　特にディベル家に取り入ることに失敗した豪族たちは必死になっているのだ。

　話を聞かせる分には良いんだけど……結婚は嫌だな。

　テトラと結婚したばかりですぐに二人目の妻を迎えましたとかあり得ないし、取り消しがきかない。

　結局俺に取り入ろうとしてくる豪族は余裕がない連中なわけで、大した力はない。

　まあ若い女性が一定以上俺に近づくと、テトラが睨みつけて退散させてくれるから良いんだけど……。

「もう少し愛あい想そよくしてくれ」

「別に問題ない。あんな小さな豪族、適当に追い払えばいい。それに私はアルムスが二番目を娶めとることに関してはそこまで反対しない。ただ、毒にも薬にもならないような家はやめて」

　反対しない、ね……相変わらず淡白な奴だ。

　しかし側室とやらは娶らないといけないのだろうか？　いや、正直な気持ちを言えば当然男として、複数の女性と結婚する、関係を持つというのはある種の理想であるとは思っているが……好きではない女性と無理に結婚しても苦痛にしかならない気がする。

　そう思っていると、少し周囲が慌ただしくなる。

「ん？　何だ？」

「ああ……リガル・ディベル殿が来たようです」

　俺に擦り寄ってきた豪族はあからさまにテンションを下げる。そんなに嫌いか？

　人ごみを掻き分けるようにリガル・ディベルはやってきた。

　背は俺よりも一回り高く、筋肉質で年は二十代後半程。

　後ろにずらずらと人を従えている。リガル・ディベルの影響下にある豪族たちだろう。

「アルムス・アス殿、テトラ殿。初めまして。改めて、ご結婚おめでとうございます」

　意外なことに、リガル・ディベルは丁てい寧ねいに挨拶をしてきた。

「これはこれはありがとうございます」

　俺とリガル・ディベルは手を固く結び合う。

「先日は結婚式に出席できず、申し訳ない」

「いえいえ……御病気だったのでしょう？　ならば仕方がありません」

「ははは……普段は病気など、しないのですがね。どうにも『気分が悪く』なってしまいましてね」

　リガル・ディベルが俺の手を潰すかのような力で握り締めてくる。俺も対抗して、強く握りしめる。

「っち……馬鹿力が。下げ賤せんの犬の分際で……」

　リガル・ディベルは俺にだけ聞こえる声でそう呟き、手を離した。勝負に勝ったのは俺のようだ。

　うん、俺こいつ嫌いだわ。生理的に合わない。

　俺たちは互いに『互いが気に食わない』ということだけを確認し合う。

　リガル・ディベルは周りの視線が集まり居心地が悪くなったのか、その場を立ち去った。

「嫌ですね。あんな風に取り巻きを引き連れて……」

「あはは」

　俺は適当に流す。俺も似たようなモノである。

「ねえ、リーダー。あいつら、俺たちに殺気向けてきてたけど気付いた？」

「当たり前だ。あれくらい分かる。それでお前たちも対抗して殺気だして、逆に連中をビビらせたのも分かったぞ」

「だってあいつら兄さんを敵視してるらしいし……」

　だからといって張り合わないでほしい。

　揉め事は面倒だ。できれば波風は立てたくないんだ。

　俺がロンとロズワードに説教していると、再び会場が騒めく。

　あれは……ユリアだ。

　ユリアは今日の収穫祭で、神に祈りを捧げるという重大な役割を担っている。

　実質的な主役だ。

「ユリア殿！　本日もお変わりなくお美しいですな」

「…………」

　リガル・ディベルの呼びかけにユリアは一切応じず、横目で見てから真っ直ぐ俺の方に歩いてきた。

「こんばんは、アルムス。元気にしてた？」

「ええ、こんばんは。ユリア様」

　すると、ユリアは不満そうに眉を顰めた。

「ユリアでいいよ」

「……まずいだろ。仮にも公の場だ。それにここには……」

　お前の婚約者がいるだろう。

　と言おうとしたが、喉につっかえて出てこなかった。

　……やはりリガル・ディベルは気に食わないな。腹立たしい。

　これは嫉しつ妬とか？　テトラという妻がいるのに？

　浮気性の自分にも腹立たしい。そして大嫌いなリガル・ディベルとできれば温和な関係でいたいなどと、考えてしまう臆病な自分も腹立たしい。

　そんな俺の様子を見て、ユリアは少し微笑んでから……。

　両手で俺の手を優しく包んだ。

「これからもよろしくお願いしますね」

　ユリアは俺の元から去って行く。

「ユ、ユリア殿！　本日は……」

「すみません。私、これから祭祀の準備で忙しいのです。……お話はまた今度で」

　ユリアはリガル・ディベルの言葉を一いつ蹴しゆうして立ち去る。

　リガル・ディベルはしばらく呆然として立ち尽くすが……我に返って俺の方を睨んできた。

　俺も思わず、反射的に睨み返す。

「アルムス、ダメ!!」

　俺はテトラに髪を引っ張られて、我に返る。気付くと、宴会場は静まり返っていた。

　危ない……一いつ触しよく即そく発はつだったな。

　俺はリガル・ディベルから目を逸らし、自分の掌てのひらを見つめる。

　ユリアが俺の手の中に残した手紙だ。

「ふむ」

　この中に……さっきの行動の意味が書いてあれば良いのだが。
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「ユリア。久しぶり」

「ええ、久しぶり。来てくれてありがとう」

「お前が呼び出したんだろう」

　会場でユリアが渡してくれた手紙には、『満月の夜に湖で』と書かれていた。

　湖、というとかなりアバウトだが……おそらく俺たちが遊んだりした湖だろうと当たりをつけてここまで来た。見事、正解だったようだ。

　ユリアは俺に微笑みかけて言った。

「ねえ、初めて会った時のこと覚えてる？」

「ああ、覚えてるよ……『ああああ！！！　それ、カラメル草でしょ！』」

「そうそう！」

　二人で湖の岸辺に座って、昔話に花を咲かせる。

「私の裸を見たこともあったよね？」

「はは……そんなこともあったな」

「テトラとどっちが綺麗だった？」

　ユリアは悪戯いたずらっぽそうに笑って言った。俺は頭を掻きながら……。

「まあ、胸はお前のほうが大きいよ」

　と言うとユリアは顔を真っ赤にさせて胸を押さえた。

「もう……」

　ユリアは怒ったように声を上げながらも嬉しそうに笑った。

「ねえ、アルムス……」

　ユリアは俺をまっすぐ見つめる。

「私はあなたのことが好き」

「ああ、知ってるよ」

　当たり前だ。知らないわけがない。気が付かないわけがない。

「私のこと好き？」

「当たり前だろ」

　俺がそう言うとユリアが俺の唇に自分の口を合わせてくる。

　俺の口の中に舌が入り込んでくる。

　俺はそれを受け入れて、ユリアの口の中に自分の舌を入れてかき回す。

　二人の舌が何度も絡み合う。

「んっ！」

　舌を動かしてユリアの弱い部分を探り当て、そこを集中的に撫で回す。

　ユリアの舌を強引に吸い上げ、唾液を飲み込む。

　息が苦しくなり、舌を離すと二人の間に唾液の橋が架かる。

「すごい上手になったね？　……テトラのおかげかな」

　そう言われて、俺は我に返る。

　……何をやっているんだ、俺は。

　これは立派な浮気じゃないか!!

「もう、結婚してそんなに経ってないのに……駄目じゃない。浮気するなんて」

「……誘ってきたのはお前だろ」

　俺は自己嫌悪でナーバスな気分になる。……テトラに合わせる顔がない。

「アルムス」

　ユリアは真剣な顔で俺を見つめ、頭を深く下げる。

「お願いします。私と結婚してくれませんか？」

「…………」

　分かった。と言おうとして、声が喉に詰まる。

　俺がユリアと結婚することの意味を理解してしまったからだ。

「どうして？　私のこと嫌い？」

　黙ってしまった俺に対して、ユリアは悲しそうな声で尋ねる。

　俺は首を横に振った。

「違う。大好きだ。テトラと同じくらい……愛している」

　我ながら軽薄な言葉だと思う。

「じゃあどうして？　テトラに悪いから？」

「それもある。でも一番の理由は違う」

　俺がそう言うと、ユリアは瞳から涙を流しながら叫ぶ。

「何？　私と結婚すれば私のことを好きにできるよ？　テトラにも負けない!!　それに私と結婚すればロサイス王の国の継承権も手に入る！」

「それが問題なんだ!!」

　俺は声を思わず張り上げた。

「もしだ。俺がユリアと結婚したとしよう。リガル・ディベルが大人しく認めるか？　認めるはずがないだろ。内乱が起こるぞ」

　フェルム王は俺が、俺たちが何もしなくても攻めてきた。

　だがこの内乱は俺がユリアと結婚しなければ回避できる。

　それに……覚悟がない。

　王、となればそれは今の領主などとは責任の大きさが違う。果たして自分に務まるのか……。

「……考えさせてくれ。ユリア」

　しかし俺は断りきることもできなかった。

　王になることに、全く野心がないわけではない。それに……なによりユリアが欲しかった。

　リガル・ディベルなんぞに、渡したくなかった。

「分かったよ。あと三日待ってあげる。それまでに結論を出して。そうしないと……」

　ユリアは俺に抱きついて言う。

「私はリガルと結婚しなきゃいけなくなる」
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「ねえ、どこに行ってたの？」

「ユリアのところだよ」

　俺が正直に言うと、テトラは少し驚いた表情をする。

「そういうのは隠すものじゃない？」

「隠しきれる自信がない。お前は頭が良いから」

　そして俺はテトラに対して、膝を折り、頭を地面に擦りつけた。

「……すまない。君に不誠実なことをした」

　俺は湖で起きたことを全て、テトラに話した。

　テトラは落ち着いた様子で言った。

「そう……キスしたの……私とどっちが良かった？」

「そりゃあ、もちろんテトラだよ」

　まさか、ユリアと言うわけにはいかない。

「私とユリア、どっちが好き？」

「テトラ」

　そう言う以外、選択肢はない。

　テトラは俺の返事を聞いて、満足そうに頷いた。

「ならいい」

「……怒らないのか？」

「怒って欲しいの？」

　テトラはまっすぐ、俺を見つめる。全てを見透かすような目だ。

「怒ることであなたの気が晴れるなら、怒るよ」

「……いや、いいよ。すまない」

「分かればいい」

　過ぎたことは謝ろうと、怒られようと、変わらない、とテトラは言いたいのだろう。

　怒られることで、罪悪感を拭おうとする俺の行為は……ただの自己満足だ。

「起きてしまったことは仕方がない。……でも、これからの事は変えられる」

「分かった。もう二度と……」

「そういうことじゃない」

　テトラは語気を強めて言った。……少し怒ってる？

「私はあなたの妻です」

　テトラは静かに言う。

「妻は夫の家か父ふ長ちよう権けんに属します。……私はあなたの決定には逆らわない」

「……正直な気持ちを言ってくれてもいい。俺はテトラを無理やり従わせるようなことはしたくない」

「私は!!」

　テトラは強い口調で言う。

「決断するあなたが好き。どんな時でも、悩んで、答えを出せるあなたが好き。迷いのないあなたが好き。……人だから、迷う時があるのは分かる。でも、決断を人任せにしないで。これは私の問題じゃない。ユリアとあなたの問題。ユリアはあなたが好き、結婚したいという決断をした。……あとはあなたが肯定か、否定をするだけ」

　テトラはそう言ってから、笑みを浮かべる。

「私のことは気にしなくてもいい。あなたが私よりもユリアを愛しても、私はあなたを愛する。あなたが私を愛さなくなっても、私はあなたを愛する。あなたが私のことを嫌いになっても、私はあなたを愛する。あなたがたとえ破滅しようとも、どんな道を歩もうとも、私はあなたの事を愛するし、あなたの隣を歩く」

　テトラは真剣な顔でそう言い切った。

　……テトラの言う通りだな。決断を人任せにしてはいけない。

　だが……決断をする前に……。

「一度、グリフォン様に相談してきてもいいかな？　……相談するだけならいいだろ？」

　俺の問いにテトラは静かに頷いた。
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　深い森の奥。

　ロマリアの森の最深部、禁きん忌きの森と呼ばれる場所。

　いわゆるグリフォン様の領地。

　そこにあるグリフォン様の巣穴……グリフォン様曰く城の中に俺はいた。

「なるほど……つまりお前はユリアというあの紫し紅こうラベンダー色の毛並みの雌と交尾したいと。しかもユリアは群れのボスの娘で、交尾するとお前にボスの座が転がり込んでくる。だが新入りがボスになるのを気に食わん奴がいて、そいつと争いになる可能性がある。だから悩んでいると？」

「大体合ってますが……もう少しオブラートにくるんで言ってくれませんか？　交尾って……せめて結婚とか。それとあなたの言い方だと俺がまるで猿か犬の雌に恋して悩んでるみたいに聞こえるんですが……」

　雌とか毛並みとか群れとかボスとか……もう少し言い方があるだろう。

　女とか髪色とか国とか王とかさ。

「一つ聞くが、お前は我が『やれ』と言えばやるのか？　『やるな』と言えばやらないのか？」

「……いえ、グリフォン様に決めてもらうためではなくあくまでご意見を、と思いまして」

　グリフォン様は少し考えてから、答える。

「お前はユリアという雌と交尾したいのだろう？」

「交尾という言い方は気になりますが……。まあ、そうなります」

　そう答えると、グリフォン様は鼻を鳴らす。

「ならそうすれば良い。何の問題がある？」

「だから戦争が起こるじゃないですか。もしかしたらロンたちが死ぬかもしれない」

　俺がそう答えると、グリフォン様は目を大きく開く。

　なぜか不機嫌そうだ。

「ロンたちがお前に協力するかどうかは奴ら自身の意思だ。お前が関与することではない。群れ同士の内紛をお前が気にする理由は分からん。勝てば良いだけの話だろう。それとも負けそうなのか？」

「いえ……多分最終的には勝てると思いますが……」

　アス氏族、ロサイス氏族の両氏族を合わせれば間違いなくディベル氏族には勝てるだろう。

「昔、あなたは私に同族を殺して何も思わない人間は異常者と言いませんでしたか？」

「ああ、言ったな。人間は群れをなして生きる生き物。それゆえ群れの構成員が自分の仲間を殺して罪悪感を抱かないのは問題だ。それでは群れの中の法を守りにくくなる。異常者は群れでは生きられない。それは人間が生きていく上では致命的だろう。だがお前は違う」

「……何が違うんでしょう？」

　グリフォン様は言う。

「お前は支配者だ。法を敷しく側だ。お前は群れる存在ではなく、群れを動かす存在だ。お前は群れのルールから外れている存在。ゆえに異常であろうとなかろうとどうでも良い。むしろ異常者であるべきだ。そうでなければ群れを外敵から守れない。お前は支配者になったのだから、群れに最大の結果を残すべきだろう。そのためにはいかなる犠牲も気にしてはいけない。分かるか？」

「…………」

　グリフォン様は「それにだ」と言い、付け加える。

「人死に？　何が問題だ？　お前とは何の関わりもない他人であろう。それに今までお前は生き残る、子供たちを守るという自分の都合で殺してきただろう。今さら関係ないではないか」

「命がかかってる問題と、俺の欲望を同列に語ることはできないと思いますが……」

「同じことだ。殺すという意味ではな」

　グリフォン様は鼻で笑い、そして俺をまっすぐ見つめる。

「よいか。もし、してはいけないことがあるならそもそもできないはずだ。だが神は我らに同族を自分の欲望のために殺あやめて良いという選択肢を与えた。ならしても良いのだ。ライオンは群れを奪った後に前の支配者の子供を殺す。魚なんぞ自分の子供であることを忘れて産んだ側から子を食うぞ。そしてその行為を天が罰したことはあるか？　ないであろう。ならしても良いのだ」

　グリフォン様は淡々と語る。

「我らにはどんなことをしても良い権利が……自由が与えられている。目の前の理不尽に反抗するのも自由であるし、受け入れるのも自由である。この世玩界具はお前のためにある。だからお前の好きなようにすべきだ。慎ましく遊ぶのも、派手に遊ぶのも良い、自分の手で壊すのも選択肢の一つだろう」

　グリフォン様は俺を諭さとすように言ってから、鼻を鳴らした。

「とはいえ、お前の人生はお前が決めるべきだろう。どうせ、お前には我のように割り切ることはできない。それがお前という人間の性さがだ。だからどちらを選んでも必ず後悔する。決められない悩み事なんぞ、そんなモノだ。だが、後悔は後悔でもマシな後悔と最悪な後悔がある。他者に選択を委ねたことへの後悔と、決められなかったことへの後悔だ。……早いところ、『受ける』か『受けない』か決めてしまえ。我に言われた通りの結論を出しても、うやむやになってそのまま期限が切れるのも、どちらも必ず最悪の後悔に繋がる」

　グリフォン様は遠い目を……過去を振り返るような目で言った。

　グリフォン様の言う通り、確かに俺はどちらを選んでも後悔する。ああ、その通りだ。

　後悔しない道を、だなんて俺はなんて馬鹿なことを考えていたんだ。どちらを選んでも後悔するから悩んでいたんじゃないか。

　どちらを選んでも地獄。ならば……。

「ありがとうございます。グリフォン様。結論が出ました。行ってきます」

「ああ、行ってこい。後悔しないようにしろ」

　俺は走り出した。

　グリフォン様の領地から出るには一日かかる。

　森を抜けたら馬でロサイス王の宮殿に向かってもギリギリの時間だ。急がなければ。
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「結論は出たか？」

　真夜中だというのにロサイス王はすぐに対応してくれた。

　ロサイス王も早く俺の結論を聞きたいのだろう。

　そしてロサイス王の右手側にはユリアが、左手側にはライモンドがいる。

「まず一つ。考える時間をいただき、ありがとうございます。その上で図々しいお願いであると分かっていますが……」

　俺はロサイス王に深く頭を下げて言う。

「ユリア姫とロサイス王の国の王位を私に下さい」

　そしてすぐにユリアに向き直る。ユリアは目を見開き、口に手を当てて驚いていた。

「君を俺の物にする。構わないな？」

「はい!!」

　そう言ってユリアは俺に抱き付いてきた。俺の体が後ろに倒れる。

　こいつ、結構重いな……。

「アルムス！！！」

　ユリアは桜色の唇を俺に押し付けようとしてくるが、俺はそれを手で制する。

「おい、そういうのは後にしてくれないか……」

　ロサイス王とライモンドに凝視されてるんだけどな。特にロサイス王がイライラした顔をしている。

　ユリアは俺に言われてようやく気付いた様子で、すぐに離れた。

「続けなくて良かったのかな？」

「ロサイス王様に処刑されてしまいそうなので」

　ニヤニヤと笑うライモンドに対して、俺は答える。

　ロサイス王は大きく咳払いしてから、俺に言った。

「しかし案外速い決断だったな。一週間はかかると思ったぞ」

「私も、一週間で出なかったら説得しにいく予定だったが……いやはや、結論が速くて良かった」

　ロサイス王とライモンドが言う。……あれ？　三日以内じゃないの？

　俺がチラッとユリアを見ると、ユリアが目を逸らした。こいつ……。

「ユリアからは三日以内と聞いたのですが……違うんですか？」

「三日以内？　さすがの私もこんな大事な決断、三日で決めろとは言わん。……一か月は待つつもりだったぞ。私の命も、それくらいは待てる」

　ロサイス王が言った内容に俺はユリアを睨み、説明を求める。

「……だって、追い込んだ方が結論が出るかなあ……って思って」

「ユリア、お前は……」

　まあ、仕方がない。確かに言われてみると、一週間以上時間を与えられても、グダグダ長引かせて、結局結論は出なかっただろう。結果として決断できたのだから、良いとしよう。

「ところで、決断の理由を聞いても良いか？　正直な気持ちで構わない」

　ロサイス王に問われ、俺は少し考えて気持ちを整理してから答える。

「理由ですか……いや、私は最初からユリアが欲しかったんです。それに王という身分も……今考えれば悪くないと思っていたと思います。私だって、権力欲や出世欲は人並みにある。でも……覚悟がなかった」

　悩んでいる間、いろいろと理由をつけた。人死にが出るとか、仲間が傷つくとか。

　でも違う。俺は怖がってただけだ。大きすぎる権力に。

　豪族になってから周りの俺を見る目が変わった。今の自分は指先一つで領民を殺せる。あのリガル・ディベルのように。

　王になればそれ以上の権力が手に入ってしまう。それが自分が変わってしまうようで怖かった。

　ただ怖かった。

　要するに優柔不断の覚悟足らずの臆病者だったわけだ。正直、リガルの方がマシだったかもしれない。

　それに『大だい王おうの加か護ご』という存在も怖い。

　アレが俺の中の何かを塗り替えているような気がしてたまらない。

　だけどいつまでも逃げ回っているわけにはいかないだろう。

　このままでは間違いなく後悔する。だから権力にも向き合わなければならないし、この『大王の加護』にも向き合って、割り切らなければならない。

　そのための一歩としてユリアをもらう。権力をただ己のために使う。

　権力に振り回され、怯おびえるのはもうやめる。

　それにどうせ後悔するならば……『ユリア』を手に入れて後悔したい。

「はあ、随分と難しく考える奴だな。で、そんなお前の一歩の背中を押したのは誰だ？」

「人じゃないですね」

「グリフォンか。まあ、良い。お前が王になってくれるなら俺としては良いのだが。ついでに聞くが……お前は王になって何かしたいことはあるか？」

　王になってしたいこと。贅ぜい沢たくは嫌いではないが、大好きというわけでもない。女もテトラとユリアがいればもう十分。むしろ、俺には不釣り合いだ。

　少し考えてみると、ある男の言葉が俺の脳裏に浮かんだ。夢破れた男の遺言だ。

　俺の人生は今思うと、あの男の登場で劇的に変わった。なら……あの男の遺志を継ぐ、というのも悪くないかもしれない。

「アデルニア半島の統一……かな？」

　うん、良いかもしれない。やはり目標は大きく持つべきだ。

「それはまた……」

「随分と大きく……」

「……正気？」

　ロサイス王とライモンドとユリアが驚きで目を見開いたまま固まっている。

　俺は苦笑いを浮かべて言った。

「冗談です、冗談」

　まあ、今のままではね。
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「さて、問題は発表と結婚式と即位のタイミングだ。お前としては希望はあるか」

「全て一気に終わらせてしまった方が都合が良いですね。二日以内で済ませてしまいましょう」

　普通、結婚式というのは発表してから数か月後にやることが多い。

　豪族も土産の準備など、しなくてはならないからだ。

　まあ、俺とテトラは相続の関係で戦争が終わった後、すぐに済ませてしまったが。

「二日だとリガル・ディベルも兵を挙げる暇がなさそうだな。即位の後にすぐ軍を集めて、即位式に出席しなかった豪族を全て滅ぼせばいい。そういう考えか？」

「まあ大体そんな感じです。修正するならあらかじめ兵を集めてからの発表ですが」

　血生臭い結婚式になりそうだ。

「時期は今すぐか？　私としては私が生きている内にお前に譲ってしまいたい。安心して死ねないからな。その方がお前も安心できるだろ？」

「私もロサイス王様……お義父様が生きているうちの方が都合が良いです。ですが時期に関しては……」

「功績がないから厳しい。そう言いたいか？」

　俺は領主になってから目に見えるような功績を上げていない。

　今の段階で王位を継ぐのは無理がある。できれば大きな功績を上げたあとが望ましい。

「それに私は内乱をすぐに鎮ちん圧あつして、国内を早くまとめてしまいたい。そのためには……ディベル派を全員一遍に掃除する必要があると思います。だから工作をしてからの方が良いですね」

　王位を継承した後に戦ってやる義理はない。最初から勝負をつけてしまえばいいのだ。「そうか。まあ私もお前の功績に関しては少し悩んでいたからな。……実は良い話があるんだが、聞くか？」

「何でしょうか？」

「近い内にドモルガル王の国がこの国に攻めてくる。お前に全軍指揮権をやるから打ち破れ」

　それのどこが良い話なんだよ……まあ功績を作るという意味ならベストかもしれないが……。

　少し難易度、高くないか？

「それはいつ頃ですか？」

「具体的な日時は分からん。が、ドモルガル王の国がギルベッド王の国と和平を結び、南に領土を拡張しようとしているのは確かだ。……おそらく、三年以内には動くな」

「……それまで王様は大丈夫なのですか？」

「それはなんとか頑張るさ」

　ロサイス王は肩を竦めた。まあ、こればかりは天に祈るしかないか。

「まあ、具体的な話はまた今度でも良い。……ひとまず、お前の妻には伝えて来い。あと、バルトロとボロスにもな。……それ以外の家臣に対しては、お前が絶対に信頼できると思った者にだけ話せ。……できれば十人以内にしろ。知っている人間の数が多いほど、情報は漏れやすくなる」

「分かりました」

　さて、とりあえず戻るか。なにも告げずにここまで来てしまった。

　きっと、今頃みんな心配しているだろうし。

「ま、待って!!」

　ユリアが慌てたように立ち上がる。……どうした？

「その……テトラには私から何か言うのが筋かなあ……って思って」

　なるほど。まあ、それもそうだな。

「じゃあ、一緒に謝りに行こう」

　俺はユリアに手を伸ばした。

「はい!!」

　ユリアは嬉しそうに、俺の手を握った。





　　　　　※






　俺とユリアはテトラがいるアス領の館に向かった。

「えっと……テトラ、そういうわけでユリアと結婚することにした」

「そう……それは良かった」

　テトラは俺に向かって、微笑んでくれた。……前に言った言葉の通り、やはり怒りはしないようだ。良かった……。

　テトラは俺に向かって微笑んだ後、ユリアに向き直る。何故か、ムスッとしている。

「ユリア。私は非常に怒っている」

　俺はテトラとの付き合いはかなり長いが、こいつの感情は非常に分かりにくい。

　怒っていると言葉では言っているが、普通の人から見ればいつもと変わらない表情だ。

　とはいえ、よく見ると眉のあたりがほんの少しだけ動いているのが分かる。

　これはテトラが怒っている時の特有の動き、十段階中七くらいだな。

　しかし……なぜユリアに対して怒るんだ？　俺を許してくれるなら、ユリアに対しても許しても良さそうだが……別なのだろうか。

「ご、ごめんなさい……」

　ユリアは縮こまるようにして謝る。テトラはそんなユリアをじっと見つめながら言う。

「今、あなたは謝った。それは何に対する謝罪？」

「え？　それは……アルムスを奪っちゃうことと、えっと……正室の身分を奪ってしまうことだけど……」

　ユリアと結婚することで、俺は王の地位を得る。その関係上、ユリアが正室になりテトラが側室になってしまう。俺としてはこのことをかなり気に病やんでいたのだが……。

「別にそれに対しては怒っていない。私は世俗的身分にはそこまで興味はない」

　テトラは澄すました顔で言う。うん、それは俺にも言ってたな。

「あなたは私に相談を一つもしなかった。そうしたらもっとアルムスの背中を押してあげることも考えた。それに、悪いと思ってるなら最初に一言断るべき」

「うっ……おっしゃる通りです。ごめんなさい……」












　ユリアはテトラに頭を下げて謝った。テトラは笑みを浮かべた。

「宜しい。許してあげる」

　どうやら解決したようだ。めでたしめでたし。……本当に良かった。

　俺のせいで二人の関係が悪くなる、というのは避けたかった。

「でも本当にいいの？」

「うん。だって私はアルムスの一番だから。何があっても私がアルムスと最初に結婚した女であることは不動。それに大事なのは愛だから。身分とかどうでもいい。……まあユリアは気になって仕方がないようだけど」

「ちょっと！　何その言い方。まるで私は正室の立場が欲しくて仕方がないみたいじゃない!!」

　何か分からんがまた険悪になったぞ……とりあえず止めた方が良さそうだな。

「お前たち。俺のために争わないで……痛！　杖で叩くな！」

　テトラは俺の頭をポカポカと杖で叩く。かなり痛い。

「おい、お前その中に鉄の棒入れてるだろ！」

「ブッブー、正解は……」

　テトラは杖の先端部分を握り、捻ってから引っ張る。すると黒光りする刃が現れた。

「仕込み刃。カッコいいでしょ？」

「カッコいいのは同感だけど、それで叩かないでくれ。下手したら死ぬから……」

「ねえ、テトラ。それ私のも作ってくれない？」

　こうして俺たちは立場は変われど、元の関係に戻った。




　その後、俺は信頼できるメンバーを集めた。

　ロン、ロズワード、グラム、ソヨン、ルル、イアル、ボロス、バルトロの八名だ。

　別にこの八人以外のメンバー、例えば元奴隷のゲルマニス人の少女で、ロズワードの妻のリア（別に結婚しているわけじゃないし、本人たちは否定しているが、ラブラブカップルなのは間違いないので、もう実質嫁）を信頼していないというわけではない。

　だが情報というのは知る人間が増えれば増えるほど流出する可能性が増す。

　拷ごう問もんされて話してしまうという可能性は十分にあるため、大勢には話すことができない。

　彼らの正面に右からテトラ、俺、ユリアの順番で座る。

　全員の視線はユリアに集まっている。

「単刀直入に言うぞ。ユリアと結婚することになった」

　全員の息を飲む音が聞こえた気がした。

　静まり返る部屋。最初に発言したのはロンだった。

「……それはリーダーが……王様になるということでいいんですか？」

「そういうことになる」

　俺がそう答えると、八人が顔を見合わせる。

「「「「「やったー!!」」」」」

　ロンとロズワードとグラムとソヨンとルルは手を合わせ、嬉しそうに笑う。

　イアルとボロスの顔はほころび、バルトロもニヤニヤと笑みを浮かべている。

「今まで心配だったんです!!　ユリアさんがあのリガルっていう奴と結婚するかもって聞いてたから……それに最近アルムスさんも元気なかったみたいですし！　これで安心です」

　ソヨンがニコニコと笑いながら祝しゆく福ふくしてくれた。

「でもそれは本格的にディベル家と矛ほこを交えるということになりますよね？」

「ああ。そうなるな。だからみんなには迷惑をかける。これは……いわば俺とユリアの恋愛事情なんだ。それにみんなを巻き込むのは悪いと思っている。すまない。それと……協力してくれ!!」

　俺がそう言うと、八人はニヤリと笑う。

「アルムスさんの都合に振り回されるのは今さらじゃないか。水臭い。そんなことをいちいち頼まないで下さいよ」

　グラムに続けて、ロズワードも言う。

「あのディベル家は気に入らないしね」

　ロズワードもニヤッと笑う。

「アルムス様。おめでとうございます。ですが一つだけ確認させてください。テトラ様はどうなりますか？」

　ボロスは俺を正面から見つめる。当然彼としては一番気になることだろうな。

　俺はボロスをしっかりと見つめながら、テトラを抱き寄せる。

「テトラが妻であることは変わらない。正室というわけにはいかないが……決して蔑ないがしろにされるようなことはないと約束しよう。それにたとえ王になっても、俺がアス氏族長であることは変わらない」

「そうですか……つかぬ事をお聞きしました。申し訳ありません」

　ボロスはそう言ってから、頭を深く下げた。

　次にバルトロが口を開く。

「いやあ、良かった良かった。おめでとうございます、姫様。念願の王子様とご結婚できて良かったですね」

　バルトロはへらへらと笑う。

「俺としてはですよ、ユリア様との付き合いの方がテトラ殿より長いのでね。それにリガル・ディベルは気に食わない。どうか、アルムス様とユリア様がご結婚してくれないかなあ、そうすれば俺は王の側近になれるのに……と思っていたわけですよ。本当に良かった、良かった」

　……お前、後半のところに少し本音が出てたな。と、思ったが指摘はしないでおく。

　興奮も冷めてきたところで、イアルが口を開く。

「ですがアルムス様、豪族の反発が予想されるのでは？　特に、ディベル氏族を筆頭に」

　グリフォン様、神の息子と、どう言い繕っても俺は平民の出である。やはり、血筋を気にする豪族は多く、支持を集められない可能性がある。イアルの懸念は当然だ。

「当然考えてある。まずディベル派以外の反発だが……近い内にドモルガル王の国が侵攻してくる可能性が高い。その際に、最高司令官にしてもらう。それで大きな功績を立てればある程度は抑えられるはずだ。だからそれまでは領地経営をして、様子を見ながら……ディベル氏族に何らかの隙があったら、政治的な攻撃をしようと思う」

　まあ、要するにとりあえずは様子見をしようということだが。

　これに関しては、俺の独断では進められない。ライモンドやロサイス王とも相談する必要がある。

「そういうわけで、これからもよろしく頼む」

　俺は家臣たちに軽く頭を下げた。
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　ディベル領とアス領の領りよう境きようのとある村。ここで少し揉め事が起きていた。

「おい！　小麦が足りないぞ!!　どういうことだ!!」

　男が剣を振り回しながら叫ぶ。

　男の名前はジルベルト。

　リガル・ディベルの再従兄弟またいとこに当たる。

　村長はジルベルトに土下座をして頼み込む。

「申し訳ありません。もう小麦がないんです。来年まで待ってもらえないでしょうか？　来年は必ず今年の分も含めて納税いたします」

　ジルベルトはそう言う村長の顔を蹴り飛ばした。

「ふざけるな!!　お前たちは今年の布だって納めてないだろ!!」

　ジルベルトは叫ぶ。そして村長の制止を無視し、兵士に蔵の中を調査させた。

「本当に何もない……ん？」

　ジルベルトの視線が地面に向けられる。土の色が少しおかしい。

　村長の顔色が変わるのを見て、ジルベルトは兵士に命じた。

「ここを掘れ」

　兵士たちは地面を掘り起こす。

　地面は非常に柔らかくなっていて、簡単に掘り起こすことができた。

　中から壺つぼがいくつも出てくる。

　蓋ふたを開けてみると、そこには小麦が詰まっていた。

「あるではないか!!」

「そ、それは種たね籾もみです!!　それを取られたら来年……」

　ジルベルトは村長の顔を再び蹴り飛ばす。

「問題ない。種籾は貸してやる。来年、倍にして返せ。さあ、持ち運べ!!」

　兵士たちは次々と壺の中の小麦を運び出していく。

　小麦を運び終えると、ジルベルトは村人を集め、顔を一人一人確認する。

　ジルベルトはこの村を担当するようになってから長いため、名前は分からなくても、見慣れない顔があればすぐに気付く。

　ふとジルベルトの目に見たことのない女が止まる。

　それなりに顔の整った女だ。

「おい、お前。この村の住民ではないな。どこから来た？」

　ジルベルトが聞くと、女は顔を青くして答える。

「と、隣村からです……」

「移動の届け出は出したか？」

　ディベル領では村人が自由に移動することを禁じており、この法律を破った者には刑けい罰ばつが下される。

　女はジルベルトの質問に答えない。

「なるほど。届け出は出していないのだな？」

　ジルベルトの問いに女は震えながら頷うなずく。

「この村に移住した理由は……結婚か？」

　ジルベルトがそう聞くと、女は土下座して許しを請こう。

「まあいい。結婚税と初しよ夜や税ぜいの両方を払え」

　無論、払えるのであれば最初から届け出を出して支払っている。支払えないから、届け出を出さなかったのだ。

　ジルベルトが聞くと、女の隣で顔を青くしていた男が土下座した。

「も、申し訳ありません。必ず一か月中に納税致しますから」

「ならん。今すぐだ。まあ、条件を飲むなら結婚税と届け出の件は許してやるが」

　ニヤニヤとジルベルトは笑いながら条件を話す。

　それはジルベルトが今この場で女の処女を奪うことだ。

　初夜権は領主であるリガルにあり、また処女を奪っても結婚税の支払いは変わらない。当然届け出を出さなかった罪もだ。

　だが今、ジルベルトが女を抱いたことを誰にも話さないと約束できるのであれば、結婚税と法律違反は見逃してやる。

　夫婦に選択権はなかった。

　……のちにこれがロサイス王の国の政治情勢を動かすことになるのだが、それは神のみぞ知るところであった。





　　　　　※






「これが国境の要よう塞さいですか？」

「ああ。やっぱりキリシアと違うか？」

　アルムスが建築家のイスメアに聞くと、彼女は頷く。

「はい。使われている建築様式が二百年ほど前のモノですね」

　つまり我が国の建築技術は二百年前のモノなのか……。

「しかし……設計は古いですが、石の積み方など、職人の技術はそこまで低くないように見えますね。設計士の問題かと。この要塞では死角が多すぎて攻められた時に簡単に落ちてしまいます。それに内部で動線が交差し過ぎです」

　動線……うーん、家庭科か何かで習ったような気がする。確か人の動きを線で表した物だったっけか？　交わる、ってことはそれだけ人がぶつかるってことだからあまりよくないな。

「根本的な建て替えが不可欠になります」

「しかしな、我が領内には良質な石材を入手できる場所がなくてな」

　ロサイス王の国で石材を採集できる一番有名な場所は……。

「確かディベル領がこの国一番の石材の生産地」

　テトラが言う。

　ディベル領かよ……。

　借りは作りたくないなあ……。

「……一番の生産地というだけで、別にあそこでしか採れないわけじゃない。ロサイス王の直ちよつ轄かつ地ちからでも採れると思う」

「何だ。最初に言ってくれよ」

　いつかは倒す相手……とはいえ、気に入らないのであまり頭は下げたくない。

　というか、今は（当然一部の者しかしらない秘密だが）ユリアは俺の婚約者になったのに、いまだにユリアの婚約者面しているのが気に食わない。

　実に不ふ愉ゆ快かいだ。リガル・ディベルからしたら迷惑な話だが、あっちも勝手に因縁をつけてきたし、お互い様だろう。

「石材は俺がロサイス王に注文する。イスメア。設計はできるか？」

　俺がイスメアに聞くと、彼女は頷く。

「はい、大丈夫です。大分昔に設計したやつを少し弄いじるだけで、対応できるかと」

「どれくらいで設計できる？」

「材料の見積もりも含めて大体一週間ほどで完成します」

　イスメアは自身満々に胸を張った。
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　俺が屋敷に戻ると、どういうわけかボロスを筆頭とした面々が俺を待ち構えていた。

「何だ？　何があった」

「難民が来ました。ディベル領から」

　また面倒事か……。

　というか難民は毎回絶妙なタイミングで面倒事を運び込んでくれるな。

「何人だ？　ディベル家はなんて言ってる？　返せって言ってるのか？」

「人数は二百人。まだ連絡はきていない」

　二百人も消えて気づかないってことはないだろうな……。

　近いうちに返せと連絡がくるだろうけど。

「まず難民が来たことは誰が知ってる？」

「ここにいるメンバーと一部の兵士だけ。ちょうどロンがクマを退治しに領境の森にいたときに遭遇したから情報は秘ひ匿とくされてる」

　つまり上手くいけば知らぬ存ぜぬで済ませられそうだぞ。

　そもそも逃げ出すのは重罪だ。しかも同じ国に逃げるのだから成功率は低い。

　そのリスク込みで逃げ出したのだから相当酷い統とう治ちだったのだろう。

　まあとりあえず……。

「難民の代表を呼んでくれ。話がしたい」




「お前が難民の代表か？」

「はい。そうです。どうか私たちを受け入れてもらえないでしょうか？」

「まずどのような環境での逃亡か、話してくれ」

　しょうもない理由なら追い返すつもりだ。

　難民の代表から聞き出した税金について、まとめるとざっとこんな感じになる。




・地税（収穫の三割）

・布　　　　・特産物

・労ろう役えき　　　・兵へい役えき

・結婚税　　・死亡税

・葬式税　　・初夜税




　よくこれだけの税金を考えたものだ。俺だったら徴収が面倒くさすぎる。

　実はリガル、働き者なのか？

　というか死亡税と葬式税別なんだな。初夜税と結婚税も。

　こりゃあ逃げ出す理由も分かるな。

「他にもディベル家の親しん戚せきが乱暴を働くんです」

　強姦、強盗は当たり前で、気まぐれに人を殺すこともあるとか。

　よく反乱が起きないモノだ。実は統治の才能があるのではなかろうか？

　さて、ここまで酷いと噓の部分もあるんじゃないかと疑ってしまうが……。

　俺は代表者に少し待つように伝え退室させ、そしてイアルとボロスを呼んだ。

「相当酷いそうだけど、あの話は本当か？」

　するとイアルが頷いた。

「私も税金について聞きましたが……相当搾しぼり取とられているのは本当のようですよ。子供を定期的に売っているとか」

　なるほどね……。

　俺がボロスに視線を移すと、彼は頷いた。

「私もディベル領の酷さはよく聞きます。昔のラゴウ様の統治時代にもよく難民が来ていましたから。それにフェルム王の時代にもこの領に逃げてくることがあったようです」

　つまりフェルム地獄よりもリガル・ディベル地獄の方が恐ろしいということか……。

　上には上がいるもんだ。

「でも強姦や殺人は噓うそみたい。どうする？」

　テトラが聞いてきた。

　そうだな……匿かくまってやりたい。というかこれを見捨てるのは人間としてダメだろう。

　そんな酷いところに送り返せば全員生きてるか分からないからな。

　それにリガル・ディベルの力も削げる。

　だが俺は今すぐリガル・ディベルと揉め事を起こそうとは考えていない。物事には段階というものがある。とりあえず、適当に誤ご魔ま化かそう。

　ロサイス王の国でも領民の移動には領主の許可が必要だからな。

　この場合、法律的に悪いのは俺になるが、遠くに隠せば知らぬ存ぜぬで通せるか。

　幸運なことに裁判をするロサイス王は俺贔びい屓きだし。

　だがリガル・ディベルの調査が及ばない場所なんて……あるな。

「じゃあ前に住んでいた村に送ろう。あそこに送る住民は集まってなかったろ？　あそこなら絶対にばれない」

　二百人を養える広さがあるのに、今は元難民約三十人しかいないので非常にもったいない。

　少し定員オーバーしてしまうが、しばらくは食糧支援をしてあげればいいし、隠すにはちょうどいい場所だ。

「決まりですね。深夜にこっそり移動させましょう」

「じゃあ今日の夜、急いで済ませてくれ」
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　数日後、ディベルが俺の所を訪ねてきたので、丁重にお迎えする。

「これはこれはディベル殿……お上がりください。簡単なお食事をお出しします」

　まずは食事を出し、リガルの腹を満たしてしまう。腹が膨ふくれていれば攻撃性も和らぐだろう。

　俺としては、できるだけこいつを油断させておきたい。

　気に入らないけど。

　さて、食事が済んだところで……。

「ディベル殿。今回はどのようなご用件ですか？」

「アス殿。実は我が領の領民が逃亡してな。この領に逃亡している可能性が高い。ご存じないだろうか？」

「申し訳ない。心当たりがない。急いで調査させましょう」

　俺がそう答えると、リガルは眉まゆを上げた。

　難民の行き先はうちの領かドモルガル王の国かのどちらかだからな。

　まあ距離的に考えると一番可能性が高いのはうちのアス領。

　バレバレの噓だが……ドモルガル王のところに逃亡した可能性は低いとはいえあり得ないわけではないし、証拠が摑めなければどうということはない。

　証拠になりそうな難民の臭いや足跡の類はすべて呪術師たちに命じて消してある。

　とはいえ相手は納得してないらしい。

「なるほど。ところでアルムス・アス殿。この国の法では領民を移動させるには両領主の承諾が必要なのだが……知っておられますか？」

「ええ、当然。それが何か？」

　やっぱり俺を疑ってるな。

　その後もリガルには何度も同じようなことを聞かれたが、全て知らぬ存ぜぬで通した。
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「クソ!!　白しらを切りおって！」

　リガルは椅い子すを蹴り飛ばし、剣を抜き放って床や壁を切りつける。

　そうやって当たり散らしてストレスを解消した後、側近のベルメットと一番親しい親族であり親友でもあるジルベルトを呼び寄せた。

「今回の件、どう思う」

　まずジルベルトが発言した。

「間違いなく、アス領へ逃亡したと考えられます。……私が担当していた村でしたから。あそこから逃げるならアス領以外は考えられません」

　当然ドモルガル王の国へ行くことは不可能ではないが、数日かかる。

　一夜で逃げるというのは不可能だ。

「ですが決定的証拠がない以上、訴えても我らが敗北するだけでしょう。どうやらアルムス・アスは臭いや足跡などの証拠を完全に抹まつ消しようしたようですし」

　それにロサイス王は明らかにアルムス贔屓で、裁判では不利。敗訴は間違いない。

「ですが釘くぎを刺すことはできました。次はないでしょう」

　さすがにアルムスも何度も同じことはできまい。

　それがベルメットの結論だ。

「つまり泣き寝入りか……今に見ていろ。アルムス・アス……」




　この事件の一週間後、ディベル領の住民千人がアス領に向かって移動し始めたという情報が、アス・ディベル両サイドに伝わった。
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「領主様、リガル・ディベルが千の兵を領境に移動させております」

　ボロスからの報告を聞き、俺は頭を押さえた。

　俺が難民を受け入れたという情報を知ったディベル領の農民がアス領に入れば助けてもらえると勘違いし移動を始めたらしい。

　その規模は千人前後。

　ディベル家はそれを防ぐために、領境に兵を配置したというわけだ。

「しかし……千も兵士を領境に配置されて、俺も黙って見ているわけにもいかん。バルトロ、我々も七百動員する」

　常備軍三百と合わせて、合計千になる。

　これでもしも、ディベル軍が領境を越えても問題ない。

「はは、紛争になったらなったで面白そうだと思いますがね。せっかくだし、リガル・ディベルを殺してしまうのは？」

「滅めつ多たなことを言うな、バルトロ。……それに本人が直接来るわけないだろ」

　本人が来る、というのであれば確かにそのまま討ち取ってしまっても問題ないが……。

　下手に紛争を起こすと、警戒されて計画に支障が出る。

「とにかく、我々も向かうぞ!!」
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「アルムス・アス殿。あなた自ら兵を率いて来られた理由をお聞かせ願えますか？」

　俺が千の兵を率いて、領境に向かうとすぐにベルメットという男が使者としてこちらに来た。

「兵を領境に配置したのはそちらが先でしょう。我々とて、争うつもりはない。そちらがこちらに攻撃を仕掛けなければ、我が領内に踏み入らなければ、大人しく帰りますよ」

「……本当ですな？」

　ベルメットは念を押すように言う。俺は静かに頷いた。

「ところで、そちらの指揮官は？」

「……リガル様のご親戚の、ジルベルト様です。それが？」

「いえ、あとでご挨あい拶さつでも、と思いましてね」

　そうか、リガルではないか……まあリガルだからとはいえ、紛争を起こそうとは思わないが。




　ベルメットが立ち去ってしばらくしてから、農民の大集団が姿を現した。

　その数は千……いや、千五百くらいか？　かなりの数だ。

「このまままっすぐ強引にディベルの軍を突破するつもりなのか？　できると思うか？」

「無理でしょうね。千人、といえどもその半分以上は女子供、老人ですから」

　バルトロが淡々と答える。まあ、そうだよな……それに指揮官不在ではどうにもならんだろうし。

「リーダー……罪もない子供は助けるべきだと思うんだけど……」

　ロンやソヨンたちが、嘆たん願がんするように俺を見つめる。俺もそうは思うが……。

「なんにせよ、こちらから先に手を出すわけにはいかない」

　アス領とディベル領の間には、川が通っている。この川がお互いの領境だ。

　これを双方越えるわけにはいかないのだ。

　全く……権力というものはあれば何でもできるというわけでもないな。力があればあるほど、その手から零れ落ちる命の数が増えてしまうように感じる。

　ついに難民たちの軍団と、ディベル軍が激突する。

　いや、激突というよりは虐ぎやく殺さつか。

　まともに連携が取れていない難民たちは次々と殺されていく。その中には、当然女子供もいて……。

「たすけて!!」

　そんな悲痛な声が聞こえるたびに、ロンたちの体が動きそうになる。

「……堪えろ」

「……分かっています」

　俺は強く拳を握り締める。……不愉快だ。実に不愉快だ。

　そうこうしていると、一人の男がなんとかディベル軍をすり抜けて川の方まで逃げてきた。

「助けてくれ!!」

　男はこちらに向かって叫ぶ。……だが我々は動くわけにはいかない。

　すると男はディベル軍の方に向かってなにかを叫んだ。
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　なんとか川まで逃げてきた男はアス軍に向かって叫ぶ。

「助けてくれ!!」

　しかしアス軍は動こうとしない。そこで男は気付いた。

　アス軍は領境を越えることはできないのだ。

　男は唇を嚙かみしめる。

　男はこの辺りの村の出身で……花嫁をディベル家のジルベルトに奪われた男だ。

　初夜税という、ふざけた税金のせいで最愛の妻が犯された。

　あの後、彼の妻は精神的なショックで首を吊ってしまった。

　もう男には何一つ残っていない。今回の逃亡に参加したのは、村人たちに一緒に逃げて欲しいと頼まれたからで、命は何一つ惜しくなかった。死んでもよかった。いや、死んであの世で妻と再会したかった。

　しかし……。

　男の後ろでは、女子供が次々とジルベルト率いるディベル軍によって殺されている。

　命なんて惜しくない自分が生き残り、生き残りたいと願う者たちが殺され、自分のように大切な者を失う者が増えていく……。

　男は許されるはずがない。何か、一矢報いたい。そう思い、振り返った。

「ジルベルトの短小野郎！！！　脳筋野郎!!」

　たまたま風が吹き、男の声はディベル軍全体に響き渡った。

　ジルベルトは眉を顰ひそめるが、しかしこの程度の事で激げき昂こうすることはない。

　さらに男は続ける。

「リガル・ディベルの脱だつ糞ぷん野郎！！！！」

　これにはジルベルト、ベルメット両者の顔色が悪くなった。

　それだけは言ってはいけない禁句だからだ。……仮にそんなことを言った人間を生きたまま逃がしたと知れたら、ただでは済まされない。

　すると、指揮を執とっていた男……ジルベルトが怒号を上げる。

「あの男を殺せ！！！　あの男を射殺せよ!!」

「ちょっと、何をしている！　やめるんだ!!」

　ベルメットはジルベルトに命令を取り消させようとするが……。

　もう遅い。男の方へ向かって、何本も矢がはなたれる。

「はは……やった、やってやったぜ……」

　男は見た。一本の矢が、領主らしき男の方へ向かって行ったのを。

「……文字通り、一矢報いてやった。……ああ、今行くよ……」

　男は息絶えた。
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　俺はまっすぐ飛んできた矢を、手で摑んだ。

「おい、バルトロ」

「何でしょうか？」

「たまたま、一本の矢が俺の方に向かってくるなんてあると思うか」

「ないでしょうな。間違いなく故こ意いでしょう」

　バルトロはにんまりと笑いながら、答える。

　俺はボロスに問う。

「これは敵対行為とみなせるか？」

「仮にも領主に矢を射かけて、敵対する意思がないなどとは言えますまい」

　ボロスは真面目そうに、しかし笑みを隠せないまま頷いた。

「イアル、どちらに非がある？」

「明らかにディベル側でしょう。見過ごせません」

　イアルもしきりに頷いた。

　よし……名前は分からんが……よくやった!!

　俺は先ほど、矢で射貫かれた男の冥めい福ふくを祈ってから……。

「諸しよ君くん!!　たった今、ディベル軍がこの私に矢を射かけた!!」

　俺は飛んできた矢を掲げて叫ぶ。

「これは明らかな敵対行為!!　これより我々は脅きよう威いの排除に移る!!」

「「「うおおおおお！！！！」」」

　今まで目の前で虐殺を見せつけられ、鬱うつ憤ぷんが溜まっていた兵士たちは獣のように唸り声を上げる。

「バルトロ、小こ細ざい工くはいらないな？」

「ええ、このまま勢いで突撃すれば背後をつけます。……それが最善かと」

　よし、ならば問題ない!!

「全軍突撃!!」

　俺は剣を掲げ、馬の腹を蹴り、一気にディベル軍に向かって突撃する。

　その横を、ロンやロズワード、グラムが並走する。

「こうでなくっちゃ!!」

「さすがリーダー!!」

「よし、行くぞ!!」

　俺たちはそのまま一気に、ディベル軍に襲いかかった。

「ちょ、お、お待ちを!!　これは誤解で……」

「たまたまです！　事故で……」

「事故で射貫かれてたまるか!!」

　俺はまっすぐ、ジルベルトとベルメットの方に向かう。

　ベルメットはすぐに馬に乗り、あっという間に逃げ出した。一方、ジルベルトは……。

「ええい!!　こうなったら戦ってやる。貴様を殺せば、全部解決だ!!　清せい々せいする!!」

　俺はロンたちに目配せする。

「聞いたか？」

「うん、リーダー。確かに聞いた」

　これで事故じゃないことが証明されたな。殺意があったのだから。

　俺は剣を振り上げ、ジルベルトを迎え撃つ。

　ジルベルトと俺の剣がぶつかり合い……ジルベルトの剣が真っ二つに割れて、宙を舞った。

「捕縛しろ!!」

　あっという間に、我が軍の兵士たちがジルベルトを取り囲み、拘束する。

　それを見たディベル軍の兵士たちは一目散に逃げ出した。

「どうします？　追撃しますか？　領主様」

「……いや、やめておこう。やり過ぎになる」

　俺はバルトロの問いに、首を振って答える。今回はこれで十分だろう。

「俺たちの勝利だ!!」

「「うおおおおお！！！」」

　大歓声が上がった。




　その後、ロサイス王の使者が俺とリガル・ディベル双方に訪れて……調停裁判が開かれることになった。
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「やってくれた、と言うべきか、アルムス」

「君はもう少し落ち着いた若者だと思っていたのだがね」

「す、すみません」

　俺はロサイス王とライモンドに頭を下げる。

　一時の感情に走ってしまったのは、俺の非だ。

「まあ、しかしこれでリガル・ディベルの支持者がリガル・ディベルを見限り、アルムス君の方に傾き始めたのは確か。前向きに捉えよう」

　ライモンドは愉快そうに笑う。どうやら、ディベル家が敗北したと聞いて喜んでいるようだ。

　それに対して、ロサイス王は眉を顰める。

「……王が一時の感情に流されてよいはずなかろう！　貴様はすぐに甘やかす。……まあ、結果的に良い方向に転んだのは確かだが。次はないぞ！　次に同じことがあったら、婚約は取り消しだ」

「は、はい……分かりました」

　俺は再びロサイス王に頭を下げる。……まあ後悔はしていないけどね。

「ところで、裁判の方はどうなりますか？」

　俺は改めてロサイス王に尋ねる。一応、先に手を出したのはあちらだし、俺が不利になるということはなさそうだが。

「うむ。それについてだが……先に手を出したのがディベル家であることを証明する証言が、お前とお前の家か臣しん、アス家兵士、そして難民とディベル家の兵士だけ……つまりディベル家の重じゆう鎮ちんが一人も認めていないからな。無論、証明にはなるが……かと言ってディベル家から賠償金がとれる、というほどではない」

　つまりその場にいたディベル派の身分の高い人間が一人も「先に手を出した」という事実を認めていないため、確定的な証拠にならないということだ。

　アデルニア半島では、身分の低い人間の百の証言よりも、身分の高い人間一人の証言の方が優先されるのである。

「まあ、このまま裁判になれば勝つのはお前だ。双方痛み分け……いや、戦いくさで敗北したディベル家の求心力が低下した、という事実だけ残るが……」

　ロサイス王は少し悩んでから、俺に一つ提案をする。

「実はリガル・ディベルが『神しん明めい決けつ闘とう』による裁定を求めている。どうする？」

　……よく分からないが、『神』と『決闘』とついているだけ、ロクな物じゃなさそうだ。俺が意味を尋ねると、ロサイス王の代わりにライモンドが答えてくれた。

「早い話、決闘で真しん偽ぎを判断しようという裁判だよ。双方証拠不十分で、裁定できない時にどちらか一方が提案し、もう一方が了承することで成立する。当事者二名が互いに神に誓いあった上で最さい高こう神しん祇ぎ官かん……我が国の場合はユリア様の前で決闘をする。……本当に正しいことを言っているのであれば、神様が味方して勝てるだろう、というわけだね。なんというか……アデルニア半島の古い蛮ばん習しゆうだ。一応、今でも現役の裁定方法だが……今回は『証拠』は十分にある。神明決闘をする必要はない」

　ライモンド曰いわく、確かにディベル側の身分の高い者の証言が一つもないのは決め手に欠けるが、しかし証言そのものは膨大になるため、神明決闘をする必要はないそうだ。

　だが……。

「お前には拒否する権利はある。だが、拒否すればいらぬ謗そしりを受ける。臆おく病びよう者だとか、やはり噓だったのか……とか、な。おそらくあの死に損ないの爺じじい……ベルメットの考えた策であろう。これで戦での敗北による名誉失墜を帳消しにするつもりだ」

　……でも、俺が拒否せずに承諾したら帳消しになるどころか、無駄にリスクを負うことにならないか？

　俺がそのことに対して、疑問を述べるとライモンドが答える。

「リガル・ディベルは……頭はともかく、腕力に関しては我が国で一番だ。それも圧倒的にね。だからベルメットはたとえ決闘になってもリガルが勝てると判断したのだろう」

　そんなに強いのか？　リガル・ディベルは。……でも、確かに宴会の時に互いに握手を交わして、握力勝負になったが……俺と変わらないくらいの握力だったな。

　最終的には俺が勝ったけど。

　……加か護ごを持っている、俺と同じくらいの腕力っておかしくないか？

「彼は加護でも持っているのですか？」

「それについては私が説明するよ」

　後ろから、鈴の音のような美しい声が聞こえてきた。

「アルムス、久しぶり。ディベル家をコテンパンにしたんだって？」

　ユリアは愉快そうに笑う。あまり人の不幸を笑うものじゃないぞ。

「まあな、そのせいで面倒なことになっているが……それで、リガル・ディベルは加護を持っているのか？」

「うん、昔『視た』からね。あなたと全く同じモノを持ってる」

　俺と同じ……ということは『大だい王おうの加護』か！　なるほど、それならあの腕力も頷ける。

　同時にジルベルトとかいうリガルの家臣が、加護なしの割には妙に強かった理由も十分証明できるな。

「そういうわけだ、アルムス」

　すでにロサイス王もライモンドも、俺の加護についてはある程度知っている。まあ二人は、不確定な『加護』という要素に頼りたくないみたいだが。

「私としてはリガル・ディベルに勝つ自信があるならば、受けて欲しい。勝てばディベル家の権けん威いは完全に失墜し、自動的にお前の王位継承が確定的になる」

　決闘、というからには殺し合いだ。リスクは高い。無論、リスクなしで王になれるとは思っていないが……とりあえず、ルールを聞いてからでも遅くはないか。

「ルールを聞いてもいいですか？」

「ユリア、お前の領分だ。教えてやれ」

　ロサイス王の命令で、ユリアが一歩進み出て俺に説明してくれる。

「一対一が基本原則だね。そして勝敗を判断するのは、最高神祇官である私。決闘だから、基本的には殺し合い。つまり殺されたら負け。ただし、意識を失った場合は死んでなくても、最高神祇官の判断で敗北とみなすこともできる。あと……降こう伏ふくも一応認められている。まあ、神明決闘で降伏するほど恥ずかしいことはないから普通は殺される方を選ぶんだけどね。あとは特に決まりはないね。どんな武器も使って良い。ただ、飛び道具や毒、目くらましの使用はあまり推奨されないね。勝っても非難されることがある」

　殺してもいい……か。

　リスクは高い。だが、俺の剣で戦を起こさないで全ての決着をつけることもできるというわけか。……悪くないな。

「分かった。……ロサイス王様、神明決闘を受けさせてください」

「よし、じゃあリガル・ディベルに伝えておこう。……決闘は一週間後だ。それまで武器を選んでおけ」

　こうして俺は決闘をすることになったのだった。





　　　　　※






「というわけなので、剣をもらいにきました」

「ふむ……つまり売るためではなく使うために鉄剣が欲しいということか」

　後日、俺はグリフォン様のところを訪れていた。リガル・ディベルとの決闘に必要な武器を手に入れるためだ。

「ついでに戦争でたくさん鉄が必要なので……全部もらっても構いませんか？」

「我には無用の産物だからな」

　あっさりと、グリフォン様から許可を得た俺は、巣穴の奥に溜めこまれていた鉄剣を物色する。

　ほとんど錆びているが、錆を落とせば使えそうなモノばかりだ。

　やはり仮にもグリフォン様を殺そうとした人間の残した武器だから、良いモノが多い。

「そう言えば……少し待ってろ」

　俺が物色していると、グリフォン様は何かを思い出したようで外に飛んでいってしまった。

　そしてしばらくすると、口に一本の長剣を咥くわえて飛んできた。

「こいつがあった。あまりに臭いから、離れた所に埋めておいたことを忘れていた」

　グリフォン様は白銀に輝く、木目状の模も様ようがある美しい長剣を差し出した。

　独特の雰囲気を醸かもし出している。

「そいつは数ある剣の中で、唯一我の体に傷をつけた剣だ」

「それは……凄いですね」

　黒こく色しよく火か薬やくすらも痒かゆいと言い放つグリフォン様の体に傷をつけた。それだけで素晴らしい剣だということは分かる。

「ドラゴン・ダマスカス鋼で作られた名剣だ。お前にやろう」

　ドラゴン・ダマスカス鋼とは、東方で生産されている特別な鋼である。

　ダマスカス鋼と竜の心しん金きんの合金で、最高の鋼の一つと言われている。

　質にもよるが、非常に高価だと聞いている。

「いいんですか？」

「ああ、構わん。ただ、臭いから我のところに来る時は帯剣するな。それが条件だ」

「分かりました」

　臭い……というのはよく分からないが、何かグリフォン様にとって嫌な物質か呪術でもかかっているのだろうか？
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「まさか、本当に受けるとは……」

　ロサイス王からアルムスが神明決闘の挑戦を受ける、ということを聞いてベルメットは驚愕した。

　ベルメットの主人である、リガル・ディベルの強さはロサイス王の国では有名だ。

　いくらなんでも、さすがに断るだろうとベルメットは考えていたのだが……。

「よいではないか、ベルメット。勝てばいい。お前は俺が勝てないと思っているのか？」

「い、いえ……ま、まさか、そんなことはありません。しかし、もしもの時がありますので……」

「お前は本当に心配性だな！」

　リガル・ディベルは大笑いする。

　リガルはアルムスに負けるつもりは欠片かけらもなかった。自分の勝利を信じて疑っていないのだ。この国でリガルよりも強い者はいない。

「ベルメット殿は心配性なのですよ」

　ジルベルトはそう言って、軽くベルメットを睨にらみつけた。自分はアルムスに立ち向かって戦ったのに、よくも逃げたな、卑ひ怯きよう者もの、とでも言いたそうな目だ。

　一方、ベルメットも同様に睨み返す。

　ベルメットからすれば、ジルベルトは無謀な戦いに挑んで敗北し、捕ほ虜りよとなって交渉を不利にした愚か者だ。

　ジルベルトのせいで、ディベル家は決して安くない身みの代しろ金きんを支払い、さらに難民の件もうやむやにされてしまったのだ。

　そんな家臣たちの不和に、気が付かない能天気の男は愉快そうに笑う。

「これで平民上がりの犬を殺せる。アス氏族もお終しまいだ。俺が王になったら、アス領も王家直轄地にしてしまおう。……そう言えば、テトラ・アスはユリア姫に引けを取らないくらい美しい容姿をしていたな。俺が王になった暁あかつきには、難なん癖くせつけて奴隷にしてしまおう。そしてユリア姫とセットで……くっくっくくく……」
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　そして神明決闘の日。

　俺とリガルはロサイス王の国の首都にある儀式場で向かい合った。

　遠巻きに、俺とリガルの支持者たちがそれを見守る。

　神官として正装をしたユリアが大きな声で宣言する。

「これより神明決闘を執り行います。この決闘で敗北した者は素直に罪を認め、あらかじめ決められた通り、賠償金と領土を割かつ譲じようすること。最後の確認です、両者、神の前で身の潔白を証明するために、正々堂々と決闘すること、そして決闘の結果を遵じゆん守しゆすることを誓いますか？」

「「誓う」」

　俺たちは声を揃そろえて、誓った。

「では……始め!!」

　ユリアの言葉とほぼ同じタイミングで、リガルが俺に対して一気に肉薄した。

　俺の剣とリガルの剣が大きな金属音を立ててぶつかる。

　……こいつ、少しフライングしたな？

　とはいえ、ユリアの動体視力が捉えられなかった以上、文句を言っても始まらない。

　俺も剣を振るい、リガルを迎え撃つ。

　俺のドラゴン・ダマスカス鋼の剣は鉄よりも硬く、下手な鋼ならばバターのように斬り裂けるが……リガルの使っている剣も、おそらくドラゴン・ダマスカス鋼なのだろう。

　同じ加護、同じ武器の使い手同士の戦いのため、強化された身体能力で振られた速度を常人の動体視力では捉えられない。

　剣が空気を斬る音と、金属同士が激しくぶつかる音だけが鳴る。

「何が起こっているんだ？」

「速すぎて見えないぞ」

　遠巻きに俺たちを取り囲み、勝負の行方を見守る豪族たちが何か言っているが……勝負に集中している俺の耳には正確に入って来ない。

　俺は機械的にリガルの剣を迎え撃ち、防戦しつつ、リガルの癖を探る。

　やはりアデルニア半島では、まだ体系的な剣術が存在しないのだろう。無駄な動きが多いように感じる。

　もっとも、ただ剣を振るっているだけというほどでもないらしく、アデルニア半島でリガル・ディベルはかなりの技量に入る。

　なるほど、自分で自分の武力に自信を持つだけのことはあるようだ。

　だが……それだけだな。

『大王の加護』は、自分を支配者と認める人間の数が多い分、それだけ身体能力が上がるというもの。

　どうやら俺の方がその人数が多いようで、速度も力も優っており、さらに剣道も習っていた。

「……これで終わりか？」

「ふざけるな!!」

　俺は勝利を確実にするために、リガルを煽あおる。

　するとリガルは顔を真っ赤にして、ムキになって攻勢を強める。

　おそらく、こいつは人生で自分よりも力や速度で上回る相手と戦ったことがないのだろう。初めて自分の力と速度が通用しない相手と戦い、焦り、混乱しているのだ。

　先程よりも強く、速く、しかし粗あらが増えてきたリガルの剣を、俺は最小限の動きと力で迎え撃つ。

　段々と心に余裕が生まれてきたからか、周囲の声が俺の耳に聞こえるようになってきた。

「おお！　リガル様が押しているぞ！」「さすがディベル殿だ!!」

「まずい、アルムス様が押されている！」「やはりアス殿でも、勝てないのか……」

　どうやら、傍から見ると俺が押されているように見えるらしい。

　しかし実際のところは、リガルが無駄に体力を擦り減らしているだけ。

　そしてリガルが十分に疲ひ弊へいしたと判断した俺は、力強く剣を弾いた。

「ユリア、見ていてくれ」

　俺はユリアとリガルだけにしか聞こえない程度の声で、ユリアに向かって片目を瞑つむる。

　そして、今まで温存していた体力を解き放ち、力と速度を強めるとたちまち攻守が逆転する。

「っ!!　ま、まさか……この俺が……」

「うらぁああああ!!」

　キン！　と一際大きな金属音が響き、リガルの鉄剣が根元から折れる。

　後は叩き斬るだけ！

　俺はリガルの体に剣を振り下ろす。

　剣はリガルの体に食い込み……。

「こ、降参する!!」

　途中で俺は慌てて剣を止める。

　剣はリガルの体に一センチ食い込んだところで止まった。

「勝者、アルムス・アス!!」

　ユリアがリガルの降参宣言を聞き、俺の勝利を大きな声で宣言する。

　ユリアはとても嬉しそうな笑顔だ。……少しは隠せ。

　反対に俺は複雑な心境だ。

　上手く行けば、この一撃で全ての問題が片付いたかもしれないのだから。

　俺は溜ため息いきをついてから、リガルを見下ろした。

　リガルは顔を真っ青にして、震えていた。よくよく見ると、水溜りができている。

　……武士の情けだ。見なかったことにしてやろう。

　俺はリガルへのせめてもの配はい慮りよとして、何も言わずにその場を立ち去った。




　その後、ロサイス王による判決が下された。

　あらかじめ決められた通り、リガルは罪を認めて俺に謝罪と賠償をすることになったのだ。












　俺は多額の賠償金と、新たな領土を得たのだった。

　また判決はそれだけで終わらなかった。

　ロサイス王がリガルの圧政を咎とがめ、厳重注意したのだ。

　普段のリガルならば、自分の領地の内政に王が口を出す権利はない、と言ってのけただろうが、しかし決闘で敗北して失禁をしたショックから抜けきっていなかったリガルはまともな反論もできず、大人しくそれを受け入れるしかなかった。

　だがまあ……どちらが賠償金と領土を得たとか、豪族が王に屈くつ服ぷくしたとか……そんなことは些さ細さいなこと。

　大切なのは……。

　この日、リガルは多くの支持者を失ったということだ。
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　後日、俺はロサイス王に呼び出されて宮殿を訪れた。

　俺の顔を見たロサイス王は満面の笑みで言った。

「よくやった、アルムス」

　ロサイス王はとても上機嫌だった。そんな上機嫌なロサイス王に対して、弟であるライモンドや娘であるユリアが苦笑いを浮かべる。

「しかし……殺せませんでしたよ？」

　俺にとって、それは最後の心残りだった。

　殺せなくて残念、と考えるのは自分が殺人鬼になったような気がして嫌だが……しかしリガルをあの場で殺すことができれば、内乱を起こさずにすべてを終わらせることができたはずだ。

　しかしロサイス王は首を横に振った。

「むしろ、それは好都合だ。下手に殺すと恨みを買う。それにリガル・ディベルを殺しても、ディベル家そのものは存続するからな」

　……まあ、確かにそれもあるかもしれないな。

「では、好都合というのは？」

「決闘で降伏する臆病者、とリガルに悪あく評ひようがついた。ディベル家の看板にも泥……いや糞が塗りたくられたというわけだ。日和ひより見み的な豪族はもうディベル家を離れているだろう。ディベル家と親しかった豪族も、すでに離れる準備をしているだろうし、血縁関係がある豪族もどうにか離れる口実を探している最中だろうさ」

　うーん……そこまで降伏って悪い事なのか？

　俺がイマイチ納得していないという顔をしていると、ユリアが説明してくれた。

「いい、アルムス。あなたが思っている以上に神様の御前での決闘は重いモノなんだよ。それに豪族というのは武人。だから決闘をする以上、死ぬか勝つまで戦わないとダメなんだよ。それに……決闘を提案したのはリガルだしね」

　……確かに自分から挑んだ神聖な決闘で降伏し、お漏らしする人間が上に立つ者に相応しいか、と言われると相応しくないだろうし誰もついて行きたくないだろう。

「よいか、アルムス君。王に求められるのは二つ。政治と戦争だ。リガルの政治、内政手腕が酷いのは周知の事実。だが武力は人並み以上、いや超人的だったから評価はされていたが……君に戦争で敗北し、そして決闘でも負けた。もうリガルに王としての資質がないことは明らか、というわけさ。これから一斉に、泥船から逃げるように豪族たちはリガルの元から離れていくだろうよ」

　政敵だったリガルが落ちぶれたのが、さぞや嬉しいのだろう。

　ライモンドは満面の笑みで俺に説明した。

「何はともあれ、もう奴をユリアの婚約者にしておく理由もない。決闘で降伏するような奴にユリアはやれない、と言えば十分婚約を破は棄きする理由にはなるだろう」

「お父様、本当!?」

「ああ、お前がリガルと結婚する理由は皆無になった」

　ロサイス王がそう言うと、ユリアは嬉しそうに顔を綻ばせた。俺と結婚する、というのはあくまで俺たちの中だけの話で、公式ではない。

　やはり何だかんだで、不安だったのだろう。

「だが、アルムス。勘違いするな？　お前が認められたわけではない」

「重々承知しております」

　俺は大きく頷いた。

　今回は勝手にリガルが転んだだけで、俺が評価されたわけではない。

　どちらにせよ、俺が王に相応しいと豪族たちに示さないことには始まらないだろう。

「とはいえ、やはり次期王の地位がいつまでも不在というわけにはいかない。近い内にお前とユリアの結婚を発表する必要があるが……問題はタイミングだ」

　ロサイス王曰く、今すぐ発表するのは俺がリガルを貶おとしめた、という印象が強くなってしまう恐れがあるのだという。

「できれば、ちょっとした功績を立てた後が望ましいですね」

　ライモンドもロサイス王に同意を示した。

「じゃあ、ドモルガル王が攻めてきた後……というのは？」

　俺が提案すると、ロサイス王は首を横に振った。

「今の状態なら、そこまでの功績はいらない。ちょっとした功績でも、問題ないだろう。私としては、ドモルガルとの戦争前にできるだけ国内を固めたい。そのためにはディベル派の切り崩しが必要で、お前とユリアの婚約発表が効果的だ」

　つまりリガルという泥船から逃げる豪族たちに、俺という漁船を用意してやりたいということか。

「それに私としては、できればベルメットをリガルから引き剝がすか、失しつ脚きやくさせるか、暗殺するかして排除してしまいたいですね」

　ライモンドがつけたす。

　ベルメット……リガルの側近の爺さんか。あの爺さんがどうかしたんだろうか？

「あのベルメットという男はね、リガルの家臣の中で唯一有能と言ってもよい男さ。リガル・ディベルはディベル家の血縁関係者で家臣を固めていて、総じて血筋だけが取り柄の無能ばかりだが……ベルメットだけが違う。それにディベル家の中の下くらいの地位の家臣たちの多くはベルメットの拾い上げで、粒つぶ揃ぞろいだ。その上、他の豪族たちからの信頼も厚い。ディベル家はあの男、一人で支えていると言っても過言ではないね」

　それほど優秀な爺さんだったのか……全然分からなかった。

「まあ、あの爺がくたばれば泥船もいよいよ沈むのは確かだが……贅ぜい沢たくは言えんよ。それよりも功績の方が重要だ」

　最後に、失脚させられるように努力はするが、とロサイス王は言った。

　しかし功績か……どういうのがよいのだろうか？　何か発明する？　いや、それは豪族や王としての功績にはならないだろうし……。

「……外交とか、どうですか？」

「外交？」

　ロサイス王が顔を顰しかめた。

「実は気になっている国があるんです。その国と友好関係……上手くいって同盟を結べれば強い味方になるんじゃないかなあ……と思いまして」

「どこだ？　ドモルガルか？　エビルか？　ベルベディルか？　それともファルダーム、ギルベッド？　それともどこかのキリシア諸都市か？」

　俺はロサイス王の問いに対して、首を振ってから答える。

「アルヴァ人の国……ロサイス王の国の東のアルヴァ地方に存在する、遊牧国家です」

　俺の考えはこうだ。

　ドモルガル王の国はロサイス王の国よりも国力が上だから、仮に正面から戦えば敗北は免まぬがれない。

　となると、やはり籠ろう城じよう戦せんで戦うしかない。ただ負けることはないが、いつまでも勝つことはできない。そして勝たなくてはいつまでも攻められ続ける。

　しかし歩兵の戦力では、数の差を覆せないので勝つのは難しい。

　そこで騎兵を強化しよう、というのが俺の考えだ。

　アデルニア半島では騎兵があまり重視されていないので、騎兵を養成すれば絶対に他の国よりも優位に立てる。また、こちらには鐙あぶみがあるから他の国よりも騎兵の育成は容易だ。

　問題の軍馬をどうやって仕入れるかという点については、アデルニア半島の遊牧民であるアルヴァ人と交こう易えきをする。

　場合によっては、傭よう兵へいとして雇い入れるのもアリだ。

「アルヴァ人か……アルヴァ山脈の向こう側に住んでいる連中だな？　文化も違うし、言語も若干異なるから今までまともな国交はないが……」

　ロサイス王は俺の考えを聞いてから、腕を組んで悩み……。

「私はアルヴァ人について詳しくない。ひとまず、詳しい人間の話を聞いてから判断したい」

　ロサイス王の言葉に、俺は頷いた。

　実のところ、俺もあまりアルヴァ人には詳しくない。前にロサイス王の国と交流のある商人エインズから馬を購入した時に、アルヴァ人という遊牧民がいるという話を聞いただけだ。

「では、エインズを呼びましょう。彼は遊牧民と取引をしたことがあるそうです」

「エインズ卿きようか。まあ、あの男ならば問題ないだろう」
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　後日、俺たちはエインズを宮殿に呼び出した。

　エインズから話を聞くために、俺とロサイス王、ライモンドは無論ユリアとテトラ、そしてバルトロとボロスもこの場に集まった。

「なるほど、アルヴァ人ですか。まあそれなりに彼らの事情は知っていますよ」

　エインズはそう言って、アルヴァ人という部族について説明してくれた。

　エインズによると……。

　五百年前に平たい顔族という連中が馬に乗ってゲルマニス、ガリアを征服し、そしてアデルニア半島にも侵入して、ほぼアデルニア全域を征服したらしい。

　平たい顔族はゲルマニス、ガリア、アデルニア半島に跨またがる大帝国を創ったとか。

　だが大王の死後、平たい顔族は何十もの氏族に分裂。

　そして当時アデルニア半島に進出していたキリシア人とポフェニア人、平たい顔族の支配に反はん旗きを翻ひるがえしたアデルニア人によって半島を追われたらしい。

　その後、平たい顔族はガリアとゲルマニスも維持できなくなり、東へ帰って行ったとか。

　西方に騎馬技術を伝えたのは平たい顔族らしい。

　だが全ての平たい顔族が帰って行ったわけではない。

　一部の平たい顔族はアルヴァ地方というロサイス王の国の東にあるアルヴァ山脈の向こう側に定住。

　現地のアデルニア人と同化してアルヴァ人になったと。

「アルヴァ地方はアデルニア半島の中でも雨が降らない乾燥した土地です。元々牧畜が盛んだから平たい顔族とも同化しやすかったというわけですね。それにアルヴァ山脈に遮られて、外部から隔絶された影響も大きいでしょう」

　なるほど、なんとなく歴史的経緯は分かった。しかし一つ、気になることがある。

「でも何で平たい顔族なんだ？」

　鼻が低いとかそういう理由か？　確かにモンゴロイド系の顔立ちならば、コーカソイド系の顔立ちのアデルニア人からすれば、平たく見えそうだが。

「鼻が元々低い民族、という理由もありますが……でも根本的な理由は、彼らは幼少の時に鼻を縛りつけて潰す風習があったからです。恐ろしい顔にして、敵を威圧するとか」

　リアルに平たいのか……。

「でも今はアデルニア人と同化してるんですよね？　じゃあアデルニア語も通じると？」

「ええ、それにもう鼻を潰す蛮習は残ってないですよ。平たい顔族は人口がかなり少なかったようです。アルヴァ地方に残ったのも千人くらいだそうで……今じゃ完全に血が薄まり、アデルニア人と区別はできません。確かに言葉に訛りはありますし、生活様式も違いますが……」

　エインズの説明を聞く限り、話が通用する相手のように感じる。

　俺はロサイス王に尋ねる。

「どうでしょうか？」

「私は構わん。ライモンド、お前はどう思う？」

「そうですね……何とも言い難いです。私にはアルヴァ人＝平たい顔族＝野や蛮ばん人じんのイメージがありますから……」

　なんでも、ロサイス王の国はその平たい顔族を追い出した英雄が建国した国らしい。

　山脈で隔てられているため、攻め込まれることは滅多にないが、だからといって積極的に交易をしようと思うような相手ではないようだ。

「ボロス、バルトロ。お前たち二人はどう思う？」

　俺が尋ねると、二人は少し考えてから答える。

「アルヴァ人とは羊毛などの交易を細々としていた仲ですからね。アルヴァ山脈に隔たれてたから戦争もほとんどしたことがない。こちらから友好的に接すれば、応えてくれるかと」

「アルヴァ人の騎兵を雇えれば心強いですね。あいつらもドモルガル王の国の南下政策は厄やつ介かいに思ってるだろうし。いいと思いますよ」

　ボロスとバルトロも賛成らしい。

「私はどっちでもいいよ」

「私も政治はよく分からないし、お父様やアルムスに任せるよ」

　テトラとユリアは特に賛成、というわけではなさそうだが異存はないようだ。

「とはいえ、アルヴァ人は一枚岩の国家……というわけではないのでしょう？　どんな情勢になっているのですか？」

　俺は本題……アルヴァ人の政治情勢について尋ねる。別にアルヴァ人の歴史そのものは、ロサイス王の国の歴史にも絡むことなので、ユリアでも知っていることだ。

　だがアルヴァ人の詳しい政治事情はエインズしか分からない。

「アルヴァ地方は三つの部族に分かれています。エクウス族、アリエース族、ルプス族です。この内アリエース族は力が弱く、ルプス族の支配を受けています。エクウス族とルプス族の二大勢力という感じですね」

　ほう、勢力は二つか。それは分かりやすくていいな。

「その内、友好関係が築けそうなのは？」

「エクウス族ですね。ルプス族は外界と関わろうとしませんから。一方、エクウス族は積極的です。一部のエクウス族は農業もやっているようですし」

　いくら雨の降りづらい地域とはいえ、川があるなら十分農業はできる。

　遊牧よりも農業の方が生産効率が良いのは当然のこと。だから農業に切り替えようとするのも当然の道理だが、普通はいきなり生活様式を変えることは怖くてできない。

　エクウス族とやらはかなり先進的な考えを持っているのだろう。

「ロサイス王様、俺がエクウス族と交流する許可を下さい」

「良いだろう。構わん。許可を出す」

　よし、ロサイス王の許可はもらったことだし……じゃあ、まずは……。

「交渉の仲介、お願いできますか？」

　俺が聞くと、エインズさんはニコリと頷く。

「それくらいならお安い御用です。……一枚、嚙ませてくださいよ？」

　こうしてアルヴァ地方に使し節せつを送ることになった。





　　　　　※






　まず第一交渉が成立して、小規模な小麦・岩塩・葡ぶ萄どう酒しゆと羊毛・馬の交易が始まった。ロサイス王の国は農業は盛んだが、牧畜はあまり盛んではない。

　逆にエクウス族は遊牧で糧かてを得ているため、小麦などは輸入するしかない。

　これはwinwinウインウイン関係であっさり成立した。

　やはりエクウス族の方も交易をしたかったようだ。

　その後も一月ごとに使節を送る。

　交易は順調に行われ、多くの利り潤じゆんを生んだ。

　ロサイス王の国とエクウス族の双方の仲が深まった頃、ドモルガル王の国に潜ませていた密みつ偵ていから連絡が入る。

　六月頃にドモルガル王の国が大規模な軍事行動を起こすらしいと。

　どうやら侵略ついでに小麦の刈り取りを狙っているようである。

　ロサイス王の国側も防衛体制を整える。俺もアス領で兵士の徴ちよう兵へいを開始した。

　そして五月。七回目の使節が送られる。

　今回は交易だけでなく、傭兵としてエクウス族の騎兵を雇いたいという申し出も一緒だ。むしろこちらが本題なのだが。

　エクウス族の方もドモルガル王の国の圧迫を受けているはずなので、悪くない話のはずだ。

　当然戦費はこちら持ちだし、給料も払う。

　だが軍事行動はあちらも慎重になるようで、考えさせてくれという答えが返ってきた。

　そして今度はエクウス族の方から使節が送られてくる。

　あちらの要求は、トップ同士で話し合いをしようということだった。

　要するに同盟を結んで欲しかったら誠意を見せろと。

　とはいえロサイス王は出歩けない。

　下手に外出すれば、エクウス族のところではなくあの世に行ってしまう。

　そういうわけで、ようやく俺の出番ということだ。





　　　　　※






「おお！　頂上だ。いい景色だね。そう思わない？」

「そうですね。あとそんなに崖がけの方に行かないでください。落ちたら死にますから」

　俺は楽しそうに笑うユリアに言った。

　今回、ロサイス王の名代として選ばれたのは俺ではなくユリアだった。

　当初は俺だけだったのだが、エクウス族からすぐれた腕を持つ呪術師として有名なユリア殿に診てもらいたい病人がいるので連れてきて欲しいと言ってきたのだ。今のところ、俺よりユリアの方が身分は高いから、名目上の代表はユリアになる。

　まあ、要するに『交流』はユリアが受け持って『交渉』は俺がやるというわけだ。

　確かにユリアの医者としての能力はピカイチだ。

　ロサイス王の病を治すために今まで努力してきたのだから。

　もっとも、どんなに頑張ってもロサイス王の病だけは治せないのが皮肉なことだ。

　なんでもロサイス王は呪術や薬が効きづらい珍しい体質らしい。

　さて、そんなこんなで俺たち二人（と護衛三十二名。内、俺が連れてきたロズワードとヴィルガル含む十二名。ロサイス王がつけてくれたのは二十名）はアルヴァ山脈を渡っていた。

　馬車なんて使えないので、全員馬に乗っている。

　そして意外なことにユリアはなかなか馬に乗るのが上手い。

　さて、確かこの場所で待ち合わせだったはずだが……。

「あ、来たみたい」

　ユリアが遠くを指さす。

　そこには馬に騎乗した三十人ほどの集団がいた。旗のマークからエクウス族だということが分かる。

「おーい!!」

　ユリアはエクウス族の集団に手を振る。はしたないからやめてもらえないか？　我が国の沽こ券けんに関わるんだけど。

　とはいえそんなことはユリアには通じない。

　そしてエクウス族の集団を率いている男も男で、手を振り返してきた。

　どっちもどっちだ。

「私の名はムツィオ・エクウス。エクウス族、族長の次男です。あなた様がユリア姫と……そちらの方がアルムス殿で間違いありませんか？」

「はい。私がユリア・ロサイスです、初めまして。ロサイス王の名代として来ました」

　ユリアが自己紹介するのを見計らい、俺も会釈してから自己紹介する。

「アルムス・アスです。アス氏族の氏族長で、アス領を治めています。本日は同盟締結と貿易拡大についての交渉をするために参りました」

「なるほど、なるほど。あなたが有名なグリフォン様の息子殿か。アルムスと呼んでも？　代わりに私のことはムツィオでいい」

「別に構いませんが……」

　馴れ馴れしい奴だな。おい。

「はは、敬語なんて使わなくていいさ！　俺はしょせん次男だからな!!」

　バシバシと背中を叩かれる。

　アデルニア半島は割と温暖な場所なので……たまにこういうラテンなノリの変な奴がいる。もう、民族性と割り切るしかない。

「ああ、そうか。じゃあ敬語は使わないことにしよう。あと背中を叩くのはやめてくれ。痛いから」

「おっと、これはすまん、すまん」

　ムツィオは笑いながら俺の背中を叩くのをやめた。




　馬を並走させながら、俺たちはムツィオと親交を深めるために雑談しながら進んだ。

「それにしてもユリア殿もアルムスも乗馬がお上手だ。秘ひ訣けつはその変な器具にあるのかな？」

　ムツィオは早々鐙に興味を持ち始めた。

　ムツィオを含め、エクウス族は鐙を使っていない。

　物珍しいのだろう。

「馬の上でバランスを取り、踏ん張るために足をかける足場を用意する。なるほど、確かに乗りやすそうだし、武器も扱いやすそうだ。その器具の作り方を教えてもらえないだろうか？」

「じゃあ次の使節の時にいくつか持ってこさせよう」

　鐙の構造は簡単なので、原始的な物ならすぐに作れる。

　俺が記憶を頼りに作ることができたのだ。ムツィオたちなら、見様見真似で作れるだろう。

　どうせ模も倣ほうされるなら現物を渡して仲良くなった方が良い。

　それから話は両国の産業の話に移っていく。

「それにしてもエクウス族の皆さんから購入した羊毛は素晴らしいですね。我が国の羊毛とは比べ物にもなりません」

　ユリアがエクウス族の羊毛を褒める。意外だ……お世辞、言えたんだな。

「はは、我々の主産業ですから。秘訣は運動させて、沢山良質の草を食べさせて伸び伸び育てることですかね。でもロサイス王の国の小麦も素晴らしい。あれほど美味しい小麦は我々では作れない。ぜひ秘訣を教えてもらえないだろうか？」

　ムツィオも褒め言葉を返す。

　ロサイス王の国はアデルニア半島の中では温暖で、雨も比較的多く、土地も肥えているため、良質の小麦が収穫できる。

　さすがに最近農業を学んだばかりの連中に負けるわけない。

「私は農業にはあまり詳しくありませんが……アルムスは詳しいよね？」

　ユリアが急に俺に話を振ってきた。確かに詳しいが……。

「アルムス、ぜひ教えてくれ！」

「まあ……構わんが……そちらの農業方法を見ないと一概には言えない。まあ、そうだな。一般的な話からしよう。まず農作物を育てるのに必要な三つの要素だ」

　俺はムツィオにざっくりと農業について教える。

「必要なのは水と太陽と土の養分。この三つのうちどれかが欠ければ育たない。水と太陽に関しては天候任せだな。まあ水は川から引っ張って来れるが。人が操作しやすいのは土の養分」

　俺の言葉にムツィオは首を捻る。

「養分？」

「農作物にやる飯のようなものだ。良質な羊毛を作るには草をたくさん食べさせなくてはならない。それと同じように良い農作物を作るには養分を大量にやらなければならない。この養分はほとんどの土に含まれているから最初は問題ない。だが問題は枯渇することだ」

　俺がそう言うと、ムツィオはなにか閃いたようだった。

「なるほど。だから年々収穫が減っているのか。天候は悪くないのにおかしいと思っていたのだ。それでどうやって養分を元に戻すのだ？」

　なかなか理解が早いな。さてさて、どこまで説明するか。

「まず一般的な方法は畑を休ませること。つまり一年間なにも育てないという方法だ。一年で畑に養分がある程度戻る」

「ふむふむ。だがそれだと耕作地を減らさなくてはならないな。それに完全に回復するわけではないのだろう？」

　早く次を話せとムツィオの目がそう語っている。

「足りない分は人為的に補ってやればいい。そうだな……例えば灰を播まくとか。あと森から持ってきた土を播くとかな。森の土は養分が大量に詰まっている。あれだけ大きな木がたくさん生えていることから分かると思うが」

　俺は周りの木を見回しながら言う。

　人間が手を加えていない森なので、無む秩ちつ序じよに巨木が先を争うように生えている。

「ほう、森の土か。今度試してみよう。他にあるか？」

「一応あるが……それに関しては同盟締結後に話そう」

　羊の糞は肥ひ料りようになるということは黙っておこう。

　取引次第だが、輪りん裁さい式しき農のう業ぎように関しては同盟締結後も言うつもりはない。

「ふふ、意地悪だな。これは父を説得しなければならない理由も増えた」

　ムツィオは賛成派なのか。

　まあ農業に関しても積極的なようだし、革新派の人間なのだろう。

「エクウス王様はどうして反対されてるのですか？」

　ユリアが尋ねると、ムツィオは難しそうな顔をしながら答える。

「うーん、元々父は保守的な考えの人ですからね。農業も嫌ってますよ。あんな土を引っ掻きまわすような真似は嫌いだって。交易にもあまり賛成とは言い難かったですね。贅沢を覚えれば我々の文化が破壊されると。今回の同盟は外国の事情に巻き込まれるのは嫌だというのが主です。関係ない戦で血を流すのもバカらしいというのもありますね」

　話を聞く限りだと、頭が固いわけではなさそうだ。

　農業は嫌いなだけで、反対はしていない。交易も賛成ではないだけで、反対ではない。

　利益を確実にもたらすから、許すという感じだ。

　だが同盟は反対か……。

　説得するのが難しそうだが……リスク以上のリターンを提示すれば問題ない。

　今回、交渉に関しては俺とユリアはロサイス王から全権を委い任にんされている。

「おっと、あと少しで山を抜けるな。山を下りたらすぐにキャンプを張りましょう。いいですか？」

「ええ、そうしましょう。もう夕暮れですしね」

　ようやく、体を休めることができそうだ。

　山を下りると、平坦な草原が広がっていた。

　灌かん漑がい設せつ備びを整え、肥料の開発が進めば農業もできそうだ。

　もしかしたら一大穀倉地帯に……なるかどうかは分からないが、絶望的なほど乾燥しているわけでもないし。

「さあ、早くユルトを建ててしまおう」

　エクウス族はユルトという巨大なテントを張り始める。

「エクウス族の家はすべてユルトなのか？」

「まあユルトを使ってる平民は多いな。でも王族や貴族は都に建物としての家や宮殿を持ってるよ。夏と冬の都があって、季節によって変えるんだよ」

　それだと帰ってきた時に家が埃まみれになってそうだけど。

　管理する人間を残すのかな？

　生きつ粋すいの遊牧民ではなく、半牧半農って感じだな。

　言葉も少し訛ってるがアデルニア語だし。




　ユルトを建て終わろうとした時、ムツィオの部下が大慌てでやってきた。

「大変です!!　暴竜に接近されました！」

「バカ！　あんなデカブツどうやったら見過ごす？　なんでちゃんと見張ってなかったんだよ!!」

　ムツィオが怒鳴り声を上げる。竜だって？

「すみません……もう日も暮れてきたから現れないモノだと……」

「ったく仕方ねえな。あいつが走りだすと手が付けられねえからな……」

　ムツィオは俺に振り返って尋ねる。

「すまん。こっちの不手際だ。暴竜に接近されちまった。一度、退却して欲しい。……竜退治に自信があるなら参加してくれた方が嬉しいけど」

　どうだろう？　戦ったことはないけど……。

「一応ドラゴン・ダマスカスの剣は持ってるぞ」

「上出来だ。一緒に竜退治と行こうぜ」




　遠方に、爬は虫ちゆう類るいらしき二足歩行の生物が確認できる。

　見た目は九十九パーセントティラノサウルスだ。あ、羽毛が生えてない方ね。

「暴竜は二足種の肉食竜。鱗の堅さは鉄と同じくらいだ。まあ隙間を狙えば案外なんとかなるけどな。イケるか？」

「まあ、これを使えばバターみたいなものだ」

　俺はドラゴン・ダマスカスの剣を引き抜く。

　殿しんがりをつとめるのは俺とムツィオの二名。

　逃げる時間を稼ぐだけとのことだから、大人数はいらない。それに数が少ない方に向かっていく傾向があるらしく、その方がユリアは安全とのことだ。

　馬より足は遅く夜目は効かないみたいなので、全力で逃げればなんとかなるだろうし、まあロズワードには全力で守れと伝えてあるから、大丈夫だろう。

「まあ、無理に勝つ必要はない。適当に戦って、追い返すか……それともユリアが逃げ切ったのを確認して、俺たちも逃げてしまおう」

「まあ、それが確実だな」

　俺たち二人は暴竜に向かって馬を走らせた。

　暴竜も真っ直ぐ俺たちのところに向かってくる。

　好都合なことに、狙いを俺たちに定めてくれたようだ。

　俺たちはユリアたちが向かった方向とは別の方向に逃げる。

「さて、おちょくってやるか」

　ムツィオは後ろ向きに矢を放つ。

　矢は暴竜の鱗に阻まれて刺さらないが、衝撃は痛いようで暴竜の足の進みが鈍る。

「グゥオオオ！！！」

　暴竜が口を大きく開けて咆ほう哮こうを上げる。

　うるさいだけで、俺自身にたいした効果はないが……。

「おい！　暴れるな!!」

　俺の馬が大暴れしたため、俺は振り落とされてしまう。

「騅すい!!」

　逃げやがった、騅の奴。俺がお前にその名前をつけた願いを踏みにじりやがって。あの駄だ馬ばめ。

　次であったら、馬肉にして食ってやる。……現状、喰われそうなのは俺だけど。

「おいおい、どうすんよ。二人乗りは……まあ追いつかれるな。仕方ない。ここで倒すか」

「すまん。苦労をかけるな……」

「いいって、いいって。今度いい馬紹介してやるよ」

　なにか彼女に振られて慰なぐさめられているみたいだな。ちなみに、あの駄馬は牡馬だった。

「さて、クソトカゲ。俺は今すこぶる機嫌が悪い。三枚に下ろしてやるよ!!」

　俺は一気に暴竜に肉薄する。

　暴竜は俺に向かって口を開け、嚙みつこうとするがそんな鈍い攻撃は当たらない。

　俺は暴竜の足元に潜り込もうとするが、なかなか潜り込ませてくれない。

　何度も何度も暴竜は俺に向かって口を開け、嚙みつこうとしてくる。

　腕を振るい、俺を目掛けて爪を振り落とした。

「おっと！」

　俺は慌てて剣で防ぐ。金属と金属がぶつかるような音が草原に響き渡った。

　俺は爪をはじき返すと、暴竜が怒りの咆哮を上げる。

「援護する!!」

　ムツィオが暴竜の周りを馬でかけながら弓を射ると、ブスッ、ブスッと音を立てて矢が暴竜に突き刺さる。

　さっきは突き刺さらなかったのにどうして今回は……と考えて、よく観察してみると、あることに気付いた。

　あいつが矢を射るたびに、風が吹くのだ。

　これは後で問い詰めないとな。

　ムツィオの援護のおかげで暴竜の足元に潜り込めた俺は、腱を斬り裂いた。

「さあ、転べ!!」

　鮮血が吹きあがり、暴竜の体が大きく傾く。

　俺が暴竜の下から抜け出すのと同時に、暴竜は音を立てて崩れ落ちる。

「さあ、もう一本だ」

　俺は動き回る足に注意しながら、もう一本の足の腱を斬る。

　これで起き上がることはできまい。

　そして俺は暴れる暴竜の上に飛び乗り、首に剣を突き刺した。鮮血が噴水のように吹き上がり、やがて暴竜は大人しくなった。

「さすがアルムス。その身体能力、後で説明してくれ。で、死体はどうする？」

「あとで回収しよう。ところで……二人乗りさせてくれないか？」

「いいぞ」

　俺はムツィオの馬に乗せてもらってユリアたちのところに合流した。




「アルムス！　大丈夫……って血まみれじゃん！　どこか怪我したの？」

「これは暴竜の血だから大丈夫ですよ」

　そう言う俺の言葉を信じてないのか、心配だからか、ユリアは俺の体をペタペタ触って触診する。

「ここ、怪我してる」

「そんな擦り傷怪我の内に入りませんよ」

　あの駄馬に振り落とされた時にできた傷だ。今度会ったら馬刺しにしてやろう。

「ところであの竜はどうなりました、領主様」

　ロズワードが聞いてきたので答える。

「殺したよ。明日、死体を確認する予定だ」

　もう暗いしな。竜は出てこなくても狼は出てくる。

　正直、竜一匹よりも狼の群れの方が厄介だ。

「じゃあさっき張ったユルトのところに戻りましょう。ユリア殿」

　ムツィオの提案により、俺たちは元のキャンプ地に戻った。





　　　　　※






「さて、アルムス。今夜は一緒に寝ようぜ」

「……まあいいけど。言葉は選べよ」

　一応、俺には妻もいるし非公式だが、今回は婚約者も同行しているのだ。

「肴さかなは俺が用意しよう。酒は宜よろしく」

「分かったよ」

　俺は今回の交易品の中からできるだけ良い酒を選ぶ。

　外交に必要なのだから経費だ、経費。問題ない。

　選んだ酒を手に持って、ムツィオの待つユルトの中に入る。すでにムツィオは大皿に料理を用意して、待っていた。

「さあ、我らの友情に乾杯!!」

「乾杯!!」

　友人になった覚えはないけどいいか。

　ノリが大切だからな、ノリが。

「さて……お前さんのイカれた身体能力に関する説明をしてくれ。噂うわさじゃクマを殺せるとか聞いていたが、お前のはクマどころじゃない。実は人じゃねえだろ」

「まあ軽くなら話してやろう。お前が矢を射る時に吹いた不自然な風の説明をしてくれればだけどな」

　俺がそう言うと、やっぱり気付いていたかとムツィオは笑い、そして話し始めた。

「あれは加護だよ。俺は風を自由に操れる。『風かぜ精せい霊れいの加護』と名付けている」

　加護ね……これで俺を含めて、加護持ちは四人だな。

　つまりあの矢は風で威力を上げた矢なのか。なかなか便利そうだな。

「それで、お前の身体能力は？　言っておくけどな、普通の人間なら最初の暴竜の一撃で喰われてるよ。どんな反射神経してればあれを避けられるんだって話だ。腱を削ぎ落とすのも技術がいる。あのトカゲは棒立ちしてるわけじゃない。常に足を動かしてるんだし。極めつけは爪を防いだとき。あいつは馬を吹き飛ばすくらいの腕力があるんだぞ？」

　まるで俺が人外の化け物のような言い方を……まああながち間違いじゃないけど。

「俺も加護だよ、加護。『狩人かりうどの加護』って言うんだ。身体能力の上昇だよ」

　俺は噓を言う。手の内を全て明かすつもりはさらさらない。

　ちなみに『狩人の加護』は本当に実在する加護で、加護の中ではかなり有名なモノだ。「さて、俺としてはエクウス族と同盟を結びたい。そのために協力してくれないか？」

「別に構わねえよ。金を払ってくれるんだろう？　俺たちは貧しい。だから収入が増えるのは大歓迎なのさ。毎年、少しでも羊の育ちが悪いと子を捨てるか、売るかしないといけない程貧ひん窮きゆうしている奴らもいるくらいだ。それに肉やチーズよりも穀物の方が長期間保存できる。ただ……父上はもう少し、なにかメリットが欲しいと思ってるみたいだけど」

　ムツィオは酒を飲みながら言う。

　俺は考えてきた案をムツィオに話す。

「要するにお前たちだけが血を流すのが問題なんだろう？　俺たちロサイス王の国もエクウス族が危機に陥った時に助けよう。これじゃダメか？」

　俺の言葉にムツィオは目を見開く。

「いや、それなら文句は出ない。ルプス族に俺たちも脅かされているからな。ロサイス王の国は俺たちからすれば強国だ。大きな力になる。問題はドモルガル王の国が俺たちの真似をしてルプス族と同盟を結ぶことだが……アルムスたちも一緒に戦ってくれるなら、大丈夫だろう。でもそんな条件いいのか？」

「ああ。ロサイス王様から交渉の全権を任せられている」

　相互同盟ならエクウス族にも利益がある。抑止力にもなるから、悪くない提案だ。

　ロサイス王様にはすでに許可を取っているし、よほど問題のある条約でなければ自由に結んで良いと言われている。

「でもロサイス王様は御病気だろ？　次の王が盟めい約やくを守ってくれるかどうか……」

「それに関しても問題ない。次の王候補からも許可はもらっている。誰かは言えないけどな」

　まあ、俺なんだけどね。

「ふむ、それならなんとか。後は報ほう酬しゆうと人数と人選次第か。まあ指揮官は俺でいいだろう。俺は賛成派筆頭だし。あ、そうそう、略奪はオッケーか？」

「ドモルガル王の国なら、作戦に支障がない程度にしてくれて構わない」

　騎馬民族にとって、戦争とは略奪だ。

　略奪のない戦争などない。と言うか略奪のために戦争をやる民族だ。

　止めてもやるだろう。なら許可した上で場所を指定した方が良い。

「よし、後はユリア殿次第だな。ユリア殿が義母殿の病気を治してくれるかどうかだ」
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　エクウス族の王には三人の妻がいる。

　それぞれ一の妃きさき、二の妃、三の妃と呼ばれている。

　ムツィオを産んだのは二の妃。

　長男で、王おう太たい子しのメチルを産んだのは三の妃。

　三男を産んだのは一の妃だ。

　基本的に数字が若い方が家柄的にも本人の立場的にも偉いことになる。

　今回、病気になったのは長男を産んだ三の妃らしい。




「ふむ……」

　ユリアは三の妃を触診する。

　続いて喉を見て、心臓の鼓動を確かめる。

　最後に目で魂をチェックする。

「治せそうですか？　ユリア殿」

　エクウス王は心配そうにユリアの診断を見守る。

　ユリアは頷うなずいた。

「はい。なんとか。治療を行います。……一度皆さんには退室を。秘ひ儀ぎですから」

　ユリアの言葉を聞き、アルムスやエクウス王を含めた面子がユルトから出る。

　全員が退室するのを確認してからユリアは三の妃に切りだす。

「あなたは御病気ではありません。これは呪いです。それも非常に巧こう妙みような。即効性はありませんが、徐々に体を蝕むしばむ厄やつ介かいなタイプの呪いです。なにか呪いの媒体になるような物を持っていませんか？」

「呪い……ですか。媒体になるような物なんて……」

　三の妃は必死に思いだす。

　だが呪いの媒体になりそうな物など思いつかない。

「病を発症する前……その二、三か月前あたりにもらって、今でも大事に取ってある物はありませんか？　あなたが普段から使っている物です」

「そう言われても……」

「じゃあ一の妃や二の妃からもらった物は？」

　ユリアが三の妃に詰め寄る。

「このペンダントは二の妃から貰いました。新年のお祝いに。ドモルガル王の国で採れた柘榴石ガーネツトを使っているそうです」

　三の妃は緑色に輝く宝石が嵌められているペンダントを差しだした。

　ユリアはそれを受け取り、臭いを嗅いだりして確かめる。

「これは違いますね。他には？　一の妃からもらった祝い品は？」

「この枕とか？」

　ユリアは枕の臭いを嗅ぎ、顔を顰しかめた。

「臭いですね」

「す、すみません……」

「いや、そっちじゃなくて呪いの方です」

　ユリアはナイフを取りだし、枕を引き裂いた。

　羊毛の中にユリアは手を突っ込み、臭いの原因を引きずりだす。

　出てきたのはムカデの死骸だった。

「蠱こ毒どくか……典型的な呪いですね。でも複数の薬で効果を制御してるみたいですね。臭いも巧妙に隠してある。一応呪い返しをしておきましょう。まあ、死ぬのは呪いをかけた呪術師で、依頼した人間ではありませんけど」

　ユリアはムカデをポケットにしまう。

　そして薬箱から取り出した複数の薬草から薬を作り、保存用の草に丸めた。

「三十個、一日に一度服用してください。浄化作用がありますから。これで回復すると思います。あとはちゃんとご飯を食べて、睡眠を取って体力を戻す。それだけです。呪いに関しては……あなたに一任します」

　後継者問題が泥沼なのはお互い様だ。

　首を突っ込めば面倒なことになる。ひとまず三の妃に任せるべきだろう。

　ユリアはそう判断した。




「ということがあってね」

「はあ、どこの国も後継者争いは大変だな」

「本当だよね。うちの国みたいに子供がいないのも問題だけど、エクウス族みたいに多すぎるのも問題だね」

　俺とユリアは葡ぶ萄どう酒しゆを飲みながら話す。

　重要な話をするからと人払いをしてあるため、敬語を使う必要はない。

　問題はエクウス族の後継者が多いことではなく、兄弟や妃間の権力争いの方である。

「でもさ、普通長男のメチルさんを狙うんじゃねえの？　赤子のうちなら狙いやすそうだけど」

「それは厳しいと思うよ。だって警護が厳しいもの」

　なるほどね。苦肉の策というわけか。

　それに三の妃にだけ呪いがかけられていると考えるのも早計か。

　親しん戚せきにも呪いをかけたり、もしくは今後かける計画があるのかもしれない。

「それにエクウス族の女性の地位は高いらしいよ。母親の発言力が大きいんだって。だからじゃない？　後ろ盾が死ねばやり易いでしょ」

「確かに。ハイリスク・ハイリターンよりもローリスク・ローリターンの方が安全だしな」

　俺も慎重な方だから気持ちは分かる。

「あいつはどうなんだろ。ムツィオ」

「ああ、昨日アルムスが一夜を共にした人？」

「言い方が悪いぞ、言い方が。間違ってはいないけどな」

　飲み明かしたのは本当だけど。

「そう言えば明日、新しい馬もらう約束なんでしょ？　それでその後に交渉」

「ああ、そうだよ。暴竜の鱗や牙の分配も明日だ」

　できれば早く交渉を終わらせたい。

　ロサイス王の鷹たか便びんでは今のところ大きな動きはないという報告だけど。

「私としては馬は白がいいと思うんだけど」

「白か……うーん、俺は黒か赤がいいな。その方がカッコイイ」

　それに俺は王子様じゃないからな。領主様だ。白は似合わない。

　なんにせよあまり好きな色じゃないんだよね、白は。

「さて、俺はそろそろ帰って寝るよ」

「別に泊って行ってもいいよ？」

「バカ、大問題になるだろ。こっちの後継者問題に火をつけるのはもっと後だよ」

　俺はユリアを引き寄せて、唇を押しつける。

「じゃあ、明日」

「ええ」





　　　　　※






　翌日、俺はムツィオと共に暴竜から得られた素材の分配交渉を始めた。

「ま、二等分で文句はないよな？」

「ああ。問題は心しん金きんと逆げき鱗りんだ。どう分ける？　分けようがないけど」

　心金は竜の心臓部にある特別な金属だ。

　特別な加工法でダマスカス鋼と混ぜ合わせると、ドラゴン・ダマスカス鋼が完成する。逆鱗は竜の鱗の一枚だけ逆向きに生えている鱗。

　他の鱗と比べて柔らかいので、弱点と言われている。

　色合いが美しいので、装飾品として価値が高い。

「実は近頃結婚を控えていてな。逆鱗が欲しい。いいか？」

　ムツィオは逆鱗を指さして言う。

　結婚を控えているのは俺も同じだが……まあ、ここは譲ってやろう。

「分かった。俺は心金をもらおう」

　エインズなら換金するか、加工するかのどちらかをしてくれるだろうし。

　正直暴竜はどうでもいい。

「それよりもあの駄だ馬ばの代わりになる、優秀な馬が欲しい」

「そんなにがっつくなよ。ついてこい。選ばせてやるから」

「すまんな。代金は……」

「取らねえよ。元々うちの部下が暴竜の発見に遅れたのが原因だしな」

　俺はムツィオに馬小屋へ案内される。

「ところでなにか要望はあるか？」

「そうだな。毛並は赤か黒がいいな。性格は勇ゆう敢かんな奴がいい。前の奴は大人しかったけど逃げたし」

　他にも黒こく色しよく火か薬やくを使う関係上、逃げ出すような奴は論外だ。

「勇敢ね……そういうのは大概気き性しようが荒いが、いいのか？」

「その辺は見てから考えるよ。ダメそうなら別のにする」

　そんな話をしていると、馬小屋に到着する。

「良い馬だけを集めてきた。左から四頭は繁殖用に去きよ勢せいしていない牡ぼ馬ば。右から七頭は去勢済みの牡馬だ。好きに選んでくれ」

　どれも悪くはないが……。

「うーん、パッとしないな。他にはいないか？」

「向かいの馬小屋。一応あっちにも用意した」

　俺はムツィオが指さした馬小屋に向かう。

「さっきのが牡馬だったのに対して、こっちは牝ひん馬ばだ。だがさっきの奴らよりは劣るぞ？」

　ふむ、確かにあそこにいた名馬たちには数段劣るように見えるな。

　だけど俺が求めているのは足の速い馬じゃない。いざという時逃げない馬だ。

「少し大きな音を出していいか？」

「別に構わないが……」

　俺は癇かん癪しやく玉だまを取りだす。

　オオカミに襲われた時にお見舞いしてやろうと思っていたのだ。

　思いっきり地面に叩きつける。

　大きな音が鳴り響きムツィオは腰を抜かし、同時に馬も嘶いななき暴れだした。

「おい、そんなデカい音出すなら最初から言え。ところで成果は出たか？」

「ああ、こいつにする。驚かなかった」

　俺は赤い馬を指さす。色合いも俺好みだ。

「そいつか……やめといた方がいいぞ。そいつ、顔に黒の斑はん点てんの模も様ようあるだろ？　言い伝えだと黒い斑点のある馬は悪霊を呼ぶんだよ。それにそいつの母親はそいつを産んだ直後に死んでるし。最近も馬小屋で火事が起こって、なぜかそいつだけ生き残ったし」

「じゃあなんで入れておいたんだよ。俺に選ばせるために集めたんじゃねえの？」

「そいつの親が名馬だったんだよ。そいつ自身も結構能力高いしさ。繁殖用で育ててたわけ。まあ、お前が欲しいならやるよ。死んでも文句言うなよ？」

　死んだら言えねえよ。

「ところで試し乗りするか？」

「そうだな。相性悪いと問題だし」

「それがいい。女も馬も乗ってみないと分からないからな。しかもそいつは牝馬だし」

　得意気な顔してるところ悪いけど、全然上手いこと言ってないぞ？




「悪くないな。うん」

　俺の選んだ不吉馬はなかなか良い走りをしてくれた。

　慣れない鞍くらと鐙あぶみを取りつけても少しも暴れなかったし。

「お前の名前どうしよう？　まあ、後でいいか。とりあえず『名無し』で。不吉馬は悪いからな。ん？　どうして止まる？」

　突然名無しが止まった。なかなか動こうとしない。

　よくよく前を見てみると、生おい茂しげる草の中に黒い塊かたまりが動いているのが見える。

　あれは……狼じゃねえか。

　なんで初乗りで狼に出会うんだよ。こんな真昼間で、エクウス族の首都近くなのに。

「まあいい。癇癪玉があるからな」

　俺は包囲網を縮めてくる狼を目で追いながら、ポケットから癇癪玉を取りだす。

「ほら、あっち行け」

　癇癪玉を地面に叩きつけて音を鳴らすと、狼は怯おびえたように逃げていく。

　中には縮こまって、動けなくなる狼もいる。

「さあ、早く逃げようか。気にするな。俺の運が悪いせいかもしれないし」

　こうして俺たちは無事にエクウス族の首都に戻った。

　さて、次は外交交渉だ。





　　　　　※






「改めまして、エクウス王様。ロサイス王の名代として参りましたユリア・ロサイスです。こちらはアス領の領主、アルムス・アスです」

「アルムス・アスです。ユリア様の護衛と、輔佐として参りました」

　俺とユリアはエクウス王に頭を下げる。

　ロサイス王以外の王様と接するのは初めてだな。

「よくいらっしゃった。私はエクウス族、族長。ロサイス王の国風に言うとエクウス王だ。まずは我が妻を助けてくれたことに感謝する」

　エクウス王はユリアに礼を言う。

　悪くない出だしだ。

　さて……一応、名代はユリアだが実質的な交渉は俺に一任されているし、それはエクウス王も分かっている。

　挨あい拶さつが済んだ以上、ユリアの仕事はこれで終わり。

　ここからは俺とエクウス王との交渉だ。

「さて貴国との同盟の件だが……私としては今一つ、魅力に欠ける。我が一族は貧しい。だからロサイス王の国からの穀物は非常に助かるが、命をかける代償としては安すぎる。それにドモルガル王の国を敵に回すというリスクもある。また我々には宿敵のルプス族がいる。奴らはアリエース族を屈くつ服ぷくさせて以降、我らの縄張りに侵入を繰り返している。彼らとドモルガル王の国が結びつけば大きな脅きよう威いになる」

　ふむ、反対していた理由はムツィオの言っていた通りだな。

「おっしゃる通りです。そこでご提案ですが……相互同盟はどうでしょうか？　ドモルガル王の国が攻めて来たらエクウス族が我々と一緒に戦う。ルプス族がエクウス族に攻め込んで来たら我々はエクウス族と共に戦う」

　俺はエクウス王に提案する。

　これは悪くない話だ。確かエインズの話によれば、エクウス族の人口は約三万、アリエース族が約一万、ルプス族が約三万ほどと聞いている。しかもアリエース族はすでにルプス族に支配を受けているので、合計の人口は四万。

　ロサイス王の国は一万前後の兵力を集めることができるので、ロサイス王の国との同盟には大きな価値があるはずだ。

　エクウス王はしばらく考えてから、

「確かにそれは魅力的ですな。だが利益と損益が吊り合っている。利益に傾かなくては同盟を受ける理由がない」

　確かにそうだが、しかしこの返しは予想済みだ。

「エクウス王様。御一つ聞いても宜よろしいですか？」

「なにかね？」

　エクウス王は怪け訝げんそうな表情を浮かべる。

「次のエクウス王は長男のメチル様ですよね？」

　これは話を切り出すために聞いているのであって、本当に知らないわけではない。

　エクウス王は次の後継者としてメチルを指名している。

　要するに話の大前提の確認だ。

「そうだが……それが？」

「エクウス王様と一緒に、王太子としてメチル様の名前を同盟に添そえる……というのはどうでしょうか？」

　それはつまり、ロサイス王の国がメチル王太子の後ろ盾になる、ということだ。

　当然、ロサイス王の国がエクウス族の王位継承問題に首を突っ込む権利も義務もない。だがこれは大きな牽けん制せいになる。

「メチル様以外にも、次男のムツィオ様や三男のレドゥス様の名前も連ねて欲しいと思っています」

　当然王子としてだ。

　そうすればメチル王太子の王位継承がより強固になるはず。

　それにこれは、『我が国は貴国の後継者問題という弱点を知っている』という牽制にもなる。

「ふむ……悪くない。だが問題が一つ。ロサイス王が危き篤とくだということだ。次の代に同盟を受け継がせなければ、我が国が一方的に血を流すことになる」

「それは問題ありません。次のロサイス王候補の方も同盟に関しては承諾しています。誰がとは具体的に言えませんが」

　そう俺が答えると、エクウス王は首を横に振った。

「口約束ではなく、しっかりとあなたの署名を残してほしい、と言っているのだ」

　あ、あれ……なんで知ってるの？

「その様子だと本当のようだな」

　エクウス王は愉快そうに笑みを浮かべた。

「私とて、これから同盟を結ぶかもしれない国の情報は仕入れる。あなたが交渉役として来る、と聞いた段階である程度予想がついた。それに……」

　エクウス王はニヤリと笑みを浮かべる。

「アルムス殿とユリア姫は、随ずい分ぶんと仲が宜しいように見える」

　顔がカッと熱くなるのを感じる。隣を見ると、ユリアも顔を真っ赤にしている。

「ふむ、分かりやすい。王になるのであれば、もう少し顔に出ないように訓練するのが宜しいだろう」

「えっと、このことは……」

「安心してもらいたい。私は恩を仇あだで返すような真似はしない。三の妃の件、ユリア殿は大きな配はい慮りよをしてくれた。私も沈黙を貫こう」

　要するに黙って欲しければ呪いのことも黙れと。

　カウンターを受けてしまったな。

「さて、どうかな？　要するに……私があなたの後ろ盾になる、という意味でもあるが」

「構いません。この交渉をまとめた功績で、ロサイス王様からは次期王の地位を頂くことになっておりますので。……ただその代わり条約の詳細を公にするのは、私が次期王の地位を頂いてから、ということにして頂けないでしょうか」

「なるほど、分かった。では、同盟成立としよう」




　その後、両国の軍事同盟と貿易拡大についての条約が正式に結ばれた。

　そして……俺はエクウス族と同盟交渉をした功績をロサイス王に評価されて、無事にユリアとの婚約と、次期王の地位を得た。





　　　　　※






「おのれ!!　なぜだ、なぜあの男が次の王に!!　おかしいだろうが!!」

　リガル・ディベルはアルムスがユリアと婚約し、次期王の地位を得たことを聞いて、怒り狂って暴れていた。

「領主様、落ち着いて……」

「これが落ち着いていられるか!!」

　リガルは自分を諫めたジルベルトを蹴り飛ばした。

　アルムスに敗北した後にロサイス王から婚約破は棄きと次期王の地位の取り消しが伝えられた時もリガルは怒り、暴れたが……今日はその時以上だ。

「クソ……どうすればいい？　どうすればいいんだ……」

　リガルは頭を抱える。












　今までリガルを支持していた多くの豪族は、全てアルムスの支持に回ってしまっていた。その上……ディベル氏族の支持すらも、リガルは失いかけていた。

　こんな時、リガルが窮きゆう地ちに立たされた時……必ず適切な助言をしてくれたあの、老人の姿はどこにも見えなかった……。





　　　　　※






　時はほんの少し遡さかのぼる。

　アルムスはエクウス族との交こう易えき開始と交渉の下準備と並行して、リガル・ディベル陣営の切り崩し工作を始めていた。

　まず手始めに、アルムスは情報収集のために元フェルム王の国出身のイアルに数人の部下をつけて、ディベル領に潜り込ませた。

　イアルは元々、行商人の頃にディベル領にも訪れたことがありコネもあるので、その経験を活かして他の商人や、農民たち、そして先の決闘でリガル・ディベルから離れた豪族たちからディベル領についての情報を集めていた。

　その甲か斐いあってか、ディベル家の勢力関係が判明した。

　その構図は単たん純じゆん明めい快かいで、リガル・ディベルの親戚ＶＳ非親戚。親戚筆頭はジルベルトであり、非親戚筆頭はベルメットだ。

　どうやらベルメットは長い時間をかけて優秀な人材を集めてきたらしい。

　ディベル家はロサイス王の国では（アス家が復興する前までは）一番の勢力を持っていた氏族家だ。ロサイス家は当主であるロサイス王が病気である以上、将来性がない。そのため多くの人材がディベル領にやってきたのだ。

　そしてベルメットがそれを拾い上げて、職を与えていた。

　ディベル家が重要な職を独占しているとはいえ、入りこむ隙間が全くないわけではない。それにリガル・ディベルが王になれば、お鉢はちが回ってくる可能性は十分にある。

　親戚も大勢いるわけではないからだ。

　それにベルメットが権力闘争に打ち勝てば、ロサイス王の国で重要な職を得たり、領主になることだってできる。

　とはいえ、不満がないわけではない。

　それに全ての人材がベルメットに大きな恩を感じているわけではなく、他の領主のところに鞍替えしようと思う人間は大勢いる。

　イアルはそんな人物を狙い撃ちした。





　　　　　※






　三月ごろのこと。

　イアルはディベル領の一人の男を訪ねた。

「ああ、イアルさんか。上がってくれ」

　ディベル領の兵士の一人、百人隊長の男ヨゼフは行商人イアルを家に上げた。

　ヨゼフはディベル家からの小麦の俸ほう給きゆうで暮らしているが、貨幣経済の浸透に伴って徐々に生活が苦しくなっていた。

　そんな時に現れたのがイアルである。

　イアルはヨゼフに非常に安い価格で野菜などを売って仲良くなった。




「やってられませんよ……」

　男は酒を飲みながらイアルに愚痴をこぼす。

　内容は自分の能力が評価されないということ一点だ。

　ヨゼフの剣や槍の腕は一流で、フェルム王とディベル家の間で紛争が起こった時も何人も敵を倒している。

　その実力がベルメットの目に留まり、ヨゼフは軍に入ったのだ。

　百人隊長としては非常に優秀で、一目置かれる存在だ。

　だがそれ以上、出しゆつ世せできない。

　それは高位の職を全てディベル氏族の縁者が独占しているからである。

　なぜ能力が高い自分が出世できず、なんの力もない凡々が血筋だけで出世しているのか。ヨゼフは不満を抱いていた。

　そんなヨゼフを見たイアルは頃合いだと思い、切りだした。

「ではアス領に仕し官かんしませんか？　百人隊長の地位を保証します。給料は現在の十倍出しましょう。屋敷も用意しますよ。当然、活躍次第で出世も望めます」

「はは、そりゃいいっすね……え？」

　ヨゼフは思わず聞き返した。イアルはニコリと笑う。

「私はアルムス・アス様の元で働いているイアルと申します。まあ、今は行商人ですが」

「はは、騙だましてたってわけか」

「あなた様の御気持ちを知るためにはこうするしかなかったのです。それでどうしますか？」

　男の心が大きく揺らぐ。

「ベルメット様には恩が……」

「恩？　そんな物ありますか？　現在あなたは貧ひん窮きゆうした生活を送らざるを得なくなっている。これはベルメット殿のせいでもあるでしょう？　あの人はあなたの生活を助けてくれましたか？　私がいなかったらあなたは借金をせざるを得なかったとまで言っていたではありませんか。それにリガル・ディベル様が婚約破棄され、王候補から外されたのは知っているでしょう？　いつまで泥船にしがみつくおつもりで？」

　イアルはヨゼフに畳みかける。

「私の主人であるアルムス様はお若い。それにアルムス様は人材不足に悩まされています。さらにアルムス様には家族がいない。あなたが成り上がるチャンスはいくらでもある」

　実際のところ、アルムスの軍隊は戦場での指揮官が不足していた。

　ヨゼフのような、優秀な下士官をアルムスは欲しているのだ。

「三日、待ってもらえませんか？」

「いいですよ。ではアス領の屋敷でお待ちしています」

　イアルは笑顔で去っていった。





　　　　　※






　さて数日後、イアルは次の家に訪れた。

　家の主はイアルを歓迎する。

「どうぞ、お上がりください」

　家の主の名前はドーラ。

　呪術師であり、犬を使うのが得意だ。

「いつもの酒です。あと薬草を」

「ありがとうございます。助かります」

　ドーラは小麦でイアルの商品代を支払う。

　しばらく談笑した後、ドーラはイアルに切りだした。

「実は相談に乗って欲しいことがあるんです」

「どうしたんですか？」

「実はディベル家の方の一人に求婚されているんです」

　当然イアルは知っていた。ディベル家に仕えている呪術師の中では有名な話だったからだ。

　そしてなぜ悩んでいるかも知っている。だが知らないふりをして言う。

「良かったじゃないですか。玉の輿ですね」

「それが全然良くないんですよ!!」

　ドーラは声を荒らげた。

「その男、外見がその……まあアレなんです。年齢も五十歳の……アレですし。少なくとも私の好みじゃないです。しかも妻がすでに五人、性奴隷を十人も持っているんですよ。ありえないと思いません？」

　呪術師の女性はプライドが高い。

　それは呪術という特異的な力のおかげで、普通の男性家か臣しんよりもずっと優遇されるからである。

　給料も高く、生活に困るということもない。そのため必死になって金持ちの男を追いかける必要性もない。妻が何人もいる不ふ埒らち者ものなどもってのほかである。

　大体、呪術師でもない女と同列の妻として扱われるなど我慢できない。

　それがドーラの抱いている感情である。

「でもこのディベル領の中ではディベル家に逆らうと仕事が……ベルメットさんも頼りないですし。どこか良い就職先ありませんかね？　イアルさんは行商人だから知っているかなと思いまして」

「ええ、知っていますよ」





　　　　　※






　さらに後日、イアルは三軒目の家を訪れた。

　この家の主人はキリシア人の血を引いている。

　キリシア語を操れて、計算も得意で、非常に優秀な人間である。

「イアルさん。すみません、……もう一か月待ってもらえませんか？　必ずお返ししますから」

　アメリゴは非常に困こん窮きゆうした生活を送っていた。

　キリシア文化に憧れている豪族、文字の重要性に気付いている豪族が大勢いる反面、気付いていない豪族も大勢いる。なぜならアデルニア半島では小こ競ぜり合あいを含む戦争が何度も起こり、さらに危険なクマや狼に襲われる危険もあるため腕力が物を言うからだ。

　そのため逆に成果が見えにくい学問などは軽視されがちだ。

　そもそも住民票を作り、検けん地ちを行い、税を正確に集めようなどという面倒なことをしているのはアス領以外になく、また文字の重要性に気付いている豪族たちも、一人二人キリシア語を使える奴がいれば良いと思っているのだ。

「いや、困りますよ。私も善意で貸しているんじゃないんですからね」

　イアルは困ったような声を出す。

　そんなイアルにアメリゴは縋りつくようにして頼む。

「お願いします!!」

「ダメです。と言いたいところですが……」

　イアルは口角を上げて笑みを浮かべながら言う。

「今なら借金をチャラにして、給料が数倍になるビッグチャンスがあります。どうですか？　聞きます？」

　こんな調子でイアルは、幾人もの人材をディベル領から引き抜いていった。





　　　　　※






「ええい、どういうことだ!!」

　リガル・ディベルは怒り心頭だった。

　最初は三人の家臣の離職届とアス領への移住願いだった。

　ロサイス王の国の法では届け出を出し、移住税を支払えば他領へ移住することは可能である。

　あとは両方の領主の承諾。

　リガルとしては認めるしかない。

　なぜなら、罪を犯したというわけでもない人間の移住を阻む大たい義ぎ名めい分ぶんはないからである。

　それにたかが三人程度の移住にケチをつければ、器の小さい領主という悪あく評ひようがつく。

　そんなくだらないことで悪評がついたら堪らない。だが、リガルもそのまま認めるのは癪しやくなので、アルムス・アスに正式な抗議をした。

　家臣の引き抜き行為はやめてもらいたいと。だがアルムス・アスはこう答えた。

「家臣の引き抜きですか？　いえ、そんなことはしていませんが……もしかしたら新しく登用した人材の中にディベル領出身者がいたかもしれませんが」

　こう言われてしまうと、決闘に負けた手前何も言う事ができなくなる。

　だが悲劇は終わらない。

　今度は十人もの人材がアス領に行ってしまったのだ。

　そんな中、ある噂が流れた。

　ディベル家の非親戚の家臣たち──ベルメットたちがアルムス・アスとライモンド・ロサイスと結託して、ディベル家を貶おとしめようとしている、と。

　確かにリガルとアルムスとの決闘を計画したのはベルメットなので、初めからリガルを貶めようとして、アルムスの実力を知りながらリガルと決闘させた……というのは、決して否定できない内容だ。

　こうなるとリガルは非親戚の家臣を疑うしかなくなる。

　今まで引き抜かれたのはすべて非親戚の家臣だからだ。

　リガルは自分の家臣（当然親戚）に命じて、非親戚で比較的高い位についている家臣を監視させた。

　だがあくまで監視だけに止めた。

　噂が本当であるか確かめていないからである。それにリガルはイマイチ、ベルメットが自分を裏切るとは信じられなかった。





　　　　　※






「上手く行きましたね。イアルさん」

　イアルの部下……現在は行商人イアルの弟で子しが嬉しそうに言う。

「噂を流すのには苦労しましたね。工作費もかかりましたし」

　イアルがアルムスの部下に引き入れたのは三十二人だ。その内十三人、特に三人はかなり有能な人材だったので、直接引き抜く形をとった。

　残りの十九人はディベル領に残ったままだ。彼らはお世辞にも優秀とは言えない者たちだが、莫ばく大だいな金と引き換えに多くの情報をイアルに流したり、噂を立ててくれたりと役に立った。

　彼らは厚遇するほどの人材でもないが、厚遇しないと裏切るという面倒くさい連中だ。それに一度裏切った人間は裏切り癖がつくので、全てが終わった後にどさくさに乗じて処分するつもりである。

　アルムスは罪のない人間を殺すことに気を病やむ人間だし、約束を違たがえることにも嫌悪感を示すので、そのことを伝える気はない。またアルムスに全権を委い任にんされており、報告しないというのも権利の一つである、とイアルは強引に解釈した。

　知らなくてもよいことは知らない方がよい。

「さて、後は最後の砦とりでベルメット……この男を除かないと我々の作戦は成功しない」

　ベルメットが有能で敵に回すと厄介な人間であることは、情報収集の度に嫌と言うほど聞かされた。

　噂通りなら、あの老人はもう気付いてるだろう。ロサイス王がアルムスに王位を継がせるつもりであることと、リガルに何一つ勝ち目がないこと。そしてこのままアルムスが王になれば、ディベル家は窮地に立たされると。なれば、ベルメットは今のうちにドモルガル王と結び、ユリア姫と王座を強奪することを進言するだろう。

　ユリア姫と結婚して、ロサイス王の国を全てもらうという『王道』を断たれた以上ドモルガル王の国の属国に成り下がってでも王座を得る『邪道』しか残らない。

　リガル・ディベルは勇敢なように見えて、臆おく病びような男である。

　フェルム王との戦いを考えればよく分かる。自国を裏切るような選択は一人ではできない。

　そして同時にプライドが高く、ドモルガル王の国の属国に甘んじるなど、我慢ならないだろう。だから背中を押す人間がいなければ方針転換も邪道を選ぶこともできないはずだ。それにベルメットは非親戚の家臣のまとめ役である。ベルメットが左さ遷せん等の処罰を受ければ、一気に不満が爆発する。

　とにかく、アルムスが王位を得るにはベルメットの排除が必要不可欠。

　そのためには……。

「さて、作戦を実行しますか」





　　　　　※






「リガル様。実は一つ、ご報告したいことが……」

「なんだ？」

「ベルメット殿がアルムス・アスに通じている可能性があります。最近、ベルメット殿の邸てい宅たくの近くで、深夜に怪しい人影が見られています」

　リガルは顔を顰めた。

　正直なところ、本当にベルメットが裏切っているかどうか確証が持てない。

　今まで自分に仕えてくれた忠ちゆう臣しんが本当に裏切るのか。リガルはベルメットをまだ信じていたのだ。

　だが最近、ベルメットを監視した方がよいという声も大きい。

　ここは形ばかりとはいえ、監視をつけるべきだろう。

「分かった。二、三人監視をつけよう。一週間なにもなかったらベルメットは白だ」

　こうして三名の監視がベルメットの屋敷についた。





　　　　　※






「上手くいきましたね」

　イアルとイアルの部下は笑いあう。

　目撃者（イアルとイアルの部下）である。

　当然二人は直接出向いてディベル家の家臣に伝えたわけではない。

　何人か、複数の商人を通じて、ディベル家御用達商人から家臣へ伝わるようにしたのだ。

　念入りに調べられない限り、足はつかない。

　少し危険な手段だったが、成功したようだった。

　まんまとリガルはベルメットを疑い、監視をつけた。

　だがまだ足りない。もう一押しだ。

「次はこれの出番です」

　イアルはこのためにアルムスに用意してもらった、大量の蒸じよう留りゆう酒しゆや金きん細ざい工くなどの贅ぜい沢たく品を確認し、ニヤリと笑う。

　これをベルメットのところに、アルムスからの贈り物として届けるのだ。普通ならあからさまな離間策だと見抜かれるが……しかしベルメットへの疑いが強まる中で大量の贈り物を送れば、確実に成功するだろう。




　そして三日後、イアルはアルムスからの正式な使者としてわざとらしくこそこそとベルメットのところに贈り物を届けた。

　ベルメットはイアルの意図に気付き、受け取りを拒否したが……イアルは強引に押しつけるように贈り物を残して、帰ってしまった。

　後日、ベルメットはアルムスに全ての贈り物を返却したが……全て遅かった。

　ベルメットがアルムスから贈り物をもらったと、ジルベルトが密告したのだ。

　ジルベルトはディベル家の親戚であり、ベルメットの政敵。非親戚家臣筆頭のベルメットを普段から苦々しく思っていたこともあり、常に粗あらがないか探していたのだ。

　普段ならベルメットへの擁よう護ご意見が出てくるが……しかし有力な非親戚家臣の多くはディベル家を見限りアルムスに下るか、または巻き込まれるのを恐れて、ベルメットを全く擁護しなかった。

　ベルメットへの疑いが強まる中で、信頼する親戚家臣であるジルベルトの（かなり歪曲された）密告により、リガルはベルメットの監視をさらに強化した。
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　ベルメットは怒り心頭でリガルのところを訪れていた。

　さすがに見張りがこれだけ増えれば自分が疑われていることも分かる。

　このままでは自分は殺されてしまうだろう。

　だが自分の言い分を聞き入れてはくれないだろう。リガルは一度思い込んだら、考えを曲げない男だ。

　ベルメットの心には、このような卑劣な策を仕掛けるアルムス・アスへの怒りや、それをあっさりと信じるリガルへの怒り、そして自分が敗北したことへの悔しさが満ち溢れていた。

「どうした、ベルメット」

「リガル様。実は私も年です。そろそろ引退させて頂きたいと思います。この後のことは、全てジルベルト殿にお任せします」

　ベルメットはそう言い放ち、リガルが引き留めるのも聞かずに屋敷を去り、自分の屋敷に引きこもったのである。

　そしてベルメットはリガルへの忠誠を失ったことで、『大だい王おうの加か護ご』の恩おん恵けいが喪失。

　元々抑えられていた病が急速に進展し、ベルメットはあっという間に息を引き取った。享年、八十二歳。

　だがベルメットは幸せだったかもしれない。

　彼の一族は謀反に関わっていないことになり、助かるのだから。
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　ロサイス王の国とドモルガル王の国の間には大きな山脈──アデルニア山脈が横たわっている。

　ゆえに大軍が侵攻しにくい。

　とはいえ、山脈が途切れているところが一つだけある。伝承では大地が揺れたときに裂けたとか、巨人が踏みつぶしたとか、グリフォンと神しん竜りゆうが決闘した時にできたとか言われている。

　そこがアス領とドモルガル王の国とロマリアの森が接する場所。

　猫の額ほどの広さの、その平原はテリア平原と言われ、ドモルガル王の国がロサイス王の国に攻め入る場合、必ずテリア平原を通る。

　平原と言っても少しだけ小高い丘があり、その上にテリア要よう塞さいがある。

　テリア要塞は二枚の壁がある。まず内側の脆もろい、元から存在した壁。もう一つは新たに建設された、丈夫な壁だ。壁の外側には水堀が作られていて、堀と門の間には跳ね橋が架けられている。ちなみに門の数は六つ、南門三つと北門三つだ。壁は門の両側が突き出ていて、突き出た部分は城じよう壁へきではなく塔のような構造になっている。

　要するに門の周辺に弓による攻撃が集中しやすいようになっているのだ。

　そんなテリア要塞の司令部にアルムスはいた。




「こちらの総兵力はロサイス王の国一万とエクウス族の騎兵二千、ロサイス王の国の騎兵千。合計一万三千。一方、敵兵力は……二万五千か」

　俺は溜ため息いきをついた。

　季節は六月、ついにドモルガル王の国が重い腰を上げて我が国に侵攻してきた。

　ロサイス王は俺を総司令官に任命し、撃退を命じた。

　本来、ロサイス王の国の全ての豪族が本気で戦争に取り組めば……一万七千ほどの兵力を絞り出すことも可能だ。

　しかし……リガル・ディベルが出しゆつ兵ぺいを拒否した。

　理由は俺が司令官だからだろう。

　先の決闘で完全に権けん威いが失われてしまったとはいえ、リガル・ディベルは一応ディベル家当主。その当主は欠席、となればディベル氏族の豪族も兵を出し絞る。

　ある程度の豪族は、俺の王位継承権が第一位になったことで切り崩すことに成功したが、いまだに一部の豪族は反抗的だった。

　さらに彼らがドモルガル王の国と呼応して、謀反を起こす可能性がある。

　これに関しては、リガル・ディベルが腰を上げないと成立しないし、そんな判断を下せるほどリガル・ディベルの肝は据わってなく、また判断できる側近は排除したので、さほど心配はしていないが……しかし万が一ということもある。

　それに対応するために、王都には一定の兵力が残されていた。

　唯一の幸運は、さすがにロサイス王の国が征服されれば次は自分たちの国……と考えた周辺国が中立を宣言してくれたことか。

　そんなわけで、ロサイス王の国はどうにか一万の歩兵と千の騎兵を集めたのである。

　それにエクウス族からの援軍、二千が加わるが……、対するドモルガル王の国の軍隊は約二倍だ。

　普通に戦えば勝てない。……そう、普通に戦えば。

　決して、ロサイス王の国に勝ち目がないわけではない。

　まず第一に……兵数が多いということはそれだけ補給に頼っているということ。

　補給線をどうにか破壊すれば、勝利は見えてくる。

　第二に……決してドモルガル王の国周辺の国際情勢も良いとは言えないということ。

　ドモルガル王の国は、ギルベッド王の国、ファルダーム王の国という強国二ヶ国に接しており、この二ヶ国はドモルガル王の国と優るとも劣らない国力を有している。

　そして……ドモルガル王の国の北部には、ロゼル王国というアデルニア人とは違う、ガリア人と呼ばれる民族の大国が存在し、その国力はドモルガル王の国を凌りよう駕がする。

　ドモルガル王の国が少しでも、不利になったと見ればこの三ヶ国はドモルガル王の国の領土に群がるだろう。

　ギルベッド王の国とドモルガル王の国は一応、和平を結んでいるが……果たしてどれだけ真面目に条約を守るつもりがあるのか、怪しいところだ。

「総司令官！　ドモルガル王の国の旗が確認できました！」

　ロンの言葉に、俺は我に返る。目を凝らすと、ドモルガル王の国の旗が風で踊るように揺れている。

　心臓がバクバクとなる。……今回は前の戦いのように、互角の兵力じゃない。

　兵力差は約二倍だ。決して楽な戦いでも、確実に勝てる算段がある戦いでもない。

　だが……。

「……大丈夫だ。計画通りいけば、勝てる」

　俺は自分に言い聞かせるように、呟つぶやいた。

　騎兵の機動力と、地の利、そして敵の補給という弱点。

　それらを利用して、なんとか勝利を摑むために俺が提案し、バルトロが修正を加えた作戦。

　練りに練り、何度も修正を重ねた。大丈夫、きっと成功するはずだ。




　そうして、のちに『七日戦争』と言われる戦争が始まろうとしていた。
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「トニーノよ。この戦争、勝てると思うか？」

　ドモルガル王の国の第一王子、カルロ・ドモルガルは将軍トニーノに尋ねた。

「もちろんです。必ず勝利を齎もたらします」

「そうか。では頼むぞ。全てお前に任せる」

　カルロは作戦の指揮を全てトニーノに丸投げした。

　カルロは二十歳。

　カルロは第一王子だが側室の子供で、お世辞にもその立場は高くないが、王に一番の寵ちよう愛あいを受けた姫の子供であり、母親似であるため父親であるドモルガル王からは可愛がられている。

　今回の戦争は領土拡張という目的の他に、カルロに功績をつけるという目的もある。

　カルロの能力はお世辞にも高いとは言えない。また生まれつき体は強くなく、気質も大人しい。

　では内政能力は高いのか？　と聞かれるとそうでもない。

　だが唯一救われるのはカルロが自分のことを無能と自覚していることだ。

　それゆえに優秀な部下に仕事を丸投げし、カルロ自身は酒を飲んで、調度品を眺め、性奴隷とイチャつくだけだ。

　そんなカルロを利用しようとしているのがトニーノである。

　トニーノはカルロの母親の弟……つまりカルロの叔お父じにあたる。

　元々トニーノの家は大した家柄ではないが、カルロの母親が宮きゆう中ちゆうに上がったことで大きな後ろ盾を得た。さらに本人も非凡な才能を持っていたため瞬く間に出しゆつ世せし、ついには一軍を任されるようになったのだ。

　そのためトニーノはカルロに重用されており、カルロが王になった暁あかつきには大将軍にしてもらう約束を取りつけている。さらにトニーノは自分の娘をカルロに宛あてがうつもりでいる。そうすればさらに縁が強まり、自分の立場は絶対のモノになるからだ。

「なにニヤニヤしているのだ？」

「いえ、申し訳ありません」

　トニーノは大将軍になった後の妄想を慌てて止める。

　そして今回の戦略を思いめぐらす。

　今回の目的はアス領の奪だつ取しゆである。

　アス領さえ奪い取れればロサイス王の宮殿を落とすのは容易たやすい。アス領とロサイス王の宮殿は目と鼻の先だからだ。

　余裕があればアス領を落とした後、すぐにロサイス王の宮殿に向かおうと考えているが……それは難しいだろう。なぜならロサイス王の国が動員できる限界の兵数は一万……いや、アス領が加わった現在では一万二千から、一万三千ほどの兵力を集めることができる。だから一息で征服するのは難しい。

　ゆえにドモルガル王の国の戦略はまずアス領を奪取して講こう和わ。そして講和期間にロサイス王の国の豪族たちを離反させ、ロサイス王の国を亡ぼす。

　一度ロサイス王の国の豪族──ディベル派に離反を勧めてみたが、断られた。ドモルガル王の国と結べば確実に勝てるが、そうなれば傀儡くぐつの未来しかありえない。

　自尊心の高いリガル・ディベルからすれば受け入れがたい内容だったのだろう。

　だが一度大きく叩けば動く可能性はある。

　一般的にロゼル王国、ドモルガル王の国を境に北アデルニア、南アデルニアと分け、南アデルニアのうち、ロマリア森の北を北部、南を南部とするが……。

　ロサイス王の国は南アデルニア半島南部では有数の国で、平原も多く、小麦の生産力も高い。つまりこの国を手に入れた時点で南アデルニア南部の覇権は決まったようなもの。だからこの国は慎重に落とす必要があるのだ。

　そして……この戦争はドモルガル王の国の仮想敵国、ギルベッド王の国との戦いでもある。どちらが先に領土を拡張し、強国になるか、という戦いだ。

　どちらが先に南下を成功させるか、それに尽きる。

「そう言えばロサイス王の国のユリア姫はなかなか美人と聞くな。楽しみだなあ」

　カルロは貧乏揺すりしながらぼやく。

「勝てばロサイス王の国の連中は全員奴隷です。だからあなたの物ですよ」

　内心では褒ほう美びとしてユリア姫をもらおうと考えていたトニーノは悔しく思いながらも答える。

　アデルニア半島では負けた国の国民を奴隷にするのは一般的だ。

　もっとも無条件で奴隷にするわけではなく、抵抗を早期に止めたり、協力した者は奴隷にはしない。そのため奴隷になるのは負けた側の国民の精々一割強くらいだ。

　そもそも何十万も奴隷にしたところで買い手がいない。

「そんなに残念そうな顔をするな。かわりにアス領の領主の妻はどうだ？　美人らしいぞ？」

「人妻ですか……」

　トニーノは不満そうな顔をする。顔に全て出るのがトニーノの悪いところである。

　トニーノは人妻を好まない。

「ふむ。お前は相変わらずだな」

「いや、大事なのはそこじゃないんですよ。一度でも経験があるというのが問題なんですよ」

　そんな下世話な話をしていると、テリア要よう塞さいが見えてくる。

　報告にあった通り、非常に堅けん牢ろうな作りだ。

　間かん諜ちようによる報告では八千ほどの軍勢が籠ろう城じようの構えを見せているらしい。

「ではしばらく進んだら陣を張り、攻撃を仕掛けましょうか」

「うむ。任せたぞ」
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　──籠城戦一日目。




「さて、まずは……」

　トニーノは兵力を北側の三つの門の前に集中させ、攻城戦用の陣形に整える。なぜなら要塞は門の部分が一番脆もろく、攻略しやすいからである。

　なお、南の門へ攻撃はしない予定だ。というのも、下手に取り囲もうとして兵力を分散させるよりも、一箇所に集中させた方が確実に落とせるからである。

「なあ、トニーノよ。今さら聞くのも変だが……この要塞は無視してはダメなのか？」

「厳しいですね。我が軍は二万五千前後。食糧は三、四日分しか持ち込んでいません。略奪で食糧を確保することはできますが、敵が焦しよう土ど戦せん術じゆつに持ち込んでくる可能性はあります。だから補給路の確保は必須です。となるとこの要塞は落とさなくてはなりません。また、ロサイス王の国の戦力はこの要塞に全て集まっているわけではありません。徴ちよう兵へいでさらにかき集めることもできますから。放置すれば挟み撃ちに合う可能性もあります。それに考えたくはないですが……敗北した際、撤退先があるとないとでは違います」

　トニーノは丁てい寧ねいにカルロに説明する。

　カルロは納得したようで、満足気に頷うなずいた。

「次はどうするのだ？」

「そうですね……とりあえず威力偵察をしましょうか。奴隷兵を出します」

　トニーノの指示で戦闘奴隷たちが隊列を組む。

　彼らはギルベッド王の国との戦争で手に入れた奴隷だ。

　千の奴隷が要塞に突撃した。




「まず第一波……首輪をつけられているし、装備がお粗そ末まつ。ということは奴隷か」

　ロンは向かってくる敵兵を見て呟つぶやく。

　首につけられている首輪と装備は非常に粗末で、腰布一つの者や武器が棍棒だけの兵士もいる。

　見るからに使い捨ての兵士だ。

　千の奴隷兵は三手に分かれ、北門の三つの門（それぞれ西門、中央門、東門とする）に攻撃を開始した。

　当然ながら水堀の上は歩けない。

　奴隷たちは堀の中に飛び込み、泳いで城門に迫ろうとする。

「いいか。狙う必要はない。弾幕を張れ」

　グラムは弓兵に攻撃命令を出す。

　基本的に戦争での弓というのは狙って撃つものではなく、弾幕を張るように大量に撃つものだ。ようするに数撃てば当たるだろうという考えだ。

　今回の敵は水堀を泳ぎ動きがのろいため、当て放題だ。

　一部矢の弾幕を掻かい潜くぐった奴隷が水堀に橋を架け、その上を走り壁に梯子はしごをかけて登っていく。

「それにしても粗末な装備だな」

　グラムの弓が奴隷兵を貫通する。

　奴隷兵たちは上半身裸で、身を守る盾もない。次々に射貫かれては沈んでいく。

「お、撤退していくね」

　背中を向けて逃げていく兵士を見て、グラムは背中を狙い撃とうとする弓兵を止める。無駄に矢を消費する必要はない。

　彼らの運命はすでに決まっているのだから。




「はあ、無能どもめ。せめて一人は城じよう壁へきを登り切ることができるとは思ってたが……期待するだけ無駄だったか」

　トニーノは戻ってくる奴隷を眺める。

　そして弓兵に指示を出す。

「撃ち殺せ」

　十秒も経たないうちに、逃げ帰ってきた奴隷は射殺された。

「さて、顔と名前を確認しろ。こいつらの家族は殺す。名前がなかった奴は勇ゆう敢かんにも戦死した戦士。家族を解放してやるように鷹たか便びんを出せ。あと犠牲になった奴隷兵。君たちの犠牲は忘れない!!　というわけで水堀に橋は架かった。進軍開始……あれ？」

　トニーノは目を疑った。

　なんと水堀に架かった橋がいきなり吹き飛んだのだ。

「あ、あれが噂の火の秘ひ薬やく……ずるいぞ!!」

　こうして攻城戦は振り出しに戻された。

「まあ、よい。気を取りなおして、攻めようじゃないか」

　トニーノは攻城兵器を前に出すように指示する。

　攻城兵器には投石器、攻こう城じよう塔とう、梯子、破は城じよう鎚ついが搭とう載さいされており、さらに火の秘薬対策もしてある。

「さあ、攻城戦の始まりだ」





　　　　　※






　俺が担当するのは、中央の門だ。というのも、西門と東門の両方に指示を出す際に、俺が中央にいた方が都合はよいからだ。

　敵は三手に分かれて攻撃を仕掛けていて、当然中央門にも激しい攻撃が襲う。

　敵の攻城塔が水堀限界にまで近づき、大量の矢を放たれる。その支援の中、敵が船を使って水堀を渡り梯子をかけて城壁を登り船を橋のように繋げた後、その上を破城鎚で城門に攻撃を仕掛けてきた。

「激しい攻撃だね……」

　テトラは飛んでくる矢に注意しながらも、思わず声を漏らす。

「まあ、この程度じゃ陥かん落らくしないけどね」

　俺がそう言うのとほぼ同時に敵の攻城塔の一つが白煙に包まれた。

　続いて爆音が響き、二つ目、三つ目と攻城塔が白煙に包まれる。

「火の秘薬？」

「その通り。それを投石機とバリスタで飛ばしている」

　建築家のイスメアは建築以外にもこういう兵器に対する知識も豊富だったので、彼女の指示で作らせたのだ。












「でも壊れてないよ」

　テトラが指摘した。

「あれ？　おかしいな」

「もしかして呪術師が数人がかりで強化の呪術を？」

　他にも水を吸い込ませた布や毛皮を被せて燃えにくくしているとか……。

「敵将もちゃんと考えているということか。でも……」




　一方、西門を守っているのはロンとグラムだった。

　グラムが弓兵を率いて、ロンが率いる歩兵が石を下に落としたり、梯子を外したりして、上ってくる敵兵を落としていく。

「ッチ、射殺しても射殺しても登ってきやがる!!」

　グラムは悪あく態たいをつく。

　グラムは積極的に敵の指揮官らしき兵を射殺しているが、敵の勢いは変わらない。

　指揮系統の引継ぎができている……。

　それだけ練度が高く、洗練された軍隊であることを示している。

　さらに敵兵は金属製の盾を掲げているため、中々矢が刺さらない。こちらの使用している鏃は三割が鉄製で、七割が青銅製だ。これではなかなか難しい。

　つまり先ほどの戦闘奴隷のようにはいかないということだ。

　さらに石が飛んでくるため、安心して矢を射ている暇がない。

「ダメだ……ロン、すまない。上がってきた奴の対応を頼む」

「了解。石落としたり、梯子外したりするのには飽きてきたところだよ」

　そう言ってロンは剣を抜いて、上ってきた敵兵を剣で切り飛ばす。

「はい。お疲れ」

　敵は真っ二つになりながら水堀に墜落し、水を真っ赤に染めた。

「さあ、俺たちの出番だ!!」

　ロンたちは次々と湧き上がる敵を斬り殺し、水堀に落とす。

「危ない！」

　ロンに飛んできた矢を一人の男がはじき落とす。

　ディベル家からアス家に寝返った男。ヨゼフだ。

「よし、これで千人隊長に恩を着せられた！」（大丈夫でしたか、千人隊長！）

「うん、大丈夫だけど本音と建て前が逆になってるぞ？」




　一方東門。

　ここは少し押され気味だ。

「うーん、敵の攻撃が激しいな。こっちばかり兵士が集中しているみたいだ」

　バルトロは酒を飲み干し、酒が入っていた壺つぼを敵兵士の頭に落とす。

「酒飲んでる場合じゃないですよ。バルトロ殿」

　ボロスは槍を振りかざしながら登ってくる敵兵士を落としていく。

　大忙しである。

「敵の司令官もなかなか嫌な性格してるね。勢いがあって、強そうな若者が司令官の西門じゃなくて、中年オヤジが守る東門を攻撃してくるなんてさ」

　そう言いながらバルトロは巧たくみに弓兵を動かし、対応させる。

　その指揮には無駄がない。

　とはいえ指揮でカバーしきれず、次々と兵士が水堀を渡り、城壁を上がってくる。

「仕方がない。ここはアルムス様から頂いた新兵器を使おう」

　ボロスは兵士二十名に筒つつを持ってこさせ、城壁をよじ登る兵士に向ける。

「放て!!」

　筒から炎が噴ふん出しゆつした。

　炎をまともに喰らった兵士は梯子と一緒に燃えながら水堀に落ちる。

「いやあ、凄いね。確か火か炎えん筒とうって言うんだっけ？　これ作った奴は天才だ。イスメアさんかな？」

「お褒めの言葉、ありがとう。バルトロ」

　いつの間にか現れたテトラが答える。

「いやいや、奥様。危険ですぜ？　あんたは呪術師でしょ。ここは大人しく……」

　テトラの杖の周りに火の玉が五つ、浮かび上がる。

　五つの火の玉は丁度城壁から顔を覗かせた敵兵の顔面に炸裂した。

「すみません。俺が間違ってました」

「宜よろしい」

　テトラはバルトロに対して、胸を張る。

　テトラの魔術はかなりの威力を持っているため、アルムスの判断で押され気味の東門へ派遣されたのだ。

　そして改めてバルトロはテトラに尋ねる。

「あれはどういう構造ですか？」

「簡単。黒こく色しよく火か薬やくとオリーブオイルを混ぜて、風の魔術を生み出す魔術陣で吹きだす。そして筒の入り口の着火の魔術陣で火をつける。注意点は止める際には必ず風の魔術陣よりも先に着火の魔術陣を切ること。あれは常に風で炎が筒の外に出ているから中の燃料に引火しないだけで、風の魔術陣を切れば炎が逆流して爆発する」

「ひえ……なかなか怖い兵器ですね」

　とはいえ、火炎筒の視覚的恐怖はなかなかのもので、敵の兵士たちの足並みが悪くなる。

　徐々にこちらが優勢になり、城壁を登り切る兵士の数が減っていく。

「まあ欠点は一回の充塡で何度も使えないことかな？」

「それと射程距離が短いことですかね？　あれは籠城戦以外では使い難いですよ」

　二人はそんな話をしながら、敵の兵士を落としていく。

　この日は特に戦況が動くことなく終了した。





　　　　　※






「損失は？」

　トニーノは報告を聞き、大きな溜ため息いきをつく。

　そして報告に来た兵士を下がらせた。

「大損害だな」

　カルロは葡ぶ萄どう酒しゆを飲みながら言う。

「まったくです」

　今回、攻城塔と共に弓兵を多く失った。攻城塔と共に焼死、圧死してしまったのだ。

「あの火を吹く筒とやらは面倒そうだな」

「あれ、反則ですよ。おかげで兵も怖気づいてしまって……」

「作戦を変更した方がいいんじゃないか？」

　カルロは心配そうにトニーノに言うが、トニーノは首を横に振った。

「いえ、方針は変えません。問題ありませんよ。まだまだ時間はたっぷりとあります。敵兵が精強と言うのであれば……疲れさせるだけです」





　　　　　※






「死者と負傷者は……まあ悪くない数字だな。あれだけの攻撃を受けたことを考慮に入れると」

　やはり防衛戦は防衛側が有利で攻撃側は不利。こちらはほとんど損害を受けていないのにもかかわらず、敵に大きな損害を与えられる。

「さて、今夜は少量だが酒を出してやろうと思うんだが……ボロス、バルトロ、どう思う？」

「よいのではないでしょうか？　士気の維持は大切ですから」

「俺も賛成です。酒がないと、やってられませんよ」

　バルトロも賛成を示した。

「あなたは酒が飲みたいだけでしょ……」

　テトラがバルトロに苦言を呈する。

　だがテトラも文句はないようで、特に反対意見は言わない。

　他の豪族たちも賛成を示す。

「グラムとロンは？」

　俺が二人に聞くと、二人は首を横に振る。

「酒を振舞うのは良いと思います……そこには賛成。でも警戒は続けるべきだと思う」

「夜や襲しゆうをかけられて、全員酔ってましたじゃね」

　もっともな意見だ。

「じゃあ何人か、酒が弱くて飲めない奴やくじ引きで負けた奴を見張りに出そうか。それに飲む量はできるだけ自粛させよう」

　アデルニア半島の葡萄酒のアルコール度数は非常に低く、浴びるように飲まなければ酔っぱらう心配はない。

「というわけで今日のところは解散としよう」

　こうして一日目が過ぎる……と思われた。




「夜襲です!!」

　俺は兵士に叩き起こされた。

「どうやらグラムとロンの言った通りになったな」

　俺は慌てて現場に向かう。

「うーん、数が分からないですね」

「どうやら篝かがり火びを消して、数が分からないようにしているみたいですな。つまり敵は少数で、目的はこちらを眠らせないこと」

　バルトロは溜息をつく。

「もしくはそう見せかけて本気で攻めてこようとしているのか……とりあえず兵士を半分に分けましょう。半分は寝て、もう半分を対応にあたらせる」

　敵の攻撃があまりにも激しかったら半分を叩き起こせばいい。

　だけど……。

「あまり熟じゆく睡すいはできなそうだな」

　俺は溜息をついた。





　　　　　※






「いやー、よく寝た。素晴らしい朝だ。まあ敵は全く寝れてないでしょうけどね」

「お前は性格が悪いな、トニーノ。で、お前の見込みではどれくらいで落とせそうだ？」

「まあ、敵の疲労を考えると一週間後には落ちてると思いますよ。もって二週間ですね。兵士と攻城兵器と兵ひよう糧ろうは後から補給すればいいわけですしね。いや、敵はアホだな～、補給の見込みもないのに籠城戦なんて」

　カルロとトニーノは笑いあう。夜からずっと攻撃を続けているテリア要塞。

　敵はさぞかし疲れているだろう。

「さあ、今日も元気出していきましょう!!」





　　　　　※






　──籠城戦二日目。




「クソ、眠いな……」

　グラムは欠伸あくびをする。

「昨日は寝かせてくれなかったからな」

　昨晩、ロンとグラムの読み通りドモルガル軍は夜襲を仕掛けてきた。

　と言っても城壁への攻撃はほとんどなく、敵はこちらの矢が届かないところで太たい鼓こを鳴らして大声で喚いてただけだ。

　とはいえ対応しないわけにはいかず、昨晩はほとんど眠れなかったのだ。

　対応策として、兵士を二つに分けて交代で眠ることにしたのだが……それでも敵軍に攻められている状況でぐっすり眠れるわけがない。

「ああ、もう。矢の精度が落ちてるな……」

　グラムは部下の放つ矢の軌道を見て溜息をつく。

　睡眠不足で集中力が落ちているのだから仕方がない。だが矢の命中率が下がればそれだけ上ってくる兵士も増える。それだけ歩兵に負担をかけてしまう。しかも歩兵たちも睡眠不足である。

「ああ、もう!!　イライラするな！　火炎筒持ってこい。あれで焼き払うぞ」

　ついにロンが火炎筒を敵兵士に向けて放つ。が、火炎筒は十秒しか持たない。

　すぐに燃料の補給が必要なので、その隙をつくように敵は上がってくる。

「クソ、だがここが踏ん張りどころだ。目指せ、将軍!!」

　ヨゼフが欲望を口走りながら剣を振るう。その活躍は他の百人隊長よりも華々しい。

「俺も負けてられないな」

　ロンは右手に槍を、左手に剣を持つ。

「さて、血祭りに上げてやるよ」




　ロサイス軍の投石機やバリスタが唸りを上げて黒色火薬を飛ばし、攻城塔に命中するが……一撃では壊れない。

　四発目でようやく崩れた。

「水を染み込ませて耐火性を上げている……いろいろ補強されてるみたいだし。火の秘薬があれば楽勝だと思ったんだけどな」

　バルトロは溜息をつく。

　敵の攻城塔にはところどころ鉄で補強がされていた。

　表面は完全に獣の皮で覆われ、水がしたたり落ちているのがよく分かる。

　さらに面倒なのは攻城塔にかかっている強化の呪術。

　どうやら一つの攻城塔に三人の呪術師がついて、強化して守っているようだ。

「おい、呪術師を呼んでこい。破壊しないと埒らちが明かねえ」

「了解、今破壊する」

　そう言って現れたのはテトラだ。

　テトラが杖を振るうと、攻城塔から光の粒子のようなものが飛び散った。

　そうして結界を破った箇所に爆弾を集中させて攻城塔を破壊した。

「さすが!!　一発なんてすごいじゃないですか、テトラ様。でもここは敵兵士も上がってきているので危ないです……危ない!!」

　ちょうど城壁を上がった兵士は突然飛び上がり、テトラに襲いかかったのだ。

　だがテトラは冷静に杖を振るう。

　すると鮮血が飛び散り、敵兵士の首が宙を舞った。

「え……仕込み刃ですか？」

「そう。カッコいいでしょ？」

　テトラの杖の先端についていた鞘さやが外れ、刃が姿を現していた。

　鉄製であることは見て取れる。

「もしかして剣術の心得とか？」

「当然。アルムスに習った」

「さ、さすがっすね……。頼りにしてます」

「了解」

　テトラは親指を突きだした。




「おい、ロン!!　水堀に橋をかけられた!!　破城鎚がくる！　早く爆ばく槍そうで爆破してくれ!!」

「ちょっと待て！　今忙しいんだよ!!」

　ロンは大慌てで周辺の敵を切り裂きながら部下に指示を出し、破城鎚の爆破を命じた。すぐに破城鎚に向かって爆弾がついた投槍……爆槍が向かう。

　だが破城鎚を破壊できなかった。破城鎚は鉄製の屋根に覆われていたからだ。さらにその屋根には何十もの結界と呪石が練り込んであったようで、その衝撃は下にいる兵士にはほとんど伝わらなかった。

「鉄製の屋根だと？　ふざけんなよ!!　ええと、足元だ!!　橋をぶっ壊せ」

　ロンの命令通りに爆槍が投げられ、橋に見事に命中する。

　橋はあっさり破壊され、破城鎚は水堀の中に沈んだ。

　一安心である。

　だが……。

「破城鎚……まだまだたくさんあるじゃないか……」

　ずらりと並ぶ破城鎚を見て、ロンは泣きそうになった。

　爆槍の在庫はそれなりにあるが……。

　限度は存在する。

　今回は火炎筒に数を取られてしまっていることも大きい。

「尽きたらどうしよう……」

　さらに攻城塔の攻撃も激しさを増す。

　ときおり敵の投石機により、こちらのバリスタや投石機も破壊されてしまう。

「よし、結界解除した。早く火の秘薬を！」

　ルルの指示でバリスタから爆槍が放たれ、攻城塔に命中した。崩れて、乗っていた弓兵も地面に落下する。

　そこに弓兵の矢を集中させ、できるだけ敵側の弓兵を中心に削る。弓兵が死ねばこちらもやり易くなるからだ。

　午前の戦いはところどころロサイス軍が劣勢を見せながらも、全体的な戦況では優勢だった。

「ふむ」

　アルムスは一通の手紙を読んでいた。

　鷹便で届けられた手紙だ。アルムスの頰が緩んでいるところから、朗報であることが分かる。

「バルトロとボロスを呼んできてくれ」

　アルムスが兵士に命じると、すぐに二人がアルムスのところにやって来た。

「どうしましたか、総司令官？」

「作戦の第一段階が成功した。大成功のようだ。敵は全く気付いていない」

　アルムスの言葉に、二人も頰を緩ませる。

「この調子なら今日の夜には第二報が届きそうですね。総司令官」

「ああ、第二段階まで成功したら俺たちの勝利は確実だ」





　　　　　※






　一方、三時間ほど遅れてカルロとトニーノのところにも鷹便が入った。

　こちらは凶きよう報ほうである。

「ド、ドレス村が陥落しただと!!」

　トニーノの元に、補給基地であるドレス村がロサイス軍の騎兵三千に奇襲されて陥落したという報が届いたのだ。

　トニーノの手が震える。それはつまり補給線を断たれ、背後に回り込まれたことを意味した。

　だがトニーノはできるだけ心を落ち着かせる。

　敵は騎兵らしい。問題はどこから湧いて出てきたのかということだが、恐らくはロマリアの森を越えてきたのだろう。そこ以外の侵入経路は考えられない。

　トニーノからすればあんな森を越えるなんてあり得ない。あそこへ下手に足を踏み入れればグリフォンの祟たたりがあると言われているし、そもそも自分たちは小さいころから「良い子にしないとグリフォンが食べにくるぞ」と教わって育ってきたのだ。

　しかし、よく兵士が従ったものだ。そう言えば今回の総大将はグリフォンの息子だと聞いていた。ただの噂だと思い、森周辺への見張りは手薄のままだった。完全に自分のミスだ。

　一応、ドレス村には千の兵で守りを固めていたが……三倍の兵力差では落とされても仕方がない。

　トニーノはすぐに豪族やその他将軍、千人隊長たちを呼び寄せて退却するか否か、会議を開いた。結論はすぐに出た。否である。

　補給路が一時的とはいえ断たれた以上、安全を考えて退却するのが兵法では常識である。だがこの戦争には政治が絡む。故に退却するという選択肢は採れない。採ってはならない。

　今回の戦争に参加している豪族たちはほとんどがカルロ派だ。

　カルロの王位継承がかかるこの戦争は、豪族たちの今後を決める戦争でもあるため、そう簡単に引けないのである。

　もし敗北した場合、カルロではない次代の王が自分たちを厚遇してくれる可能性は限りなく無に近い。いや、領土を保障してくれるだけマシ。何人かの弱小豪族は間違いなく取り潰される。少なくとも自分たちならそうする。

　自分と家族の命、領土、財産、名誉。すべてが撤退により崩れ去る可能性がある以上、もう後には引けないのだ。

　採れる選択肢は一つ。すぐにドレス村を奪い返し、補給路を再構築する。

　敵は寡兵で地の利はこちら。十分に勝算はある。

「大丈夫だ。軽歩兵を四千と騎兵を千送ろう。ああ……騎兵の数が揃そろっていれば良かったのだが。ドモルガル王はロゼル王国を怖がるばかりで少ししか貸してくれなかったからな……」

　敵は騎兵とはいえ、こちらが送るのは歩兵四千と騎兵千。この戦力差なら間違いなくドレス村は取り戻せる。

　これで背後の憂うれいは排除できるはずだ。

　こうしてトニーノが五千の兵を別働隊として本隊から割いたため、テリア要塞を攻める兵力は二万になった。結果、ドモルガル軍の攻撃力が大きく低下した。




　その日の午後は午前と戦況は大して変わらなかった。

　ただロサイス軍の千人隊長以上の者たちだけは少しだけ浮かれていて、ドモルガル王の国の千人隊長以上の者たちは落ち込んでいたと記しておく。




　そして夜の戦い。

「相変わらずうるさいよな……」

「本当ですね。千人隊長。ところで昼の俺の戦いぶりは見ましたか？」

「うん、見た見た。あとイライラするから黙ってくれ。眠いんだよ」

　ロンとヨゼフは敵軍を睨にらむ。

　敵は太鼓を鳴らしたり、大声を上げたりするだけで攻める様子はない。

　だが敵に囲まれているという状況は本当に精神が疲ひ弊へいする。

「籠城戦は大変だな。食糧が足りてる分、マシだけどね」

　これで長期戦になったら地獄だろう。

　もっとも、長期戦にはならない予定だが。

「ところで俺は作戦を知らないんですけど。どんな作戦ですか、千人隊長！」

「言うわけないだろ。百人隊長に。まあ、明日には分かると……」

　ロンの瞳に一匹の梟ふくろうが映る。梟はロンの肩の上に止まった。

「ソヨンか？」

　梟は静かに頷く。

　梟は五、六羽注文したが、乗りこなせている呪術師はソヨンしかいない。

　元々魂たま乗のせを行うには何年もかけて信頼関係を作らなくてはいけないのだが……ソヨンは魂乗せには天てん賦ぷの才があるようで、あっさりと乗りこなして見せた。

　ロンは梟の足に括くくりつけられている手紙を取り外す。

「じゃあ気をつけろよ。まあ、真夜中だからそう簡単には見つからないだろうけど」

　梟は闇夜に溶け込むように飛び去っていった。

「千人隊長、何ですか？　それは」

「まだ開けてないけど。良い報告だと思うよ」

　ロンはそう言って、手紙をアルムスのところに持っていった。

　手紙を読み終わったアルムスは、それを慎重に折りたたんでポケットにしまった。

「よし、俺たちの勝利は確定した。明日は……多分追撃戦だな」

　俺は頰が緩むのを感じる。

　ようやく面倒な籠城戦は終わりだ。

「ロン。他の将軍たちに連絡しろ。守りから攻めに転じると」

「了解です!!」

　ロンは駆けていく。その様子を見てバルトロは笑う。

「本当に成功するとはね。敵に連絡が届くのは明日の朝か。敵さん驚くでしょうな」

「だな。恨みを晴らしてやろう。酒でも飲むか？」

「いいですねえ。勝利の前の美酒ってやつですね」





　　　　　※






「いやあ、いい朝だね。うん。敵は眠くて仕方がないだろうけど。さあ、カルロ様。今日も元気に攻城戦をしましょうか」

「そうだな、トニーノ。俺は早く帰りたいよ。正直ね。一週間も待ちきれないな」

　二人は爽やかな朝を迎えた。

　そんな和やかな雰囲気の二人に、兵士が全速力で駆けてきた。

「なんだ？　そんなに急いで」

「大変です!!　ブラウスの街が陥落しました！」

「……え？」

　ブラウスの街とは、アス領と隣接するドモルガル王の国の豪族の屋敷のある場所だ。

　ブラウス家はドモルガル王の国の中でも五指に入るほどの家で、カルロ派筆頭である。カルロ派＝ブラウス派と言ってもよい。

　ハハハ、トニーノは笑い、兵士の顔色を確かめる。

　冗談じゃなさそうだ。

「えっと……その情報が正しいと、後背地は全て敵に奪われたことにならない？」

　爽やかではない朝に変わった。





　　　　　※






　時はテリア要塞でロサイス軍とドモルガル軍が攻防を繰り返している日まで遡さかのぼる。

　アルムスたちがドモルガル軍に籠城戦を繰り広げる中、ライモンド、ロズワード、ヴィルガル、リア、ソヨン、エクウス族のムツィオは別働隊としてアデルニア山脈を下っていた。下りきったらロマリアの森を抜けることになり、ドモルガル領に入る。

　荷馬車は流石さすがに森の中を通るのが難しいので、分解して持ち運んでいる。釘くぎを使って組み立てればすぐに完成するようにできている。

　荷馬車は略奪品を持ち運ぶ以外にも、負傷兵や要人の捕ほ虜りよを運ぶのに必須なのだ。

　今回の作戦はドモルガル軍がテリア要塞に夢中になっている隙に、森の中を通ることでドモルガル王の国に侵入し、補給基地を破壊して、荒らし回ることだ。

　そうなればドモルガル軍は引き返さざるを得なくなる。

　それを本隊が追撃して打撃を与える。

　その後、別働隊はできるだけ逃げ回ってドモルガル軍を疲弊させ、頃合いを見て、本隊と合流してドモルガル軍を討ち破る。

　疲弊したドモルガル軍を討ち破るのは容易いだろう。

「それにしてもよくこんなに木々が茂る森の中にある獣道が分かるな」

「ここの森は私やロズワードの庭みたいなものですから」

　ソヨンがムツィオの質問に笑顔で答える。

　当然下調べもしてあるので、その先導には迷いはない。

　兵士たちもソヨンたちの道案内のおかげで天罰を気にせず行軍できている。

「ドモルガル王の国に入ってからも安心してください。私はドモルガル王の国の出身ですから。十歳の頃まではあそこに住んでましたし」

　さらに鷹や梟で事前に地形の調査も行っている。

　地理は完璧だ。

「おっと、そろそろ森を抜けるな……全員、気を引き締めろ」

　ライモンドが全軍三千に指示を出す。

　一応、この別働隊の指揮官はライモンドだ。

　ムツィオが王子である関係上、それ以上の身分の人間でないと司令官が務まらない。

　ライモンドには騎兵を指揮した経験はないが……その辺はロズワードや、スペシャリストであるヴィルガル、ムツィオがいる。

　ゆえに問題はない。

「おお、ようやく森を抜けた！　さあ、隊長。早速行きましょう！」

　そう言って駆け出そうとするヴィルガルの首を摑み、ロズワードは止める。

「ううぇ、痛いじゃねえですか！」

「バカ、もう暗いだろ。まともに行軍できないよ」

　すでに日は落ちかけている。

　今から作戦を開始すれば、全軍散り散りになって迷子になってしまう。

　松明を持ちながらだと、目立ちすぎてしまう。

「ここから十分くらいのところに小川があります。木の密度も薄いので、泊まれると思いますよ」

　ソヨンが森を指さしながら言う。

　馬は森の中を走れないし、歩ける場所を選んでいるため時間がかかってしまう。

　森を抜ける頃には夜になっているのは想定済みだ。

「まあ、よいではないか。馬も疲れているしな」

　ムツィオが賛同したことで、森の中で一泊することが確定した。




　早朝。

　まだ日が昇り切っていない朝。

　薄暗いが、全く前が見えないわけではない。

「さあ、行こう！」

　ライモンドを先頭に別働隊が動きだし、そして何の警戒もしていなかった村はあっという間に占せん領りようされた。

　村人たちはドモルガル軍が敗北したと思い込み、すぐにライモンドに頭を垂れた。

「お願いです。食糧は全て差し上げます。村の若い娘も差し上げます。だから村人を全て奴隷にするのは……」

「いや、食糧も女もいらない。我々は急いでいるのだ。……いや、やはり村長。あなたにはついてきてほしい」

　ライモンドはそう言って、ロサイス王の旗を立てることだけを命じて、村長を一人だけ攫さらってあっという間に立ち去った。

　村人たちは去っていく騎兵をポカンとした表情で見つめるだけだった。

「よかったんですか？　せめて焼き払うくらいはしてもよかったのでは？」

　ムツィオがライモンドに聞く。

　ライモンドは首を横に振る。

「いえ、その必要はありませんよ。ここ周辺の食糧は全てドレス村に集まっています。いま村に残っているのは村人が必要最低限食べる分だけ。それを燃やしても二万五千の敵には大した損害は与えられない。むしろ我が軍は抵抗しなければ何もしないということを示した方がいい。ですね、村長殿」

　ライモンドは荷馬車に乗せられた村長に笑いかける。

　村長は思わず身み震ぶるいした。

　それに呑気に奴隷を引き連れながら歩く余裕もなければ、殺している暇もないという理由もある。

　別働隊は次々と村を占領し、旗を立て村長たちを攫っていった。

　抵抗の意思を見せる村には攫った村長を遣わして、無血開城（村）させていく。

　そしてその日の正午にはドレス村に到着した。





　　　　　※






「どういうことだ!!　本軍が壊滅したという情報は入っていないぞ！　どこから敵軍は現れた!!」

「いえ……それが全く見当もつかず……」

「じゃあ呪術で瞬間移動したとでも？　そんな真似が出来るわけないだろ!!」

　ドレス村守備隊長は怒鳴り散らした。

　守備隊長の気持ちももっともである。

　なんの報告もなく敵軍が三千も現れたら、混乱してしまうのはおかしなことではない。

「それで敵はすべて騎兵なのだな？」

「はい。そのようです」

「では門を閉じて固く守れ!!　我々は千の歩兵しかいない。騎兵は相手にできん」

　ドレス村は非常に強固な要塞だ。

　石と木材を組み合わせて作られていて、城壁も高い。

　城門は開閉のために木製だが、何枚も木を張り合わせて、呪術師が物理結界を張っているのでちょっとやそっとでは破れない。





　　　　　※






「それでどうやって突破しますか？」

「こればかりは攻城戦で落とすしかないでしょうね」

　ライモンドはそう言ってから一度言葉を切る。

「取り敢えず降こう伏ふく勧かん告こくをしますか。村長さん、よろしくお願いします」

　ライモンドはにこやかに笑って、村長たちを守備隊長のところに向かわせた。

「申し訳ありませぬ！」

　村長はまず土下座して守備隊長に謝った。

「致し方がない。お前たちの村には兵はいないからな。それでお前たちが来たのは……降伏勧告のためであろう？」

　守備隊長の言葉に、村長は震えながら首を縦に振る。

「異常に気付いたドモルガル軍が必ず駆けつけてくれる。それまで我々は抵抗を続けるつもりだ。降伏するのは貴様らだ、と伝えろ」

　村長は大急ぎでロサイス軍のところへ戻った。

「ふむ。まあ致し方がないか」

「ようやく戦闘ですね」

　弓を取りだして、ムツィオは嬉しそうに言う。

　別働隊、初めての戦闘だ。

　初めにムツィオたちが馬で一気に接近し、一斉に二千本の矢を村に向かって放つ。

　馬に乗りながら、弓を射るのは高等技術だが生きつ粋すいの騎兵である彼らにとっては容易いことだ。

　ドモルガル側も必死に矢を放って応戦するが、しかしエクウス騎兵は動き回っている上に矢を放つとすぐに距離を取ってしまうため、中々矢が当たらない。

　ロサイス騎兵は馬に乗ったまま矢が打てないので、馬から降りてバリスタや小型の投石機で攻撃を加える。

　石や太矢だけでなく、黒色火薬の爆弾も投とう擲てきされ、着実に要塞にダメージが入る。

　そして矢や投擲物による攻撃でドモルガル兵の気が逸れたところで、ロサイス兵が近くの木を伐り出して作った破城鎚で、城門を攻撃し……ついに破壊に成功した。

「突撃!!」

　ロサイス軍が壊れた門から流れ込み、戦いはあっという間に決着がついた。

　最後まで抵抗したのは守備隊長だが、多勢に無勢。すぐに捕らえられた。

　また村長たちの呼びかけにより、ドレス村の村人たちは無抵抗で別働隊に拘束された。ライモンドは村人と、捕らえた敵兵士数百人を集めて宣言する。

「我々は我が国を侵略しようとしているドモルガル王とその部下に用がある。よって村人たちを殺すつもりはない。その代わり、補給基地にある全ての食糧庫の位置を教えなさい。安心してくれ。君たちが食べるのに最低限の食糧は残そう」

　村人たちは歓喜の声を上げた。

　彼らからすれば食べていけるだけの食糧が残るなら、何も問題はないからだ。

　そしてドモルガル兵たちに告げる。

「本来ならば君たちを殺さなくてはならない。だが君たちにも家族がいるだろう。ゆえに殺しはしない。その代わり伝えて欲しい。我々の目的はドモルガル軍だけ。抵抗しなければ村人は助けると」

　ライモンドはそう言って、兵士たちに全ての武装を解除させて逃がした。

　逃がした理由は三つである。

　一つ、皆殺しにする時間ももったいない。皆殺しにしようとすれば抵抗も予想される。

　二つ、皆殺しにすればこの先、ドモルガル軍の抵抗が激しくなる。仇かたきを討とうと敵の士気も上がってしまう。逆に降伏すれば殺さないと分かれば、これからの行軍がスムーズになる。

　三つ、捕虜にして連れ歩いたりするのは行軍速度を遅くするためできない。

　以上である。




「ここが最後の食糧庫か？」

　ロズワードが尋ねると、村人は頷く。

　ロズワードはヴィルガルに命じて、黒色火薬と油を設置させ火を放つと、燃え始めた。

「もったいないな……あれだけの小麦があれば何万人も養えますよ」

「重いだけだよ。それにもっと良い物がある」

「そのいい物って何なんですか？　もったいぶってないで早く教えて下さいよ、隊長」

　ヴィルガルの言葉に、ロズワードが首を捻る。

「あれ？　最終目標言ってなかったっけ？」

「お楽しみって言って教えてくれなかったじゃないですか!!」

　ヴィルガルの言葉に、他の隊員も頷く。

　ロズワードは頭を掻きながら笑ってごまかす。

「あはは、すまない。今回の目標はここら辺一帯の豪族ブラウス家の屋敷のあるブラウスの街……つまり柘榴石ガーネツト鉱山のある街だよ」





　　　　　※






　ブラウス家はドモルガル王の国では五指に入るほどの大豪族である。

　その資金源は柘榴石ガーネツトの鉱山にある。

　エクウス族の三の妃きさきの持っている柘榴石の首飾りも、ブラウス家の柘榴石鉱山から採れた石を使用している。

　現在ブラウスの街を守るのはブラウス家次男、ルネ・ブラウスである。

　当主であるブラウスと、その長男はロサイス王の国を攻めている最中だ。

「あーあ、僕も戦争に行きたかったよ。そうすれば僕の見えない斬撃でアルムスとかいう敵将を倒せたのに」

　ルネは残念そうに語り、それにルネの部下が答える。

「だからこそお父様はルネ様に背後を任せたのではないですか？　ルネ様に期待していらっしゃるのです」

「だよね！　やっぱりお前もそう思うか!!」

　ルネは上機嫌だ。

　とりあえずルネ相手には機嫌を取っておけば問題ない事を部下は知っている。

　実際のところを言えば、ルネには全く軍才はない。そして武力もない。ゆえにルネの父親はルネを連れていかなかったのだ。

　だがルネは全くの無能というわけではない。

　ルネは臆おく病びようで、慎重な性格であるため軍人には向かないが、文官としては才能を示している。そしてその慎重な性格が鉱山の安全な拡張に貢こう献けんしているのだ。

　八年前の大飢饉を繰り返さないために、柘榴石で得た利り潤じゆんで、牛や馬を購入して農業の生産力を上げるのもルネの発案である。

　そのおかげか、八年前の大飢饉以来、ブラウス領の農業生産力は大きく上がっている。

　柘榴石を国内の商人が豪族だけでなく、他の国……エクウス族などに売却するなど、その販路拡大にも大きな貢献をしている。

　なんだかんだでルネの政治家としての能力はみんな認めていた。

　本人は軍人になりたいようであるが。

　そんなルネのところに急報が届く。

「大変です!!　ロサイス軍によりドレス村が陥落しました！　現在、ロサイス軍はまっすぐこちらに向かってきています！　その数、約三千です！」

「あはは、面白い冗談だね。ロサイス軍はテリア要塞に閉じこもっているって戦場の父さんから鷹便が昨日来たばかりだよ。……え、本当なの？」

　ルネの額に冷たい汗が浮かぶ。

「ルネ様!!　今こそルネ様の見えない斬撃が役に立つときじゃないですか!!」

「いやいや、あれは冗談だから。えっと……まずは街中の兵士を集めろ！」

　ブラウスの街は城じよう郭かく都と市しである。

　その財力で築いた城壁はドモルガル王の首都を囲む城壁の次に高く、丈夫だ。

　迎撃のために、数少ないブラウスの街の兵力を掻き集めていると、すぐにロサイス軍が姿を現した。

　ルネは慌てて物見台からロサイス軍の数を確認する。日は落ちかけているため、正確な数は把は握あくできないが……報告通り、最低でも三千は確実にいる。しかも全て騎兵だ。

　早馬による報告が来てから、半日での到着。異常な速さだ。

（……もしかして騎兵の機動力を利用して？　エクウス王の国と同盟を結んだ、と確かに事前に情報は来ていたが……しかしどうやって我が国の軍を出し抜いた？）

　だがいくら考えても、答えは出ない。

　分かるのは敵の数が約三千であり、そしてブラウスの街には防衛戦力はほとんど残されていないということだ。

　そうこうしているうちに、ロサイス軍はあっという間にブラウスの街に接近する。

　そして一頭の騎兵が前に進み出る。

「この街に守備兵力がいないことは分かっている。降伏せよ！　降伏すれば、命だけは助ける！」

「こ、降伏するしかないか？」

　男の声を聞いたルネは、部下に尋ねる。部下は小さく頷いた。

「たとえ降伏を拒否しても、我々の兵力では大した抵抗はできません。援軍がすぐに来てくれれば話は変わりますが……当てはありません。……降伏するしかないかと」

「わ、分かった。受け入れよう」




「うう……何でよりによって、僕が留守番している時に攻めてくるんだ……」

　ルネは縛られたまま、悔しそうに顔を歪める。

　その瞳には涙が見える。

「まあまあ、そういうこともありますよ」

　ライモンドはルネを慰なぐさめる。

　なんだか同情心が湧いてきたのだ。

「うわあ！　すげえ、柘榴石がこんなに!!」

　ムツィオは楽しそうに略奪を開始する。

　頼みの自国兵士や呪術師たちは拘束されているため、抵抗もできない。

　エクウス族は悔しそうに遠目から睨みつけている商人や、街の有力者の家から金品を強奪する。

　中には香こう辛しん料りようや金きん細ざい工く、ガラス細工などの外国の嗜し好こう品ひんも沢山あった。

　宝の山である。

　唯一安心したのは街の中流以下の住民だ。彼らは穀物や塩、娘くらいしか略奪されるようなモノを持っていない。当然のことながらいくら野蛮なエクウス族も、財宝の山を前にわざわざ貧民から穀物や塩を奪わない。というか奪う時間がもったいない。

　それにブラウスの街は鉱山都市でもある。つまり鉱夫たちが大勢生活している。彼らのための息抜き施設……つまり娼館も多い。娼館も無料という御達しを受けたエクウス族たちは娼館に押しかけた。

　そんなこんなでロサイス軍のブラウスの街の占領は（一部を除いて）非常に平和的で穏当なモノだった。

「隊長！　俺は隊長に仕えることができて幸せです!!」

　両手に山のような財宝を抱えたヴィルガルは上機嫌でロズワードに言う。

　頭には金の冠かんむり、首には見るだけで肩こりしそうになるほどの首飾り。

　亜麻の服も脱ぎ捨てて、紅い美しい絹の服を着ている。

　恰好だけなら豪族や成金商人だが、生憎顔と雰囲気がそれを台無しにしているため、財宝を見つけた海賊のような印象を受ける。あながち間違っていないのが悲しい。

　ヴィルガルたちが上機嫌なのはこれだけの金があれば自分自身を買い戻すことは容易だからだ。

「言っておくけど、街から徴収したモノは後で全軍で分けるから、それは全部お前の物になる、というわけじゃないぞ」

　ロズワードはヴィルガルをたしなめる。

　基本的にロサイス軍は兵士個人の略奪を禁じている。奪い合いによる殺し合いが起きるからだ。戦争で得た物は土地も含めて、あとで平等に分配するのがルールだ。「分かってますって……ところで隊長はなにをしてるんですか？」

「書類を集めてるんだよ。各村の位置とか村長の名前とかが書いてある。毎年の税収もね。うちの領ほどじゃないけどなかなか正確だ。兄さんと同じような発想をする奴がいるとはね。本当に凄い」

「いやあ、それほどでも」

　ルネが照れ笑いする。ロズワードはルネに近づく。

「俺の名前はロズワードです。アス領領主アルムス様の一の家か臣しんです。あなたには我々に人質として、同行してもらいます」

「ははは！　誰が人質なんかに……」

　そう言いかけたルネの首筋に、冷たいモノが当てられる。いつの間にか、背後に回り込んだリアが剣をルネの首元に当てていた。

「同行して下さい」

「よ、喜んで！」

　ルネは引ひき攣つった笑みを浮かべる。

　そして一仕事終えたリアは、自分の恋人であるロズワードに笑いかけた。

「これでいいよね？」

「え……うん、まあ……いいけど（浮気とかしたら、殺されそうだな……）」

　ロズワードは絶対に浮気はしないと決意した。

　戦利品や重要書類の確保が終わると、ライモンドは全軍をまとめ上げた後にソヨンに声をかけた。

「さて、ソヨン殿。梟便をお願いできるか？」

「分かりました。今夜中には領主様のお耳に朗報を入れてきますよ」

　ソヨンはそう言って駆けていく。

　真夜中に梟を襲える生き物など存在しない。真夜中の梟便は一番安全な伝達手段である。

「さて、今夜はよく寝て英気を養ってくれ。明日は大急ぎでドレス村からやって来る敵を撃破しなければならない。その後もう一度ドレス村の再占領。後はアルムス殿の指示や現場の状況次第で臨機応変に。では」

　ライモンドは兵士にそう告げた。





　　　　　※






　二日目午後。

　ドレス村奪還の命を受けたのはブラウス……つまりブラウス領の領主である。地の利に長たけているだろうというトニーノの差さ配はいだ。

　ブラウスはまず騎兵だけを先行させて、ドレス村の様子を確かめた。

　そして歩兵を急がせながら行軍させた。

「なに？　ロサイス軍は去った後だと？　目的地は……ブラウスの街!!」

　ブラウスは強行軍で、千の騎兵と四千の歩兵を率いてブラウスの街に向かう。

　これは悪戯いたずらに兵を疲弊させるだけで、明らかに下策だった。

　しかしブラウスを責めることはできない。自分の領土と財産、そして家族の命がかかっている中で、平へい静せいでいられるはずがない。

　強しいて言うならば、トニーノの差配ミスである。

　だがトニーノに全ての責を負わせるのも酷な話だ。まさか敵がそこまで大胆な動きを見せるとは思わなかったからだ。

　全ては不幸の連続であり、ロサイス軍の掌てのひらの上だった……。

　しばらくして七日間戦争は三日目を迎える。





　　　　　※






　三日目の早朝、テリア要塞。

　現在、ドモルガル軍の軍事会議は大いに揉めていた。

　撤退すべきという意見と、このまま要塞への攻撃を続けるべきだろうという意見だ。

　すでにブラウスの街が陥落した時点で、撤退しなければならないのは目に見えている。だが豪族たちもそう簡単には引き下がれない。

　戦争はとにかく金がいるのだ。

　少しも儲けることができていないのに撤退などできるはずがない。

　このままでは破産の恐れもあるのだ。

「撤退しよう」

　今までずっと黙っていたカルロがそう発言した。

　一瞬で静まり返る。

「い、いいんですか！」

　トニーノが震える声でカルロに聞く。

　今撤退すればカルロが王位を得ることは不可能になる。

「仕方がないだろう？　今は損害が大きくない内に撤退すべきであると思う。幸いなことに大きな損害はまだ出ていない。ブラウス領から敵を駆く逐ちくした後に、もう一度作戦を立て直してからでも遅くはないだろう。このまま泥沼にハマるよりは随ずい分ぶんマシであると思う」

　主であるカルロが撤退するという。

　トニーノを含めて、将軍たちは黙るしかなかった。

「分かりました。撤退の準備を始めましょう。私が殿しんがりを引き受けます」

　トニーノの言葉を最後に軍事会議は終了した。

　ドモルガル軍は撤退の準備を始めた。





　　　　　※






「敵が撤退の準備を始めているようです」

「そうか。じゃあこちらも追撃の準備を始めようか」

　ロサイス軍は僅わずかな兵だけを要塞に残し、残りのほぼ全軍で追撃の準備をする。

　ドモルガル軍が背を向けて撤退を始めるのと同時にロサイス軍は城門を開け放ち、激しい追撃を始めた。

　アルムスを先頭に、追撃戦が始まる。

　爆槍や投石器で黒色火薬を投げつけてから、敵の殿に突撃する。

　二倍の兵力差があるとはいえ、士気が落ち切って撤退するドモルガル軍は、士気が最高潮に上がり、総司令官自ら正面に立って戦うロサイス軍の勢いに勝つことができず、大きな損害を受けた。

　ドモルガル軍がロサイス軍を振り切り、なんとかブラウス領に逃げ帰った時には二万の兵力が一万五千まで縮小していた。

　ロサイス軍はさらに打撃を加えるためにブラウス領に侵入。

　周辺の村々はドモルガル軍の敗北を知るとすぐに頭を垂れて、降伏した。





　　　　　※






　四日目。

　ドモルガル軍一万五千はその日も激しい追撃を受けながらも、昼頃にはなんとかドレス村に到着した。防衛設備はすべてロサイス軍に破壊された後なので、一から作るしかない。

「まったく、ブラウス殿、どうして……」

　トニーノは溜息をつく。

　ブラウスの街を奪還しに向かうという連絡はトニーノのところにも来ていた。

　だが兵力が大幅に減ってしまった現段階では五千は非常に貴重な兵力だ。

　鷹便を使って至急戻るように命じたが、戻ってくる様子はない。

「トニーノ様……ドモルガル王様から御返事が届きました……」

　三日目の朝にドモルガル王のところに援軍要請を出していたのだ。

　トニーノはドモルガル王からの返事を読む。

「そうか。その顔ではよくなさそうだな」

　要約すると、助けに行きたいがロゼル王国が侵入しようとしているので下手に動けない。至急軍の編成を急いでいるため、あともう少し、せめて三日は耐えてくれという内容だ。

「どうしますか？　トニーノ殿」

　豪族たちがトニーノに視線を向ける。全員顔色が悪い。

「まずは兵を休ませよう。そしてブラウス殿の五千が帰るのを待つ。その後、野戦で決着をつける」

　ドレス村は要塞ではないし、防衛設備も破壊されてしまっている。

　ここで戦うよりも、野戦で決着をつけた方がよい。

「敵は待ってくれますか？」

「敵も別働隊が到着するまでは動かないだろう。つまりブラウス殿が戻ってくるのが先か、敵の別働隊が戻ってくるのが先かの勝負だ」





　　　　　※






　一方、その頃アルムスはエクウス族からもらった馬と戯たわむれていた。

「サクラ。俺はお前がいるからもしかしたら負けるんじゃないかと心配だったんだぞ。でもお前は大活躍だ。やっぱりお前は不幸馬なんかじゃない。うん」

　俺はサクラと会話する。名無しの名前だが、サクラにした。

　由来は馬肉……噓だよ嚙かむな。

　毛並が太陽みたいだから日本を連想して、そこからサクラ。ほら、女の子だし。

　……散り易いは禁止。

「アルムス。ボロスたちが呼んでいる」

「分かった。今行こう」

　俺はテトラと共に幕営に戻った。

　すると、俺を最初に出迎えたのはボロスだった。

「アルムス殿、今なら勝てますぞ。さらなる追撃を加えましょう！」

　実際、今のロサイス軍は勢いに乗っていた。今なら二倍の兵力差でも勝てるかもしれない。

　だが油断は禁物だと思う。窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙むとも言う。

　敵の援軍が来るのは相当先のようだし、しばらくは様子を見ていいだろう。

「とりあえず別働隊の到着を待とう。今日の夕方には到着するようだし。それに兵たちも連日の追撃戦で疲れている。今日はぐっすりと休ませてやろう。酒でも出してね」

「いやあ、さすが総大将。いいですね、酒」

　バルトロは酒を飲みながら言う。バルトロも俺と同様に、兵士を休ませながら様子を見るべき、という意見のようだ。

　というかお前は控えろ、馬鹿。





　　　　　※






　一方、その頃ロサイス軍別働隊とブラウス率いるドモルガル軍は睨みあっていた。

　時間は正午。

　太陽が両者の頭上で輝いている。

「私はこの別働隊を率いるライモンドです。あなたの妻、息子、娘含めて全てこちらが預かっています。全員無事です。大人しく返してほしければ投降してください。なんなら我が国の一員になりませんか？」

　ライモンドは一歩進み出て、敵将であるブラウスに降伏を勧める。するとブラウスは顔を真っ赤にして、怒鳴った。

「誰が!!　今すぐ戦で取り返してやる！」

　交渉はあっさりと決裂する。

　ライモンドはブラウスの家族の一人を殺そうか悩むが、相手が怒るだけで特に得はなさそうなので止める。

　こうして戦いの火ひ蓋ぶたは切って落とされた。

　まず初めに、エクウス騎兵二千が敵重装歩兵に限界まで近づき、一斉に矢を放つ。

　矢が雨のようにドモルガル重装歩兵に降り注ぐ。

「やはり騎兵には騎兵で対抗するしかないか……騎兵隊！　突撃!!」

　ドモルガル騎兵、千がエクウス騎兵に突撃する。

　エクウス騎兵は蜘く蛛もの子を散らすように逃げていき、調子にのったドモルガル騎兵はドモルガル重装歩兵から随分と離れたところまで、エクウス族の騎兵を追撃する。

　ある程度距離を取ったところで、エクウス騎兵は急に反転。

　二倍の兵力差を活かし、一気にドモルガル騎兵を取り囲んでしまった。

　こうしてドモルガル騎兵が身動きが取れなくなっている隙に、ロサイス騎兵がドモルガル重装歩兵の側面に回り込む。

　ドモルガル王の国の歩兵戦術は、ロサイス王の国と同様にファランクスであり……そのため側面が非常に脆ぜい弱じやくだ。

　そしてロサイス王の国の騎兵は、エクウス族の騎兵ほど巧みに馬が操れるわけではないが……鐙あぶみを装備しているため、槍に体重をかけて突撃することができ、突破力に優れている。

　あっという間に側面を守る軽歩兵を蹴散らし、ロサイス騎兵がドモルガル重装歩兵部隊の脆弱な側面を食い破った。

　陣形はあっさりと崩壊し、ドモルガル軍は逃走を開始する。

「逃がすか!!」

　そこへ激しくロズワード、リア、ヴィルガル率いるロサイス騎兵と、ドモルガル騎兵を蹂じゆう躙りんし終えたムツィオ率いるエクウス騎兵が激しい追撃を加える。

「さて、ブラウス殿。大人しくしてください。すぐに息子さんに会わせて差し上げますよ」

　ロズワードはブラウスの乗る馬の尻に槍を突き刺す。

　馬は大暴れして、ブラウスは落馬する。

　身軽なリアが馬から飛び降りて、ブラウスを上から拘束した。

「敵将ブラウスを捕らえました!!」

　こうしてあっさりとロサイス軍別働隊が勝利した。





　　　　　※






　その日の夕方。

　ロサイス軍別働隊がロサイス軍本隊であるアルムスと合流したのと、ドレス村に立て籠るドモルガル軍がブラウスの敗北を知ったのはほぼ同じだった。

「よくやってくれました、義ち父ち上うえ」

「はは、まあ私は特に何かをしたというわけではありませんが。すべてはムツィオ殿とロズワード殿の頑張りのおかげです」

　ライモンドはにこやかに答える。

　実際のところ、ライモンドはそこまで役に立っていない。強いていうなれば、いること自体がエクウス族への抑止力になったことである。

「それとこれが戦利品です」

　ライモンドは手に入れた財宝とブラウス一家を見せる。

　ブラウスは苦々しく言った。

「いいか、俺の息子が必ずお前等の首をはねるからな……」

「それはどうでしょう？　あなたたち家族全員を人質に取ればあなたの息子は動けないんじゃないですか？」

　一人二人ならまだしも、家族全員捕らえられているのだ。

　家族のことが心配でまともに戦えるかどうか……。

「まあ、とにかく、次の一戦で終わる。明日の戦いに備えよう!!」

　ロサイス軍は歓声を上げた。





　　　　　※






　一方ドモルガル軍は葬式のような雰囲気に包まれていた。

　ロサイス軍の追撃で数を減らし、さらに士気の低下によって櫛くしの歯が欠けるように兵士の脱走が相次ぎ、戦う前から兵力が少しずつ減っている。

　その上、近隣諸国がドモルガル王の国の弱体化を見て、領土の侵犯を開始していた。

「トニーノ様。カルロ様が軍議を開かれるようです。御出席ください」

「カルロ様が？　あの方が提案するとは珍しい……分かった」

　トニーノがカルロのいる場所を訪れる。

「まず、第一に現在の我が軍の戦力はどれほどだ？」

「一万五千ほどです」

「敵戦力は？」

「一万三千ほどかと」

　トニーノの問いに満足そうにカルロは頷く。そして尋ねた。

「この中で、ロサイス軍に勝てると思う者はいるか？　いたとしたら具体的な案を出せ」

　全員俯いたままだ。

　いくら兵力や武器の質で優っていたとしても、こちらは士気で大きく負けている。

　戦う前からこちらの兵士は逃げ出すのではないだろうか？

　開戦した直後に総崩れになる可能性だってある。すでに兵士が相次いで脱走しているのだ。

「では降伏しかないな。講和しよう」

　カルロがそう言うと、豪族たちは跳ね起きるようにカルロを見る。

「カルロ様！　このままでは酷く不利な条件を飲まされますぞ！　ブラウス領全てが敵の手に渡るかもしれない!!」

「その通りだね。でも負けたらさらに酷い条件を飲まざるを得ないよ。それに我が国の後ろにはロゼル王国とファルダーム王の国、そしてギルベッド王の国がある。ここで兵力を大きく減らせばもう我が国は必ず滅ぶ。バカな俺でも分かるさ。勝てないんだろう？　なら講和だ」

　カルロに反対できる者は一人もいなかった。





　　　　　※






「アルムス殿。講和の機会を頂き、ありがとうございます」

「いえ、私も貴国とは仲直りをしたいと思っていますから」

　俺はカルロ王おう太たい子しに対してできるだけ友好的に接する。

　格上の国の王太子だしな。

「まずは……一年間の停戦協定でどうでしょう？」

　ふむ、それはつまり南下政策を断念する意思はないということか。

　まあ断念するわけにはいかないというのも分かる。

　今ドモルガル軍を討ち破っても一年の停戦協定は変わらないだろう。

　さらに奥まで侵攻すれば別の話だが、こちらは攻城兵器を持ってきていない。

　敵軍が置いてきた攻城兵器を使うという手もあるが、取りに戻るのには時間がかかり、不可能な話だ。

　ここは一年で手を打つべきだ。

「分かりました。一年の停戦協定で問題ありません。それで賠償についてですが……」

「ブラウス領のすべてを差し上げましょう」

　いきなりの大盤振る舞いに、俺は少し驚いてしまう。

　だがブラウスの街もすでに陥落させてしまっているしな。適正な賠償と言えるだろう。

　しかし……。

　そんなに広い国境は守り切れない。

　おそらくカルロは奪い返せると思ってこの条件を提示してきているのだ。

「ブラウス領は西半分とブラウスの街周辺で結構です。その代わり、鍛か冶じ師しを百名もらえませんか。鉄を打てる鍛冶師です」

「……いいでしょう。鍛冶師百名を貴国に差し上げます」

　これで鉄の大量生産が可能になる。

　まだまだ我が国の鍛冶師は未熟だからな。下手に領土を増やすよりも、そっちの方が遙かに我が国にとって役に立つだろう。

「それと身みの代しろ金きんしだいで、こちらが捕らえた兵士や豪族の関係者は解放しましょう」

　具体的に言うと、ブラウス一家のことである。仮にもドモルガル王の国の大豪族だ。

　多額の身代金が得られるはずだ。

　あとは……。

「あと二つ頼みたいことがあります。一つは正式に条約が結ばれるまで、あなたには我が国に滞在してもらいたい」

「当然のことですね。いいでしょう。もう一つは？」

「もう一つは……」

　俺がその条件を言うとカルロは目を丸くした。

「うわ、あんた性格最悪だな……」

「お褒めに預かり光栄です。……まあ、次期王ですから」
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　俺にとっての勝利条件は俺が王になってユリアを手に入れることである。

　これは別に難しいことではなく、功績がなくても強引にユリアと結婚してしまえば王だ。問題はその後である。

　果たして能力が分からない余よ所そ者ものの新王にどれだけの豪族が従うのだろうか。

　そしてリガル・ディベルは黙って許してくれるだろうか？

　否。

　内戦になるのは確実だ。

　勝利した後に平穏を手に入れるにはこの内戦を勝ち抜かなくてはならない。そして内戦の勝利条件は全ての豪族を俺の下に屈くつ服ぷくさせることである。別にリガルを滅ぼす必要性はなく、彼が俺の下に屈服してくれればいい。まあそんなことはあり得ないのだが。

　さて内戦だが……勝つのはさほど難しくはない。

　ロサイス王の直ちよつ轄かつ地ちと王族の兵力、それにアス家の兵力。

　これはアス派豪族の兵力を合わせれば十分にディベル派を倒すことは可能だ。その上、先の決闘でリガル・ディベルの求心力は地に落ちている。だが問題は一体いつまで戦えば勝てるのか。勝つまでにどれほど死体の山が築かれ、農地が血の海に染まり、荒れ果てるか、それに尽きる。

　敵は目に見えて敵と宣言しているわけではない。もしかしたらアス派の中に、俺が玉座に座ることを快く思わない者がいて、寝返るかもしれない。

　どちらにつくか答えを濁し続ける中立派もいる。彼らが一体どちらにつくのか……そしていつ裏切るのか分からない。それに他国が指をくわえて見ているはずはなく、介入されれば泥沼化は避けられない。

　ベルベディル王の国、ドモルガル王の国、エビル王の国、エクウス族……。

　彼らは遠慮しない。徴用の名の下にロサイス王の国の食糧を奪い尽くし、どさくさに紛れて住民を誘拐して奴隷にして売り払い、そして我が国の領土に居座り、土地や財産を奪うだろう。

　そもそも内線では当然自分の国が戦場になり、敵兵は自国の兵である。そして自分の国の農地を焼き払い、自分の国の兵士に自分の国の兵士を殺させる。それが内戦である。

　終わった後、この手にはどれだけの物が残っているだろうか？

　俺にとって必要なのは勝利ではない。勝利は前提条件。

　その上でどれだけ被害を出さずに、出来れば戦争すら起こさずに、死者を出さずに勝てるか。

　そのために必要なのは、王になるだけの功績。ディベル派への先制攻撃。そして先制攻撃をしても問題ない大たい義ぎ名めい分ぶん。そしてディベル派にできるだけ準備の隙を与えずに兵力を用意することである。

　そうなると一気に難易度が上がる。

　今回のドモルガル王の戦いで俺が欲しかったのは王になるだけの功績だ。

　だが……棚たなから牡ぼ丹た餅もちとはこのことか。いや、強引に落とさせたのだが。

　まさか全て揃えることに成功するとは思わなかった。
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　五日目。

　ロサイス軍は千の兵を残して早々にブラウス領から引き上げて行った。

　そしてすぐにアス領に到着する。

　ロサイス軍をアス領の領民たちの拍手と歓声が迎える。

「じゃあロン。千の兵を与える。アス領で待機してくれ」

「了解しました」

　俺はロンに千の兵を与えて、一度ロサイス軍から引き離す。

　そしてムツィオに言う。

「なあ、お前らもう帰るか？」

「ん？　契約は終わったからな。帰らない方がいいのか？」

「いや、帰ってもいいけど……帰らない方がもっと面白いモノを見れるぞ」

　俺がニヤリと笑うと、ムツィオは不思議そうな顔をしながらも頷く。

「分かったよ。しばらくは残る。……面白くなかったら承知しないぞ？」
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　六日目。

　ついにロサイス軍はロサイス王の国の首都にまでたどり着いた。

　住民たちが喝かつ采さいを上げてロサイス軍を迎える。

「さすがアルムス殿です」

「いやあ、凄いですな!!」

　そう言ってアルムスに駆け寄るのは元ディベル派で、参戦しなかった豪族たちだ。

　彼らは今回のロサイス軍の勝利を聞き、鞍くら替えしたのだ。

　彼らを軽くあしらいながらアルムスはロサイス王に謁見する。

　周囲にはこの戦争に参戦した豪族とその家族、そして元ディベル派の豪族、様子見のためにやってきたディベル派の豪族。

　さらに宮殿周辺に住む住民たちがそれを囲む。

「さて、アルムス・アスよ。今回の戦争、ご苦労だった。褒美はなにが欲しい？」

「では……」

　全ての豪族が見守る中、アルムスはしっかりと言った。

「ユリア姫と王位、そしてこの国を」

　静まり返る豪族たち。

　ロサイス王はすぐそばにいたユリアに自分の王おう冠かんと杖とマントを手渡す。

　そしてユリアの背中を押して言う。

「ほら、好きなだけ持って行け」

　アルムスはすぐにユリアに駆け寄り、人目も憚はばからずその唇にキスをする。

「これでお前は俺のモノだ。絶対に逃がさんぞ？」

「……はい。分かっています」

　ユリアは幸せそうに微笑ほほえんだ。

　そしてユリアはアルムスの頭に王冠を被せ、杖を持たせ、マントを着せた。

　そしてアルムスは豪族たちの前に立つ。

　アルムスが杖を掲げると、歓声が上がった。

「「新王万歳!!　新王万歳!!」」

　ロサイス氏族、アス氏族の豪族たちは大歓声を上げる。

　それにつられて即位を知らなかった兵士たちも歓声を上げる。

　中立派は困惑した表情を浮かべ、元ディベル派は自分の選択が正しかったことに安堵する。

　そしてディベル派の豪族は憤怒の表情を浮かべる。

　アルムスは杖で地面を激しく突いた。

　途端に静まり返る。

「諸しよ君くん。戦争はまだ終わっていない。ドモルガル軍を完全に国内から駆逐していないからである。カルロ殿！」

「はいはい、ロサイス王様」

　カルロは面倒くさそうに前に進み出て、名前を一人一人上げていく。

　それはリガル・ディベルを筆頭としたディベル派豪族の名前だ。

　ドモルガル王の国との戦争の前にアルムスに寝返り、多少なりとも兵力を送ったり、兵糧を提供した元ディベル派の豪族は呼ばれなかったが……しかし勝利の後にアルムス派に寝返ったディベル派の豪族たちの名前は上がっていた。

　何人かいる名前を呼ばれた者たちは何が始まるか不安の表情を浮かべる。

　そしてボロスが前に進み出て言う。無表情だ。

「ドモルガル王の国の王太子、カルロ様の証言によれば、以上の者たちはドモルガル王と内通し、この国を売ろうとしていた疑惑があります。つまり反逆者である可能性が高い。さていかがいたしましょうか、ロサイス王様」

　それに対し、アルムスは悲しそうな顔で言う。

「心苦しいが……反逆者は処刑するしかない」

　その言葉を聞いたディベル派の豪族たちは一斉に逃げ出した。

　だがそれを阻むのは住民に扮ふんしていた近衛このえ兵へいたち。

　彼らは次々と反逆者を捕らえていく。

　アルムスは恐怖に顔を引き攣らせる豪族たちを見回す。

「さて、この中に私の即位に不満を抱くものはいるか？」

　誰も答えない。

「この中に反逆者はいるか？」

　誰も答えない。

「反逆者を助けるべきだと思う者はいるか？」

　誰も答えない。

「ではこれから反逆者を討伐しに行くことに反対の者はいるか？」

　誰も答えない。

　アルムスは満足気に頷く。

「バルトロ！　ボロス！」

　二人を呼び寄せる。

　二人の臣下はアルムスに跪ひざまずく。

「「何でしょうか、我らが王よ」」

　アルムスは二人を見下ろしながら言う。

「この場にいる兵士は、エクウス族の兵を除くと九千ほどだ。バルトロ、ボロス。お前たちにそれぞれ二千ずつ与える。反逆者を討伐してこい。私は五千の兵でリガル・ディベルを倒しに行く」












「は!!」

　アルムスはムツィオのところに駆け寄った。

　ムツィオは流石さすがに驚いたようで、呆然とした表情を浮かべている。

「わが友よ。確か同盟は次の王の時代も継承されるのだよな？　ではもう一度、我が国に雇われては貰えないか？」

　ムツィオは笑って答える。

「当然！　わが友よ。共に敵を打ち破ろう!!」

　こうして七日戦争の最後の六日目……。
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　俺が王になるために、どうしても避けて通れない道がある。

　それが反対派の粛しゆく清せいである。

　無論、俺はできるだけ流れる血は少ない方がいいとも考えているし、できれば話し合いで解決したい。しかし、俺がいかに話し合いで解決したくとも、リガル・ディベルを筆頭に彼らは絶対に俺の王位継承を認めないだろう。

　では、俺が王位を諦めたら？

　それはそれでリガル・ディベルにより、アス氏族の粛清が行われる。そして……その刃は間違いなく、俺に向けられるだろう。

　もはや、俺とリガル・ディベルの和解は不可能であり……どちらか一方が死ぬしか道はない。

　しかし問題はリガル・ディベル以外の豪族について。

　誰を処刑し、誰を投とう獄ごくし、誰を改易処分にし、誰を減げん封ぽう処しよ分ぶんにするか……。

　それらを決める必要がある。

　誰もかれも殺せば、俺は恨みを抱かれるだろう。その恨みはいつか、大きく成長して反乱を招く。恨みの全てを粛清により断ち切ることは不可能だ。

　しかし全員を許せば……なにをしても最後には許してもらえる、と思われていつかまた反乱を起こすだろう。いずれ、内ない憂ゆうになる恐れがある。

　俺はその基準を、ドモルガル王の国との戦争に参加したか、しなかったかで区別した。たとえ内部で対立しているとはいえ、仮にも国家の危機だ。その国家の危機にいくら総司令官が気に入らないからといって、駆けつけないような者は……たとえ、表面上は降伏したように見せかけても、いずれは反はん旗きを翻ひるがえす。が、……それでもリガル・ディベルの圧力に屈してしまい、どうしても出しゆつ兵ぺいできなかったという豪族もいるだろう。領地が小さく、ディベル領に隣接していたり、血縁関係によりどうしても配はい慮りよせざるを得なかった……という豪族たちも大勢いる。

　彼らの事情を聞かず、全てまとめて処刑……というのはさすがにやり過ぎだと俺は考えていた。

　だから有力者を除いて、基本的に捕縛してから裁判にかけ、その豪族の人柄や諸事情によって、言い渡す刑けい罰ばつを変えるつもりだ。

　もっとも……降伏せずに抵抗してきた者たちは殺さざるを得ないのだが。

　ちなみにカルロの証言は半分本当で半分はでっち上げである。

　まずリガル・ディベル等、参戦しなかったディベル派の豪族たちにドモルガル王の国が密書を送り、反乱を誘発させようとしたのは本当だ。しかし全ての豪族が、それに呼応して反乱を起こそうとした……というわけではなく、実際のところはほとんどが黙殺されたため、反乱を起こそうとしたという証拠にはならない。まぁ普通ならば俺やロサイス王に報告するのが筋なので、それをしない時点で疑われても仕方がないのだが。

　全ての兵力が集中しているのは今しかなく、粛清の大義名分もこの時を逃せば作れなかっただろう。これが一番汚いやり方で人が死なない方法であることは俺もよく分かっている。

　俺は一生、この粛清を後悔するだろう。しかしたとえ時間が何度巻き戻ろうとも、俺は同じことをするだろう。

　最善ではないにしても、次善であるのは間違いないのだから。




　粛清は順調に続いた。

　俺の命令によって動いたバルトロ、ボロス、そして二人の指揮下に入ったアス派、ロサイス派の豪族たちが次々とディベル派の豪族たちを捕らえていった。

　ディベル派は不意を衝かれた形になったため、ロクな抵抗をすることもできなかったのだ。

　多くのディベル派の豪族たちは降伏したが、一部最後まで抗あらがった者たちはバルトロとボロスによってその場で討ち取られてしまった。

　一方、ロンたちも動いていた。アス領に残しておいた、千の兵を率いてディベル領に侵攻し、リガル・ディベルを捕らえに向かったのだ。

　俺は五千の兵を率いながら、その姿を国民に見せつけるようにまっすぐディベル領に進んだ。
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　ディベル家の屋敷には五百の兵が立て籠もっていた。

　司令官は全員ディベル家の親族。非親族たちは全員裏切ったのだ。

　そしてそれを先にディベル領に侵入していたロン率いる千の兵が、包囲していた。

　元々、国境を警戒しておくという理由で出兵を拒否したリガルは手持ちの兵と共に領地の中に引っ込んでいた。

　さすがにドモルガル王の国と手を結ぶ、という大胆な選択はできず、かといってアルムスに屈するというのもプライドが許さない。

　そんなリガルが、ベルメットという相談役がない状態でなんとか考え出したのが、アルムスが失敗した後にその尻拭いをするためにディベル派の豪族を集めて、ドモルガル軍を迎え撃つ……というものだ。

　そうすれば、再び王位継承権が戻るに違いない……と考えたのである。

　そしてこの作戦は最初、上手く行くと思われた。

　というのも最初の二日はアルムス・アスが砦とりでに押し込まれて劣勢だったからだ。

　だがいつの間にか、アルムス・アスが大勝利してリガル・ディベルが気付いた時には戦争が終わっていた。

　その上、突然の反逆者扱いである（何度か、裏切ることを考慮に入れたのは事実なので、反逆者予備軍であったのは間違いない）。

　当初、リガルはアルムス敗北後にドモルガル王の国と戦うために用意した兵を使って、なんとか抵抗を考えたのだが……。

　多くの兵士たちはアルムスと戦うことを拒否してしまった。

　アルムスの方が兵数が多く、その上大義名分があり、しかもアルムスの統とう治ちが非常に温和的であるとすでに兵士たちの間で有名になっていたからである。

　結果、リガルが何とか掻き集めることができたのは五百だけだったのだ。




　ジルベルトは考えていた。

　どうしたら自分の命が助かるのか。

　もう今さら遅いのだが、人間どうしても助かりたいものである。自分の命だけは。

　ジルベルトはふと思う。

　アルムスは優しい男として、有名だ。もしかしたら、立ち回り次第ではなんだかんだで命だけは助けてもらえるかもしれない。

　もしかしたら今からならば間に合うかもしれない……。

　そう思ったら話は早い。

　ジルベルトは急いで自分の部下の兵士を呼び寄せた。
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　七日目、日が沈みかけるころ。

　俺はようやくディベル領に到着した。

　俺は行き行く先で平民へのアピールを念入りに行った。

　王位継承を豪族だけでなく平民や奴隷に至るまですべてに伝えるためだ。

　特にディベル領の民には念入りに。

　何人かのディベル領民は俺に付いてきた。

　俺も追い払ったりはしない。彼らも恨みをいろいろと晴らしたいのだろう。気持ちはよく分かる。

「ロン！」

「リーダー……じゃなかった、王様！　リガル・ディベルを追い詰めました！」

　俺はロンに駆け寄る。これで俺の率いてきた五千の兵と、ロンが率いていた千が加わり、六千の兵力。これだけの兵力ならば、あっという間にディベル家の屋敷を攻め落とせるだろう。

　俺はディベル家の屋敷に向き直る。

　俺の横にはロン、旗を持ったグラムとロズワード。

　後ろには呪術師を引き連れたソヨンやルルやテトラ、それにユリア。

　バルトロたちはまだ到着していない。

　だがもう始めていいだろう。

　……と、俺が思い攻撃の準備をしようとしたところ屋敷の中が突然慌ただしくなり、そして悲鳴が響き始めた。

　どうやら……内部で反乱が発生しているようだ。

　しばらくしてゆっくりと門が開く。

　何人ものディベル家の親族たちが縄で縛られて、運ばれてくる。

　そして最後に出てきた男……ジルベルトは何故か縄で縛られていなかった。

　これは……なるほど。裏切ったのか。

　仮にも親しん戚せきであり、主君であるリガルを裏切るジルベルトを非難すればいいのか、それともこんな男を今まで信用していて、本当の忠ちゆう臣しんであるベルメットを蔑ないがしろにしたリガルを責めるべきなのか……。

　ジルベルトは俺に駆け寄る。

「新王様！　私はリガルに嫌々仕えていました。親戚だから仕方がないと。ですが奴が反逆したと聞き、もうついていけないと思っていました。だからこうしてディベル家の者たちを縛り、新王様に差し上げます。ですからどうか命だけは!!」

　はあ……都合のいい奴だな。

　……許すわけ、ないだろ。

「……この男を牢に繋いでおけ」

　俺は兵士に命じて、ジルベルトを連行させる。最後までジルベルトは何かを叫んでいたが……聞こえない、聞こえない。

　さてと、後は……。

　俺はリガル・ディベルのところへ歩いていく。

　リガル・ディベルは意気消沈したように項垂うなだれている。

　まあ、最後まで信頼していた身内に裏切られたのには同情する。

　ベルメットの言うことを聞いてればもう少しマシな最後だったかもな。

　まあベルメットを除いたのは俺なんだけどね。

「俺はお前にはそこまで恨みは抱いていないのだが……お互い、立場が悪かったな。俺はユリアが欲しい。そしてお前もユリアを欲した。そして両者とも譲らなかった。それがこの結果だ。俺はお前が邪魔だから殺す。……処刑の日までに、なにか言いたい事、したい事があれば教えてくれ。できるだけ、便べん宜ぎを図はかる」

　と、俺が言うと……リガルが行動を起こした。

　額を強く地面に押し付けるようにして、俺に向かって頭を下げる。

　俺の鼻が糞尿の臭いを感じ取る。

「お、おねがいじまず……いのぢだけは……」

　泣きじゃくりながら命乞いをするリガル。

　お前がすべきことは身内の助じよ命めい嘆たん願がんだろう。まったく……。

「はあ……」

　俺は溜息をつき、思わず肩を落とした。

　俺はこんな男のために、ここまで悩まされたのか……。

「とりあえず、地下牢にでも入れておけ」

　俺はそう言ってリガルに背を向ける。

　リガルは顔を上げて、何か勘違いしたように叫ぶ。

「あ、ありがとうございます!!」

　処刑することは変わらんぞ。

「じゃあユリア。戻ろうか」

　俺はユリアに微笑みかけると、ユリアも俺の手を握り返してくる。

　間にテトラが入る。

「二人だけは禁止」

「ああ、すまない」

　俺は二人の肩を抱いて、その場から去ろうとする。

　その時だった。

　──クスクスクス──

　笑い声が響いた。

　それは子供のような声。これは……初めてではない。

　そうだ。あの時、轢ひかれる前に前世で聞いたことのある声だ。

　俺しか聞こえてないのか？

　キョロキョロと辺りを窺う俺を不思議そうな顔で周りは見る。

　いや、俺だけではない。

　ユリアも周囲を窺っている。

　つまりこの声が聞こえているのは俺とユリアだけ？

　──つまらない──

　──期待外れだ──

　ハッキリと、声が聞こえる。これは俺が思考する言語と同じ……日本語だ！

「アルムス、聞こえる？　いまつまらないって……」

「お前にはアデルニア語で聞こえるんだな……」

『言語の加か護ご』や『神しん言ごんの加護』と同じ効果だ。

　──でも対抗馬にはなった。これで良しとしよう。目的は達した──

　──合格だね──

　子供の……女か男か判別のつかない高い声。

　──では没収しようか──

　背筋に悪お寒かんが走った。

　俺は慌てて後ろを振り返る。

　同時に俺の顔に血がかかる。

　血を吹きだしたのは……リガルだ。

　リガルの毛穴から血が吹きあがっている。これは一体……。

「は、反転……こ、こんなの知らない。い、今まで見えなかったのに……なに、え？　なんなの？」

　ユリアが怯おびえた表情を見せる。

　俺は震えるユリアを抱きしめながら、リガル・ディベルの死体を睨みつけた。




　──リガル・ディベルは全身の穴から血が噴き出す病によって死んだ。これにより、七日戦争は終結した──


『ロマリア帝国建国記』　（陽よう青せい明めい　著）より抜粋
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　慌ただしく結婚式と即位式が行われようとしていた。

　俺はロサイス王から王おう冠かんを受け取ったが、正式に王になったわけではない。

　神々に王になる許しとやらを受け取っていないからである。

　だから改めて結婚式をまず行う。

　大事なのは結婚式からやることだ。そうしないと俺に王位継承権が発生しない。

　国中の豪族、外国の要人たちが祝しゆく辞じを述べに来た。

　ドモルガル王の国からも第二王子がやってきて、俺に祝辞と祝い品を届けてくれた。

　即位式が終わったら、彼らとも改めて交渉しなければならない。

　エクウス王も元気になった三の妃きさきを連れて、俺に祝いの言葉と品をくれた。

　俺も驚くほど、アデルニア半島やキリシア人の植民都市群から人がやってきて、俺に祝辞をくれた。

　ロサイス王の国はそんなに大きな国じゃないんじゃなかったっけ？　と思ったが……。

「そんなことない。ロサイス王の国は南アデルニア南部では最大の国力を持つ。今までは後継者問題や、力のある豪族たちなど大きな問題を抱えていたから、力を出せなかっただけ。今や後継者問題は解決し、急速に中央集権化に成功しつつある。そしてそれを成し遂げたあなたにも興味がある。そういうこと」

　そうテトラが解説してくれた。

　確かにアデルニア半島の力の均きん衡こうを大きく崩したからな。ドモルガル王の国との戦いで。

　俺として一番驚いたのはロゼル王国からやってきた使者だ。

　ロゼル王国はガリア南部とアデルニア半島北部を支配する大国。

　人口は五百万を超すという。まさかそんな国から使者がわざわざやってくるとは。

　使者は黒髪の女だった。

　肌の色や顔の造形から、モンゴロイド系の人種であることが分かる。

　ロゼル王国のあるガリアから東に行けば、ゲルマニス。

　ゲルマニスは騎馬民族と交流がある地域だから、東方人が来ても何もおかしくはないが……。

　不思議と印象に残った。




　結婚式ではユリアは真っ白い花嫁衣裳を着ていた。

　俺はてっきり髪に合わせて紫色の衣装を着ると思ったんだけどな。












　でも白いドレスもよく似合っている。

　芸術品のように美しい。飾っておきたいくらいだ。

　今回、祝辞を言うのはテトラだ。前回はユリアだったから、そのお返しということか。「あなたたち二人は、これから永遠に、いかなる時も助け合い、信じ合うことを誓いますか？」

「「誓います」」

「では、指輪の交換を」

　言われるままに、俺たちは鉄製の指輪を交換し合う。鉄なのは、鉄のように固い契りを結ぶ、という意味があるからだ。

「天、海、大地の神々よ。この世が混こん沌とんの渦であった頃より我らを見守り、助け、導いてくださった神々よ。この者たちの結婚に祝しゆく福ふくを」

　テトラは一度言葉を切り、いつもの無表情で、だが嬉しそうに言う。

「あなた方の愛に妖精の祝福を。願わくばその愛が永遠に続くことを……、では誓いを」

　俺はユリアを引き寄せ、ベールを上げて唇を押し付ける。

　唇を離すと、ユリアは嬉しそうに微笑ほほえむ。

「もう永遠に離さないから」

「俺もだよ」

　もう一度キスをする。

　歓声が上がった。




　結婚式の後はすぐに即位式が行われる。

　王冠と杖はロサイス王から受け継いだ物を使うが、マントは俺専用で新しく作らせた。布は王冠や杖と違って劣化が激しいから、王が変わるごとに変えるのが慣例らしい。

　マントは誰に作らせようかと思ったら、エインズが名乗りをあげた。

　仕上がったのは紫色のマントだ。貝紫という色だそうで、物凄い金額を支払わされた。即位式は非常に面倒な段取りがある。

　まずロサイス王が斬り殺される（演技的な意味合い）。

　そのロサイス王を殺した、平たい顔のお面をつけた怪物……というか平たい顔族を俺が斬り殺す（演技的な意味合い）。

　そしてロサイス王の王冠と杖を俺が取り戻す。

　俺は王冠と杖を女神（最さい高こう神しん祇ぎ官かんが代役。今回はユリア）に渡す。

　俺が女神に向かって跪ひざまずくと、女神が王冠を俺の頭に被せて、杖を俺に持たせる。

　そして女神が手に持っていたマントを俺に着せる。

　そして俺が叫ぶのである。

「私、アルムス・アス・ロサイスが第二十代国王として即位することを神々に宣言する！」

　これで俺の即位は成立した。

　ちなみにこの演劇は五百年前に初代ロサイス王が父の仇かたきである平たい顔族を仲間と共に追い払い、ロサイス王家を創ったことに由来するらしい。

　ちなみに仲間の中には初代ドモルガル王、初代ファルダーム王、初代ギルベッド王、初代ベルベディル王など六か国の初代国王を含む。

　ロサイス王家を含めて七王国だ。

　こう考えるとなかなか歴史が古いな、ロサイス王家。

　何はともあれ、無事に終わって良かった。

　俺がそう思った時、ふと風圧を感じた。

　人々は上を見上げ、悲鳴を上げて逃げ出す。何なんだ？

　俺は上を見上げる。なにもいないじゃないか。

「……アルムス。後ろ」

　テトラが俺の後ろを指さす。俺は振り返った。

　目の前に鷹たかの顔があった。

　胴体は獅し子しで、背中に大きな翼が生えている。

　体毛は美しい黄こ金がね色いろ……ってグリフォン様!!

「祝いに来てやったぞ。これは土産みやげだ。あと酒を寄越せ」

　グリフォン様は口に咥くわえていた大きな鹿を落として、俺に血塗れの嘴くちばしを向けてくる。

「一体なぜ……」

「晴れ舞台、見に来てやろうと思ってな。しばらく上で観賞していたが、まあ人間というものの番つがいの契りは理解できん。目の前でその雌と交尾して繋がれば済む話だろうに」

　野性的過ぎますよ、それは。

　でもグリフォン様にとってはさぞかし退屈だったろうな……。

「あ、あの……グリフォン様……」

「その男を頼むぞ。アホだからな。それに優柔不断で、グダグダと決まったことを永遠に悩む面倒な奴だ。だが案外背中を押せばすぐに動く。上手く乗りこなせ」

　グリフォン様はユリアに声をかけてから、踵きびすを返す。

　そこへ、ロゼル王国から来た黒髪の使者の女性が近づいた。

「こんにちは。グリフォン様。お久しぶりですね」

「ん？　ああ……貴様は……ああ、五百年前のエツェルの小こ僧ぞうの嫁か……」

「はい。またお会いできてうれしいです」

　なにか凄い気になる会話してるな。あの一人と一匹。

「なあユリア。あの女の人は誰なんだよ？　知ってるか？　五百年前とか凄いこと言ってるぞ」

「ああ……あの人ね。有名だから覚えておいて。あの人の名前はマーリン。ロゼル王国の宰さい相しようにして、筆頭呪術師。五百歳を超える世界最古の呪術師で呪術の生みの親。そして平たい顔族の族長で空前の大帝国を造ったエツェル大だい王おうの元性奴隷にして、そのエツェル大王を殺害した魔女よ」

　へえ、凄い人なんだな……。

　どう見ても十代後半くらいにしか見えないけど……まあ凄い呪術師なら五百年くらい生きるのも造作もないのかもな。

　……というか、もしこの人がエツェル大王を殺したのだとしたらさっきの演劇の内容、間違ってないか？　……突っ込んじゃいけないところかな？




　即位式が終わり、客たちは帰って行った。

　宴会で発生したゴミを奴隷たちが片付けていく。

　それを見ながらロサイス王……元ロサイス王は言う。

「後悔しているか？」

「しているか、していないかで言えばしていますが、必要だったとは思っています」

　俺が王になろうが、リガル・ディベルが王になろうが、それ以外の誰かが王になろうが……誰かがやらなくてはならなかったこと。今回は俺にお鉢はちが回って来た、というだけのこと。……と、簡単には割り切れないけどね。

　……これでフェルム王と同類になったな。あの男も俺と同様に国を治めるためにやってたんだから。

「しかし、お前はまだ甘いところがあるな。女子供は殺すべきだっただろう」

「……まあ、確かにそういう意見はあると思いますが……俺は連座ってのは好きじゃないんですよ」

　ボロス、バルトロ、ライモンド、そして先王はリガル・ディベルの親族の女子供まで殺すべきである、と主張したが……。

　俺は彼女らの命を、強引に助けた。

　罪もないのに殺されるのが可哀想、というのもあるし、できるだけ命は助けたいというのもある。それに……連座制度はどうしても納得できないところが俺にはあった。

　そういえば、フェルム王はテトラを逃がしたことが遠えん因いんで死んだんだよな……。

　まあ、それだけが原因というわけでもないし、俺は意思を曲げるつもりはないが。

「アデルニア半島で流れる血は俺の代で終わらせようと思います。……統一によって」

「随ずい分ぶんと大それたことを言うな。あまり、自うぬ惚ぼれるな？」

　それは分かっているさ……ただ、目標は高い方がいい。

「しかし……終わったな。俺の役目も終わりか……」

「なに言ってるんですか。これからも生きてもらわないと。俺の後継人として……お義父さん？」

　先代ロサイス王が音を立てて、くずおれる。口から血が溢れている。

「誰か!!　先王が倒れた!!　来てくれ!!」

　ユリアを中心とする呪術師がすぐさま駆けつけて、先王を運ぶ。

「お父さん!!　死なないで!!」

　ユリアが泣きながら叫ぶ。

　俺にはどうすることもできない……。




「なんで生きてるんですか？」

「なんで生きていてはダメなんだ。死んでほしかったのか？」

　先王は元気そうに答える。

　あの後、懸命の治療により先王はなんとか命を繋ぎとめた。

　そしてこうして元気に生きている。というか前よりも元気らしい。

「俺は気付いたら花畑にいた。川が流れていて、その向こう側には妻がいてな。俺は渡ろうとしたんだが妻が言うのだ。『まだ孫の顔を見てないでしょ！』」

　それで三さん途ずの川かわから引き返してきたのか。

「それに後継者問題も解決して、心労の原因もなくなった。これからは孫を楽しみにしながら短い余生を楽しむとしよう。まあ、持って三年かな？　それまでに作れ」

　つまり三年以内に孫を見せろと。はあ……。

　待てよ？　孫を見せたら死ぬんじゃないか？

　あ、でもまだひ孫を見てないとか言って戻ってくるかも。

「もうお父さん……」

「はは、すまんすまん」

　ユリアは何だかんだで嬉しそうだ。まあ、良かったってことでいいか。




「なあユリア。あのリガル・ディベルの変死、どう思う？」

　先代国王と別れた後、俺はユリアの部屋を訪れた。

「どうって……あれは加か護ごの反転って言うらしいよ」

　反転ね……。

　なるほど、加護って反転するのか。

　リガルは俺と同じ加護を持っていた。つまり俺も下手したらああなるのか……。

「『看破の加護』で見えなかったのか？」

「うん……あの時初めて。今なら見えるよ。しっかりとね。どうしてか分からないけど……多分都合が悪かったんじゃないかな？　だから見えないようにしていた」

「都合ね」

　妖精さんの都合か。一体どんな都合なんだか。

　少なくとも愉快な事じゃないってことだけは分かるな。

「それで反転はどんな効果なんだ？　発動条件は？」

「えっと……効果は自分を王と認めていた人間の数だけ体に負荷がかかる。条件は多くの眷けん属ぞくを失い、負けを認め、大王として相応しくなくなった時……だそうだよ」

「相応しくないね……つまり基準は妖精さん次第か」

　怖いな。俺も同じようなことが起こるかもしれない。

「なあ、ユリア。他にも見えていない効果があったりしないか？」

「……どうかな？　あるかもしれない。都合の悪いことがまだまだあるなら」

「そうか……じゃあ……」

　俺は言葉を一度切ってから、ユリアを見つめる。

「眷属が望むような行動をするように思考を誘導される……という効果はあるかな？」

「……今、見えたよ。うん、あるみたいだね。どうやら私がその効果に感づいたりすると封印が解けるみたい。これ以上隠しても無駄って開き直る感じかな……」

　……やっぱりあるんだな。

　なんとなくだが、昔の俺ならば国王だなんていう重圧には耐えられなかった気がする。多分だが……ロンたちが大王である俺を望んだのだろう。

　……いや、もしかしたら純粋に成長しただけかもしれない。人は日々変わる。

　書き換えか、それとも成長か……判断は不可能。考えるだけ、無駄だな。

「まあ、俺は俺だよ。うん、どんなに変わっても、ね」

　俺は自分に言い聞かせるように、呟つぶやいた。

「まあ。加護についてはゆっくりと考えていこう。今は改革すべきことが山ほどある」

　この国の権力は豪族から国王である俺に移った。

　中央集権化を一層進めるためにも、行政や法の改革が必要不可欠だ。

「でもそれをする前にすることがあるでしょ？」

「そうだな。まずは次の後継者を作らないと」

　俺はユリアを押し倒す。

「優しくね？」

「ああ、安心しろ。結構自信があるから」





　　　　　※






　アデルニア半島から南に少し行くとトリシケリア島と呼ばれる島がある。

　その島からさらに南へ少し行くところにポフェニアという国がある。

　貴族による元げん老ろう院いんが国政を担っている共和制国家だ。

　ポフェニアは農業を経済基盤とする大土地所有者である貴族と、商業を経済基盤とする裕福な平民との政治対立が続いている。




　アレクシオス・バルカはポフェニアの貴族だ。

　数々の軍人を輩はい出しゆつした名家の生まれで、彼自身も軍人である。

　初陣は十二歳の時。以来、数々の武功を立てて十五歳で部隊を指揮するようになる。

　その後も数々の海戦、陸戦に参加して勝利を重ね、二十三歳になった今ではポフェニアを代表する将軍だ。

　彼を初めて見た人は必ずその右目に注目する。

　彼は右目に眼帯をつけているのだ。

　そのため二つ名は『隻せき眼がんの将軍』。

　容よう姿し端たん麗れいで、将来有望な将軍。

　何人ものポフェニア貴族の子女たちは彼にアタックし、玉砕していった。

　家が用意したお見合いも、彼は「興味ない」の一言で蹴ってしまう。

　結婚しない理由を尋ねられた彼はこう言った。

「俺は女には興味ない。美少年がいいね」




　ポフェニアの呪術師にメリアという女がいた。

　姓はない。平民だからだ。

　彼女の操る鷹は空中戦では敵なしで、目も良いため重宝されている。

　まだ二十二歳ではあるが彼女はポフェニア軍に大きな貢こう献けんをしていて、『鷹使い』と呼ばれていた。

　そんな彼女には毎日のように縁談の申し込みが来る。

　メリアが美女だからであり、また将来有望な呪術師だからである。

　だが彼女はすべての縁談を断り続けた。

　彼女に誰かが聞いた。

　どうして結婚しないのか？

「私は男には興味ないの。可愛い女の子が好きかな」




　深夜。

　夜空にはポフェニアの象徴である三日月が輝いている。

　ほとんどのポフェニア人が寝静まっている中、こそこそと動く二人の人物がいた。

　アレクシオスとメリアだ。

「会いたかった、メリア!!」

「私もよ、アレクシオス!!」

　二人は「ひしっ」っと擬音語が立つのではないかというほど熱い抱ほう擁ようを交わし、キスし合う。

　三日月が気を利かせて二人の周りを明るく照らす。

　約五分イチャイチャし合ってから二人は本題に入った。

「明日の朝、港にトリシケリア行きの船が泊る。トリシケリアに着いたら徒歩でトリシケリアのキリシア人植民市に移動して、そこから再び船に乗ってアデルニア半島へ。いいね？」

「分かってるわ。今日、この日のために私は同性愛者ということになったんだから」

「僕も男だん色しよく家かということになってるね」

　二人が出会ったのは戦争中だ。

　アレクシオスの部隊の専属呪術師としてメリアが派遣されたのだ。

　二人はすぐに惹かれ合い、愛し合う関係になったが……。

　アレクシオスは高い身分の貴族であり、逆にメリアは生まれがかなり低いため……二人が結婚するのは、社会的にかなり難しかった。

　二人の関係が誰かに知られたら離れ離れにされてしまうだろう。

　だから二人は噓を言ったのだ。

　だが最近はそれでも誤ご魔ま化かしが利かなくなった。それに二人に断り切れないほどの縁談も舞い込んできている。

　そこで二人は『駆け落ち』を計画した。

　まず駆け落ちする場所だが、ポフェニア国内は論外。ポフェニアの海外にある植民市は候補の一つとして考えたが、二人の容姿はいろいろと目立つので候補から外された。

　第二候補はペルシス帝国。

　東の超大国で、ポフェニアの元宗主国を滅ぼした国でもある。

　だからポフェニアとは敵対関係ではない。むしろペルシス帝国はポフェニア人の海外貿易を保護しているため良好な関係を築いている。だからペルシス行きの船の数が多いので成功確率は高いのだが、距離が遠すぎだ。

　言葉も文化も違うような場所に亡命するのはさすがに勇気が必要だった。

　そこで第三候補として上がったのがキリシアだ。

　ポフェニアとキリシア諸国は仲が悪い。海上貿易で敵対する仲だからだ。

　ゆえにポフェニアの手は伸びにくいが……今度はキリシアの差別に合う可能性がある。だから二人はキリシア人のアデルニア半島にある植民都市に亡命しようと考えた。アデルニア半島はド田舎で、二人の名前を知る人間は少ないだろう。そう考えたのだ。

「でも本当にいいのかな？　僕はあまり家族が好きじゃないからいいけど……」

「何を今さら……それに私なんて家族もいないわよ」

「はは、それもそうだね……じゃあ、行こうか」

　二人は覚悟を決めた。




　翌日、貴族と平民の男女が消えたというニュースがポフェニア中を駆け巡った。

　ポフェニア軍による大捜索が行われ、ポフェニアの都市という都市に手配書が回ったが、発見できなかったという。





　　　　　※






　自然哲学。

　自然哲学とは簡単に言えば、自然に起こる現象を理論的に解明しようという考え方である。

　キリシア。特にアルトは奴隷制が発達している。

　仕事はすべて奴隷がやってくれるので、アルト市民はいつも暇だ。

　そこで彼らは暇を潰す方法を考えた。

　つまり、なぜ火は熱いのか、なぜ水は冷やすと氷になるのか、なぜ太陽と月は規則正しく上ったり下りたりしているのか……。そういう今まで『神が定めた』としていた事象にメスを入れて、解明する。そうして自然哲学は発展していった。




　ニコラオスはアルトの自然哲学者の一人である。

　十七歳で結婚し、十八歳の頃には初めての娘が生まれた。

　現在は三十八歳で、子供は長女二十歳、次女十二歳、長男十五歳、次男十歳、三男八歳だ。

　十人の奴隷を所有している。

　彼の専門分野は天てん文もん学がくだ。すなわち太陽や月、星の動きの法則性を導きだして、宇宙の正体を摑み、運命を知ることである。

　現在のキリシアでは地球は球体……惑星であり、その地球の周りを月や太陽が回っていると考えられていた。

　ニコラオスも当初はその説を支持していた。だがしばらく研究を続けている内にふと気付いた。

　あれ？　計算合わなくね？

　どういうことか、地球を中心に据える──天動説──だと計算が合わない。または非常に複雑になる。そこで彼はもしかしたら天動説は間違ってるんじゃないだろうかと考えるようになる。

　ニコラオスはついに一つの学説を導き出す。すなわち、宇宙の中心は太陽であり、地球を除く天体は太陽の中心を回っている。そして唯一月だけは地球の周りを回っている。彼はこの説に地動説と名付けて発表した。

　だが世間の反応は冷ややかなものだった。

　人間が住む天体こそが宇宙の中心だろうという固定概念を持った者たちから彼は変人扱いされ、総叩きにあった。

　だがそれだけなら十分に言い返すことができた。

「あなた方は神に選ばれた種である人が中心であると言う。だがこう考えることはできないのか。善の象徴である太陽が中心であってもおかしくないだろう」と。

　だが彼は天動説の支持者から論破されてしまった。

　なぜか。

　そもそも彼の学説には致命的な弱点があったのだ。

　もし太陽を中心とするならば、年ねん周しゆう視し差さが観測されるはずだ。だが実際に年周視差は観測できない。天動説は観測上、地動説よりも優位に立っていたのだ。

　彼は年周視差が確認できないのは星と地球の距離が離れすぎているからだと主張したが、聞き入れられることはなかった。証明してみせろ、と言われて答えに詰まってしまったのだ。

　そこで矛ほこを収めていれば良かった。間違いなしに自然哲学は発展しない。アルトの自然哲学者もそれくらいは分かっているし、また面白い考えだと評価している者もいたのだ。

　だが彼は諦めず、主張を続け……結果嫌われることになった。

　元々、しつこすぎる性格から避けられがちであったが、余計に避けられるようになり、陰口を言われるようになった。

　彼への誹謗中傷はやがて家族にまで波及していく。




「クソ!!　なぜみんな理解できない!!　俺の理論は完璧だ。クソ、固定概念に脳みそが支配された石頭どもめ!!」

　ニコラオスは計算用紙を丸めて投げ捨て、右腕で思いっきり机を殴りつけた。

　だが物に当たったところでアルトの自然哲学者が納得するわけではない。

　観測できない、証明できない以上、どうしようもないのだ。

「ニコラオス様。お手紙です」

「ん？」

　奴隷からニコラオスは手紙を受け取った。その手紙は不思議な材質でできていた。

　羊皮紙よりも薄く、軽い。そして白い。

　中を開けると、このように書かれていた。




『拝啓、お元気ですか？

　私は元気です。思い切ってクラリスに移住して、その後レザドで商売をやるという選択肢は正解だったようです。

　これはアデルニア半島で手に入れた『紙』というモノです。有用性は頭の良い兄さんなら分かるでしょう。アデルニアの蛮ばん人じんもなかなか侮れません。

　クラリスに仕入れに戻ったとき、兄さんの噂を聞きました。あなたの噂はキリシア中に知れ渡ってますよ？　相変わらずのようですね。

　僕は兄さんの考えについて、正否を言えるほど知識はありませんが……兄さんが変人扱いされるのは耐えられません。それに兄さんには家族もいるでしょう？

　アデルニア半島は田舎ですが、住めば都とはよく言ったもので……良い所ですよ。

　キリシア半島は過ごしにくいでしょう？　アデルニア半島には兄さんのことを知る人はいません。

　もし兄さんが移住を望むなら僕は歓迎します。

　それに……最近知り合った領主、……いえ、とある国王は中々開明的な人物です。彼ならば兄さんの考えを理解してくれるかもしれませんよ？

　では、また今度。良い返事を期待しています。

　アデルニア半島レザド、エインズワース商会会長エインズ』




「……アデルニア半島、か」

　ニコラオス個人が攻撃されるのは、我慢できる。だが家族まで、変人扱いされるのは我慢できない。

　最近、ニコラオスの子供が妙に傷を作って帰ってくるのだ。……子供は絶対になにがあったのかは言わないが……ニコラオスも薄々、自分が原因だと気付いていた。

「……開明的、国王ね」

　弟であるエインズを頼れば、生活には困らないだろう。それに研究はどこでだってできる。

「移住するのも、悪くない、かもな……」




　それから一か月後、ニコラオス一家は全ての家財を売り払ってアデルニア半島に移住した。





　　　　　※






　ペルシス帝国首都ジャムシード。

　世界最大の超大国、ペルシス帝国の首都であり、国際的な大都市である。

　そしてそこには悩める一人の男がいた。

「はあ……」

　ペルシス帝国皇帝クセルクセス三世は悩んでいた。

　彼の目下の悩みはキリシア人だ。

　彼の祖父、父はキリシアに遠征して両方とも敗北している。

　キリシアは小麦こそ採れないが、オリーブや葡萄の栽培で潤っている、豊かな土地だ。

　しかし歴代の皇帝が、キリシアに攻め込んだのはそれだけが理由ではない。

　キリシアがペルシス帝国にちょっかいを出してくるからだ。

　ペルシス帝国にはキリシア人が住む地域がある。

　ここに住んでいるキリシア人はしょっちゅう反乱を起こすのだ。

　それをキリシア半島のキリシア人……主にアルトが支援する。

　何度鎮ちん圧あつしても、武器の供給源を断たなければ終わらない。

　本当は独立させてやってもいいのだが、それを認めてしまうと帝国各地で反乱が勃発してしまう。帝国には多種多様な民族が犇ひしめき合っているのだ。

　戦争は本当はしたくない。金はかかるし、国内の農地も荒れる。

　やっても地獄、やらなくても地獄。

「どうやればキリシアを攻略できるか……連中は普段は争っている癖に我が国が攻めていく時だけ団結するからな……」

　キリシア人の諸都市国家連合の総兵力は十万ほど。

　一方ペルシスがキリシアに派遣できる軍は最大四十万。

　兵力差は圧倒的だ。だが負ける。

　理由は士気の低さだ。

　そもそもペルシスは多民族国家であり、兵士たちも多種多様な人種で構成されている。彼らのペルシス帝国への愛国心は微妙なものだ。

　しかも言語が違うため、素早く指令が届かない。

　一方キリシア側は故郷を守るために戦うので、非常に士気が高い。

　しかも年がら年中戦争に明け暮れているだけあり、練度が非常に高い。

　ゆえに毎回負けるのだ。

　そして海上戦力。キリシアの操船技術はペルシスよりも高い。

　どんなにペルシスが船を揃そろえても、尽ことごとくキリシアに負けてしまう。

「陛下、目標の軍船六百隻の建造が完了しました」

「そうか……一応、質量共に揃えるには揃えたが……」

　海戦は練度により大きな差が生まれる。

　果たして船の数と質でどれだけキリシアとの差が埋められるか。

「陛下。対キリシアについてですが、提案があります」

「何だ？　申してみよ」

　宰相はニヤリと笑い、提案を言う。

「パンはパン屋に、といいます。キリシア人と同じだけ、いやそれ以上に操船技術に長たけた者たちがいるでしょう？　彼らと同盟を結ぶのです」

「ポフェニアか……悪くないな。して、陸はどうする？」

「キリシア兵は強兵です。ですがあくまで人。所しよ詮せん人を超えた者には敵わない」

　クセルクセスは宰相を見つめる。

　宰相は口を開く。

「砂漠の化け物どもをぶつけましょう。負けても連中の数が減って良し。勝ったら勝ったで、それで良しです」

「なるほど……それは名案だな」





　　　　　※






「♪～♪～」

　ペルシス帝国首都ジャムシードから西の砂漠。

　キリシアとペルシス帝国の国境からほんの少し南に広がる大砂漠。

　そこで一人の女が鼻歌を歌っていた。

　褐色の肌に黄金のように輝く金髪。

　その手には不釣り合いなほど巨大な槍。

　槍の先端には黒光りするドラゴン・ダマスカス鋼が輝く。

　否、一人でというのは少し語弊があったかもしれない。

　正確に言えば一人と一頭。

　巨大な火か竜りゆうと共にだ。もっとも、火竜が歌っているのは鼻歌ではなく悲鳴だが。

　尻尾を切断され、角を折られ、六本あるうちの一本の足を切断された火竜は悲鳴を上げながらも目の前の女化け物に炎を吐く。

「♪～～♪～」

　女は鼻歌交じりに火竜の懐に飛び込むことでその火炎を避け、顎に槍を突き刺した。

「グゥオオオ!!」

　火竜は悲鳴と共に鮮血を吹き上げながら後ずさる。

　女は飛び上がり、背中に槍を突き刺した。

「ギャオオン!!」

　女の体が炎のように赤い血で真っ赤に染まる。

　女は唇に付いた血を舌で舐め取り、ニヤリと笑う。

「おっと！」

　火竜が地面を転げ回ったことで、女は火竜の背から振り落とされてしまう。

　槍は背中に刺さったままだ。

　火竜はこのチャンスを逃がすまいと、女にその牙をむき出しにして襲いかかる。

「あは」

　突っ込んできた火竜の鼻面目がけて、女は蹴りを入れた。

　バキッという音とともに、鉄より硬い火竜の鱗に亀裂が走る。

「これ、ドラゴン・ダマスカス仕込みの靴くつだから～」

　火竜はボールのように吹き飛んだ。

　あまりの激痛に起き上がることができないでいる火竜の背中から女は槍を引き抜く。

「じゃあさようなら～」

　そして心臓に突き刺した。




「族長様!!」

「ん？　なにかな？」

　女が火竜を解体していると、ラクダに乗った男が駆けてくる。

「族長様。皇帝からの手紙です」

「ありがとう。あと族長様じゃなくてもっと親しみを込めてアイーシャ様でいいよ」

　アイーシャは男にウインクした。

「ところでこの火竜。お一人で？」

「うん。強いって聞いたから期待したんだけどね。大したことなかったよ」

「……相変わらずお強いですね」

　男はアイーシャに敬意と畏怖の入り混じった視線を送った。

　砂漠の民アラーム人。

　キリシア半島から南東に広がる砂漠地帯に住む民族だ。

　百人に一人という高い割合で『狩人かりうどの加護』という加護を有し、高い錬鉄技術を持つ。砂漠をラクダで行き来し、放牧をしながら商売をし、交渉が決裂すれば武器を持って略奪する。

　鍛冶師でもあり、遊牧民でもあり、商人でもあり、盗賊でもある。

　それが砂漠の民だ。

　彼らは砂漠にいくつも存在するオアシスを中心に居住していたため、長らく統一されることはなかった。

　一応すべての氏族はペルシス帝国に隷れい属ぞくしながらも、その実態は半ば独立国であり、互いに水場や交こう易えき路を争い、小競り合いを繰り返していた。

　これには歴代のペルシス帝国の皇帝も頭を悩ませていたという。

　だが八年前、すべての氏族が武力統一されることとなった。

　その偉業をやり遂げたのがザハブ氏族の氏族長。

　アイーシャ・ザハブである。

　彼女は本来砂漠の民が有している『狩人の加護』の他に、二つの身体能力強化系の加護を有していた。

　彼女は父親が死ぬと、腕力で兄や弟を屈くつ服ぷくさせ氏族長の地位を手に入れた。

　そして即位して間もないクセルクセス三世に取り入り、肉体関係を結んだ。

　その圧倒的武力とペルシス帝国の影響力を背景に瞬く間にすべての氏族を手中に収めたのだ。

「さてさて、クセっちは私に何を頼みたいのかな？」

　アイーシャは封を破り、親書を読む。

　そしてニヤリと笑った。

「皇帝はなにを要求してきてるんですか？」

「今度、キリシアに派兵するからお前らも参加しろだってさ」

　それを聞き、男は顔を顰しかめる。

「ん？　どうしたの？」

「皇帝は俺たちを道具扱いするつもりですよ。いいんですか？」

「あはは。お互い利用し合う関係なのになに言ってるのさ」

　砂漠の民はペルシス帝国内で自由に商売をしてもよい権利を与えられている。

　その代わり帝国は砂漠の民に商業税を課す。

　砂漠の民にとって交易はなくてはならないものだし、商業税は帝国の莫ばく大だいな軍事費を支える大事な収入。

　少なくともアイーシャとクセルクセス三世は非常に良好な関係と言えた。

　もっとも砂漠の民は独立心が強いため、形ばかりとはいえ異民族の皇帝を上に置くのを嫌う者も多くいるのだが。

「それに好きに略奪していいってさ。大儲けできるよ？　前々からキリシア人はウザいと思ってたんだよね。なんか上から目線だし。勝手に商売やり始めるし。ここは殺して数を減らしておこうよ」

　砂漠の民もキリシア人も商業民族だ。

　元々は陸と海で住み分けしていたが、近年キリシア人の商人たちが内陸貿易に手を伸ばし始めていた。

　そのため現在、砂漠の民とキリシア人は非常に険悪な関係になっている。

「それに……」

　アイーシャは火竜の一本だけ残った角を摑む。

「最近大人しくしてたから。ここは一つ、大暴れしてクセっちにいいところを見せてあげないとね。舐められないように」

　角が粉々に砕けた。









あとがき






『建けん国こく記き』なのに、建国する前に国王になっちゃった……。




　そんなわけで、『異世界建国記』二巻です。

　お久しぶりです、桜さくら木ぎ桜さくらです。

　皆さまのおかげで、無事に二巻を出すことができました。ありがとうございます。三巻のために、一冊だけとは言わずに二冊三冊、ご購入頂けるととても嬉しいです。




　それはさておき、読者の皆さまの中には『建国記』というタイトルなのに、どうしてロサイス王になっているんだ。これでは建国ではなく、ただ王位を譲られただけではないか、と思っている方がいらっしゃるかと思います。

　ご安心ください、タイトル詐さ欺ぎではありません。ちゃんと、『建国』しますので、しばしお付き合い頂けると嬉しいです。




　最近、母校の先生に本を出したことが人ひと伝づてに伝わったらしく「図書館に卒業生が書いた本だと、紹介したい」と言われました。なかなか、悩ましいところです。

　決して公表したら恥ずかしいような高校ではありませんが、もしかしたら読者の皆さまの中に、私の後輩がいる可能性がありますから。個人情報が……と、少し心配になります。

　というわけで、いろいろ悩んだ結果、ご紹介頂くのをやめてもらいました。




　では、くだらない話は切り上げて謝しや辞じを申し上げさせて頂きます。

　挿画を担当してくださっている屡ル那ナ様さま、今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。毎度、曖あい昧まいな要望しか伝えていないのにもかかわらず、作品の雰囲気に合った素晴らしいイラストを描いて頂き、心より感謝いたします。

　また私の個人的なスケジュールに合わせて頂いた関係者の皆さま、ご迷惑をかけて申し訳ありません。

　この本に関わって頂いた全ての方、何よりこの本を購入して頂いた読者の皆さまに、お礼を申し上げさせて頂きます。




　それでは『異世界建国記』三巻でまたお会いできることを祈っております。
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ファンタジー作品を描く際は色々と妄想を膨らましつつ楽しんで描かせて貰っております。
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